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経済企業委員会会議録 

 

令和３年３月１１日 木曜日 

  午前１０時０２分開議 

  午後 ５時０１分閉議（実時間３２１分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議案第１号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１６号（関係分） 

１．議案第４６号・令和２年度八代市一般会計

補正予算・第１７号（関係分） 

１．議案第３号・令和２年度八代市簡易水道事

業会計補正予算・第５号 

１．議案第５号・令和３年度八代市一般会計予

算（関係分） 

１．議案第１３号・令和３年度八代市久連子財

産区特別会計予算 

１．議案第１４号・令和３年度八代市椎原財産

区特別会計予算 

１．議案第１５号・令和３年度八代市水道事業

会計予算 

１．議案第１６号・令和３年度八代市簡易水道

事業会計予算 

１．議案第１８号・専決処分の報告及びその承

認について（令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１３号（関係分）） 

１．議案第２０号・専決処分の報告及びその承

認について（令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１５号（関係分）） 

１．議案第２３号・公の施設を長期かつ独占的

に利用させることについて 

１．議案第４１号・八代市民俗伝統芸能伝承館

条例の制定について 

１．議案第４２号・八代市日本遺産活用推進基

金条例の制定について 

１．議案第４３号・八代市スポーツ振興基金条

例の制定について 

１．議案第４４号・八代市森林環境譲与税基金

条例の制定について 

１．議案第４５号・八代市簡易水道事業給水条

例の一部改正について 

１．所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（厚生会館の今後の方針について） 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  村 川 清 則 君 

副委員長  谷 川   登 君 

委  員  上 村 哲 三 君 

委  員  鈴木田 幸 一 君 

委  員  田 方 芳 信 君 

委  員  野 﨑 伸 也 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

 

※欠席委員          君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 経済文化交流部長   中   勇 二 君 

  経済文化交流部次長 松 延 嘉 國 君 

  経済文化交流部次長 一 村   勲 君 

  理事兼観光・クルーズ振興課長 南   和 浩 君 

  文化振興課長    鋤 田 敦 信 君 

  文化振興課長補佐  下 津 恵 美 君 

  文化振興課主幹兼文化財係長 米 崎 寿 一 君 

  理事兼スポーツ振興課長 小 野 高 信 君 

  理事兼商工・港湾振興課長 田 中   孝 君 
 
  商工・港湾振興課長補佐兼 
            髙 田 剛 志 君 
  商業振興係長 
 

 農林水産部長     沖 田 良 三 君 

  農林水産部次長   中 村 道 久 君 

  農林水産部次長   中 川 俊 一 君 

  水産林務課長    鶴 本 英一郎 君 
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  フードバレー推進課長 豊 田 正 樹 君 

  理事兼農林水産政策課長 豊 田 浩 史 君 

  農業振興課長    田 中 博 己 君 

  農地整備課長    村 井 幸 治 君 

 部局外 

  理事兼水道局長   松 田 仁 人 君 

                              

○記録担当書記     鶴 田 直 美 君 

 

（午前１０時０２分 開会） 

○委員長（村川清則君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり） 

 それでは、定刻となり、定足数に達しました

ので、ただいまから経済企業委員会を開会いた

します。 

 本日の委員会に付します案件は、さきに配付

してあります付託表のとおりであります。 

                              

◎議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号（関係分） 

○委員長（村川清則君） 最初に、予算議案の

審査に入ります。 

 議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号中、当委員会関係分を議題と

し、説明を求めます。 

 まず、第６款・商工費及び第９款・教育費に

ついて、経済文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 皆さん、

おはようございます。（｢おはようございま

す」と呼ぶ者あり）本日はよろしくお願いいた

します。 

 それでは、議案第１号・令和２年度八代市一

般会計補正予算・第１６号中、当委員会に付託

されました経済文化交流部関係分について、次

長の松延から御説明いたしますので、よろしく

お願いいたします。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） 皆さ

ん、おはようございます。（｢おはようござい

ます」と呼ぶ者あり）経済文化交流部次長の松

延でございます。着座にて説明させていただき

ます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） それで

は、別冊となっております、議案第１号・令和

２年度八代市一般会計補正予算書・第１６号を

お願いします。 

 経済企業委員会付託分のうち、経済文化交流

部関係を説明いたします。 

 ３ページをお願いします。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額３０８９万円を増額し、補正後の額を３３億

１８７３万２０００円としております。 

 １つ飛ばしまして、款９・教育費、項７・社

会教育費で、補正額１億１０００万円を増額

し、補正後の額を１４億９３９８万１０００円

のうち、経済文化交流部関係分８億５０５１万

２０００円としております。 

 次に、その下でございます。項８・社会体育

費で、補正額１６７万４０００円を増額し、補

正後の額を２億８５１７万９０００円としてお

ります。 

 次に、２０ページをお願いします。 

 款６・商工費、項１・商工費、目３・観光費

で、補正額３０８９万円を増額し、補正後の額

を６億３２５７万４０００円としております。

財源は、財政調整基金からの繰入金を充てるこ

ととしております。 

 説明欄の新型コロナウイルス感染症対策事業

３施設については、別途配付しております、同

名でございますけども、新型コロナウイルス感

染症対策事業、施設への補償についてという、

Ａ４、１枚物を御覧ください。 

 実施目的としましては、新型コロナウイルス

感染症拡大の影響を受けた指定管理者制度導入

施設に対し、売上げ減少による収支の悪化分を
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補償するもので、今後の事業継続を図るもので

ございます。 

 東陽交流センター７２０万６０００円は、東

陽交流センターせせらぎ・菜摘館において、新

型コロナウイルス感染症の影響に伴い、売上げ

の悪化した今年度下半期の収支の一部について

補償を行うものです。 

 管理業務に関するリスクについて、種類別

に、市または指定管理者のどちらで負担するか

を協定書に規定しておりますが、今般の新型コ

ロナウイルス感染症及び令和２年７月豪雨の影

響については、市または指定管理者のいずれの

責めに帰すこともできない不可抗力に該当する

ことから、市で補償を行うこととしたものでご

ざいます。 

 補償経費は、令和２年１０月から令和３年３

月までの対前年同月比の売上げ減少が２０％以

上となる場合を対象に、赤字額の８割を補償す

ることとし、補正額は既決予算の不足額を計上

しております。 

 次に、さかもと温泉センター１５３６万円

は、さかもと温泉センタークレオン、坂本憩い

の家及び広域交流センターさかもと館におい

て、新型コロナウイルス感染症及び令和２年７

月豪雨災害の影響に伴い、売上げが悪化した一

定期間の収支の一部について補償を行うもので

す。 

 補償経費のうち、コロナ影響による休館要

請、５月のクレオン、憩の家及び７月豪雨災害

による休館、７月、８月のクレオン、さかもと

館については、赤字額の１０割を補償すること

とし、補正額は既決予算の不足額を計上してお

ります。 

 次に、日奈久温泉施設８３２万４０００円

は、日奈久温泉センターばんぺい湯・東湯にお

いて、新型コロナウイルス感染症の影響に伴

い、売上げが悪化した一定期間の収支の一部に

ついて納付金を減額した形で補償を行うもので

す。 

 補償経費のうち、コロナ影響による５月の休

館要請については、赤字額の１０割を補償する

こととしております。 

 次に、予算書に戻っていただきまして、２２

ページをお願いします。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目６・文

化財保護費で、補正額１億１０００万円を増額

し、補正後の額を８億５０５１万２０００円と

しております。 

 説明欄の八代市日本遺産活用推進基金事業

は、ふるさと納税のクラウドファンディング

で、日本遺産「八代を創造（たがや）した石工

たちの軌跡～石工の郷に息づく石造りのレガシ

ー～」の寄附を募り、寄せられた寄附金を関連

する文化財等の保護・活用事業の財源とするた

め、八代市日本遺産活用推進基金を設置し、積

立てする経費を計上しております。 

 次に、２３ページをお願いします。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目２・社

会体育事業費で、補正額１６７万４０００円を

増額し、補正後の額を３４１１万６０００円と

しております。 

 説明欄の八代市スポーツ振興基金事業は、コ

カ・コーラボトラーズジャパン株式会社や八代

弘済会等の寄附を財源とし、スポーツ振興を推

進するため、八代市スポーツ振興基金を設置

し、積立てする経費を計上しております。 

 説明については、以上でございます。御審議

方、よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、新型コロ

ナウイルス感染症対策事業ということで、施設

の補償について御説明いただきました。これが

ですね、リスク分担表に基づき補償を増額する

ものというような話なんですよね。前回もです
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ね、委員会の中で、リスク分担表、出してくだ

さいよという話をしたんですよ。こっちは分か

らないわけなんですよ、リスク分担表というの

が、存在すら知らなかったし、その中に明記さ

れているんですよという話だったんですけど、

それを私たちは確認もしてないし、今説明いた

だいたのは、多分間違いはないんだと思うんで

すよ、金額にしろ。だと思うんですけど、それ

を確認しなきゃ、審議できないんですよ、まず

もって。 

 本当初予算のほうでも、指定管理の話も出て

くると思うんですけれども、そういうところに

も、リスク分担表があるわけですよね。そうい

うときにも出してもらわないと、審議できない

んですよ、確認しないと。 

 前回もそういう意見を、私出してたと思うん

ですけども、どうなってます。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） 観光・クルーズ振興課の南です。おはよ

うございます。(｢おはようございます」と呼ぶ

者あり） 

 すみません、今、委員おっしゃったとおりで

すね、たしか、私も今思い出しました。前回そ

ういうお話があったかと思います。今回おつけ

しておりませんので、後で提出させていただい

てよろしいでしょうか。 

○委員（野﨑伸也君） 今、審議してるんで、

今見ないと、できないんですよ。 

 委員長、リスク分担表、ちょっともらいたい

んですけど、資料として。 

○委員長（村川清則君） 小会します。 

（午前１０時１４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時１５分 本会） 

○委員長（村川清則君） ただいま野﨑委員か

ら資料請求の申し出がありました。 

 お諮りいたします。 

 本委員会として資料を請求することに御異議

ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

 小会します。 

（午前１０時１５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時２１分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） 大変すみませんでした。 

 今、お手元に配付になったかと思いますけど

も、まず、指定管理行う場合の協定書というの

を見てみます。この協定書の一部写しになりま

す。 

 この中でですね、すみません、２ページ目、

条項の第２２条というところで、リスク分担と

いうのが入ってございます。このリスク分担に

ついて、別記１１、リスク分担表のとおりとす

るというのがありますので、その１１というの

が、次のページのリスク分担表ということにな

ります。 

 今回の自然災害、それから、コロナウイルス

というのが、このリスク分担の表でいきます

と、ちょうど真ん中辺りの不可抗力というとこ

ろ、ここになるんですけども、この市または指

定管理者のいずれの責めにも帰すことができな

い、自然または人的現象ということであります

が、ここに施設の設備の修復による経費の増加

ということがありますので、今回、施設の修復

ということには当たらないことから、先ほどの

第２２条の第２項、前項のリスク分担に疑義が

あるとき、または同項のリスク分担に規定して

ないリスクが生じたときは、甲乙両者で協議の

上、リスク分担を決定するということがありま

したので、原因としては、この不可抗力に当た

るんだというところで、その補償の仕方につき

ましては、今回新たに決めたというところにな
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ります。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、頂きまし

てありがとうございます。 

 今回協議されて、割合をですね、決められた

とは思うんですけれども、その決定に至った経

緯というのは、どういったものなんですか。そ

れぞれ割合はどやんふうに決めたのかという。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） 今回ですね、こういった不可抗力による

現象といったことでしたので、赤字について

は、何らかの補償をすべきだということから話

を始めまして、当初赤字額については、１０割

補償するのかということで話を進めたところで

すが、やはり指定管理者側にもある程度の努力

をしていただこうというところもありまして、

まずは、対前年と比較したところで、収益が落

ちているのかどうか、影響が出ているのかどう

かというところの判断を、前年と比較したとき

の収益の２０％の落ち込みというところを、一

つの判断基準として線を引かせていただきまし

た。 

 その２０％落ちたときに補償する補償額を、

満額補償するのかどうかというところで、そこ

を５分の４というところで決定したところで

す。 

 決定の根拠としては、セーフティーネットで

すね、そちらのほうの補償の基準を参考にさせ

てもらったというところです。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、ありがとうござ

いました。よく分かりました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 引き続きなんですけ

ど、クラウドファンディングの話ですけど、１

億１０００万ということで、基金に積み立てま

すよという話なんですけれども、これは、この

１億１０００万というのは、実施した事業の総

額なのか、もしくは寄附金の目標額なのか、ど

っちなのかというのと、具体的にどういったこ

とを今後やりたいと思っているのか教えてくだ

さい。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） 文化振興課、

鋤田でございます。よろしくお願いいたしま

す。 

 ただいまの御質問でございますけれども、今

後のですね、日本遺産関連事業の財源確保のた

めに、昨年１２月から今月の５日まで、本市の

日本遺産をテーマとして、ふるさと納税による

寄附金を募集いたしました。その結果、全国約

１万９８００人の皆様から２億１０００万円の

御寄附をいただいたところでございます。その

ことから、この基金を設置しまして、担当の事

業への活用を図るものでございます。 

 なお、この基金への積立額１億１０００万に

つきましては、返礼品、その他必要経費を差し

引いた額ということで、１億１０００万円を積

み立てるものでございます。 

 また、事業につきましてでございますが、現

在はですね、日本遺産活用協議会というのを設

置しまして、国と市から、それぞれ補助を行い

まして実施をしております。 

 内容としましては、ガイド育成ですとか、そ

れから、石工の郷のＰＲ事業、それから、石工

の郷のブランディング事業ということで、調査

研究事業ですとか、それから、ガイドブックの

作成とか、そういったものを展開をしていま

す。 

 これがですね、国の補助が令和４年度までの

予定ですので、その後も市単独で事業を進める

に当たって、この基金を積み立てて取り組んで

いくという予定としております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） よく分かりました。あ

りがとうございます。 



 

－6－

 もう１点なんですけど、よろしいですか。 

 あともう一つ、コカ・コーラさんと弘済会の

ほうからもらって、スポーツ振興基金というの

を設立しますよということなんですが、こちら

のほうは、具体的にどのような事業を実施した

いというふうに思っておられるのかというの

を、ちょっと、まずお聞きしたい。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） ス

ポーツ振興課、小野でございます。 

 今、委員御質問の、今後どのような形の基金

の運用をということですけれども、今現在、令

和３年度４月から、八代市スポーツコミッショ

ンというのを立ち上げる予定にしております。

こちらにつきましては、官民一体となった組織

でありまして、内容としましては、スポーツ大

会、合宿の誘致等を進めていくということでで

すね、こちらの事業に活用していければという

ふうに考えております。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ありがとうございます。 

○委員（山本幸廣君） なぜコカ・コーラばか

りなんですか。ちょっと聞かせてください。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） 今

回、現在寄附があった分が、先ほど、コカ・コ

ーラ社と、あと八代市弘済会というところであ

りますけれども、コカ・コーラ社につきまして

は、東京２０２０オリンピック・パラリンピッ

クのプレゼンティングパートナーということ

で、今回聖火リレーを八代市で実施するという

ことで、聖火リレーが通る各市町村にですね、

それの啓発用の自動販売機の設置ということで

ですね、お話がありまして、その後、聖火リレ

ー前まではですね、その啓発用、オリンピック

が終わった後は、そのレガシーとしてですね、

設置のほうをするということで、今現在設置し

ております。 

 大会が終わった後もですね、スポーツ振興に

役立ててほしいということで、今回はコカ・コ

ーラ社さんからの寄附を頂くという形にしてお

ります。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） よく理解できました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） すみません、

先ほどの寄附の期間なんですけれども、私が、

昨年の４月と申し上げたかもれしませんが、申

し訳ございません、昨年の１２月の４日から寄

附はスタートしてます。今月の５日までという

ことでございます。大変失礼いたしました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、質疑を終

了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 指定管理者の関係もあ

りましたけれども、非常にですね、市の大事な

施設をですね、担っていただいているというこ

とで、よその自治体でちょっと、いろんな、こ

ういったものを補償するのか、どうなのかとい

うことで、民意的にですね、あまりよい話が、

最近なかったと思うとですけれども、私として

はですね、やはりしっかりですね、管理してい

ただいて、今後もですね、きちんと市民の皆さ

んが喜ばれるような施設でですね、やっていた

だきたいというふうに思ってますんで、これは

間違いなく、非常に大事なことだなというふう

に思いますので、引き続き指定管理者の方と密

接にですね、つながっていただいて、取り組ん

でいただきたいというふうに思っていますの

で、ぜひよろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（村川清則君） それでは、以上で第

６款・商工費及び第９款・教育費についてを終

了します。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時３２分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時３３分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、歳出の第５款・農林水産業費につい

て、農林水産部から説明願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） 皆さん、おは

ようございます。（｢おはようございます」と

呼ぶ者あり） 

 それでは、議案第１号・令和２年度八代市一

般会計補正予算・第１６号中、当委員会に付託

をされております農林水産部関係につきまし

て、中村次長より説明いたさせますので、御審

議方よろしくお願いいたします。 

○農林水産部次長（中村道久君） 皆さん、お

はようございます。（｢おはようございます」

と呼ぶ者あり）農林水産部次長の中村です。よ

ろしくお願いいたします。 

 それでは、議案第１号・令和２年度八代市一

般会計補正予算・第１６号中、当委員会に付託

されました農林水産部関係分につきまして、着

座にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（中村道久君） 別冊、一般

会計補正予算書の１９ページをお開きくださ

い。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目８・

農地費で、補正額１億４２８４万７０００円を

計上し、補正後の金額を１３億１４１５万２０

００円とするものです。 

 説明欄の事業ごとに御説明いたします。 

 まず、市内一円土地改良整備事業としまし

て、補正額７８２万６０００円を計上しており

ます。これは、八代平野北部土地改良区が実施

する団体営事業に対して、八代市農業農村整備

事業負担割合基準に基づき、事業に係る市の負

担割合を、実施主体に対して補助するものでご

ざいます。対象事業は、郡築大硴排水機場電気

設備整備１か所を予定しております。 

 なお、特定財源として、市債７００万円を予

定しております。 

 令和２年１２月中旬の補助内示を受け、令和

３年３月補正での予算であり、事業完了までに

期間を要するため、全額繰越明許費を設定して

おります。 

 次に、県営土地改良事業負担金事業としまし

て、補正額１億３５０２万１０００円を計上し

ております。これは、本年度の県営土地改良事

業について、各事業地区の事業費が確定したこ

とに加え、国の補正に伴い、令和３年度実施予

定の県営土地改良事業の一部を前倒しして行う

ための事業負担金を補正するものです。 

 特定財源としましては、市債１億３３６０万

円を予定しております。 

 次に、目１２・地籍調査費で、補正額３３２

９万円を計上し、補正後の金額を３億３０２２

万３０００円とするものです。これは、地籍調

査事業として、国の補正に伴い、令和３年度実

施予定の一部を前倒しして行うものです。 

 なお、特定財源として県支出金２４９６万７

０００円を予定しております。 

 国の補正予算に伴う予算であり、事業完了ま

でに期間を要するため、全額繰越明許費を設定

しております。 

 次に、款５・農林水産業費、項２・林業費、

目２・林業振興費について、説明欄の森林経営

管理事業において、令和２年度事業費で執行残

が見込まれる金額２１９２万８０００円を減額

補正し、同額を今後の森林の整備促進に関する

施策の財源として活用できるよう、八代市森林

環境譲与税基金事業に積立てを行うものです。 

 以上で、一般会計補正予算・第１６号中、農
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林水産部関係分の説明を終わります。御審議の

ほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） ちょっと１点だけお聞

きしたいのがありまして、森林経営管理事業と

いうのもあって、執行残というのを積み立てる

というような話なんですけど、この執行残にな

った理由というのは何なのか。どういった事業

があったのか、やり残したのか。 

○水産林務課長（鶴本英一郎君） ただいま質

問がありました件についてお答えいたします。 

 当初の予定では、まず、普通旅費関係でです

ね、東京への研修を予定しとったんですが、新

型コロナウイルス関係で、それが中止となりま

した。 

 また、御承知のとおり、７月４日の豪雨災害

により、坂本地区が多大な被害を受けておりま

す。その中で、坂本地区の意向調査、委託費で

すが、それが執行できなくなったのと、あと

は、林道の除草作業委託ですね、これについて

も、災害に伴いできなくなった。あとは、作業

道の整備事業、これについてもできなくなった

ということで、総額で２０００万円余りの執行

残が出ております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） よく分かりました。あ

りがとうございます。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１号・令和２年度八代市一般会計補正

予算・第１６号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第４６号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１７号（関係分） 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第４６号

・令和２年度八代市一般会計補正予算・第１７

号中、当委員会関係分を議題とし、説明を求め

ます。 

 歳出の第５款・農林水産業費について、農林

水産部から説明願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） それでは、議

案第４６号・令和２年度八代市一般会計補正予

算・１７号中、当委員会に付託をされておりま

す第５款・農林水産業費につきまして、中村次

長より説明をいたさせますので、御審議方よろ

しくお願いをいたします。 

○農林水産部次長（中村道久君） 農林水産部

次長の中村です。引き続きよろしくお願いいた

します。 

 それでは、議案第４６号・令和２年度八代市

一般会計補正予算・第１７号中、当委員会に付

託されました農林水産部関係分につきまして、

着座にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（中村道久君） 別冊、一般

会計補正予算書の１０ページをお開きくださ

い。 

 款５・農林水産業費、項１・農業費、目３・

農業振興費で、補正額３３８１万２０００円を

計上し、補正後の金額を１３億７６８５万４０

００円とするものです。これは、担い手確保・

経営強化支援事業補助金で、農業者が意欲的な
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取組による農業経営の発展に向けた農業機械、

施設導入などを支援するものでございます。 

 対象は、鏡地区の４経営体で、コンバイン、

田植機、ホイルローダー、野菜包装機などの導

入を予定しております。 

 なお、特定財源として、全額県支出金を予定

しております。 

 令和３年２月中旬の補助内容を受け、令和３

年３月補正の予算であり、事業完了までに期間

を要するため、全額繰越明許費を設定しており

ます。 

 以上で、一般会計補正予算・第１７号中、農

林水産部関係部分の説明を終わります。御審議

のほどよろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４６号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１７号中、当委員会関係分について

は、原案のとおり決するに賛成の方の挙手を求

めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午前１０時４３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４４分 本会） 

◎議案第３号・令和２年度八代市簡易水道事業

会計補正予算・第５号 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第号３号・令和２年度八代市簡易

水道事業会計補正予算・第５号を議題とし、説

明を求めます。 

 それでは、水道局から説明願います。 

○理事兼水道局長（松田仁人君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）水道局の松田でございます。座りまし

て、説明をさせていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○理事兼水道局長（松田仁人君） 議案第３号

・令和２年度八代市簡易水道事業会計補正予算

・第５号について御説明いたします。 

 資料は、別紙の補正予算書でございます。 

 今回の補正につきましては、令和２年７月豪

雨の影響による歳入予算の組替えによる補正で

ございます。 

 それでは、補正予算書の内容について御説明

いたしますので、お手元の予算書の１ページを

お願いいたします。 

 第２条、収益的収入では、第１款・簡易水道

事業収益の第１項・営業収益を１４００万円減

額しております。 

 また、第２項・営業外収益を５８０万円増

額、第４項・特別利益（災害）を８２０万円増

額し、補正後の金額は、補正前と同額の３億７

２４０万１０００円としております。 

 ５ページをお願いします。 

 令和２年度八代市簡易水道事業会計補正予算

実施計画でございますが、内容につきまして

は、後ほど１０ページの予算の明細にて御説明

いたします。 

 次に、６ページの予定キャッシュフロー計算

書ですが、予算等の変更に伴いまして、修正を

行っております。 

 続きまして、７ページから９ページまでが予

定貸借対照表でございまして、令和３年３月３

１日、いわゆる期末時点の見込みでございま
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す。 

 続きまして、１０ページをお願いします。 

 今回の補正予算の明細でございますが、収益

的収入では款１・簡易水道事業収益、項１・営

業収益、目１・給水収益において１４００万円

を減額しております。こちらは、坂本町及び泉

町の椎原地区において、令和２年７月豪雨によ

り、７月分から９月分までの使用料金を免除し

たこと、さらには、家屋解体など、利用者数の

減少により料金収入が大幅に減少することか

ら、減額するものでございます。 

 次に、項２・営業外収益、目２・他会計補助

金では、先ほど御説明いたしました給水収益の

減少分の中で、利用者数の減少に伴う料金収入

の減少分５８０万円を、一般会計からの補助金

で補塡するものでございます。 

 次に、項４・特別利益（災害）、目２・他会

計補助金でございますが、先ほど同様、使用料

金免除分８２０万円を一般会計からの補助金で

賄うものでございます。 

 以上、議案第３号・令和２年度八代市簡易水

道事業会計補正予算書・第５号の説明を終わり

ます。御審議のほどよろしくお願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第３号・令和２年度八代市簡易水道事業

会計補正予算・第５号については、原案のとお

り決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午前１０時４８分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１０時４９分 本会） 

◎議案第５号・令和３年度八代市一般会計予算

（関係分） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第５号・令和３年度八代市一般会

計予算中、当委員会関係分を議題とし、説明を

求めます。 

 まず、歳出の第５款・農林水産業費及び第１

０款・災害復旧費について、農林水産部から説

明願います。 

○農林水産部長（沖田良三君） それでは、議

案第５号・令和３年度八代市一般会計補正予算

の御審議をいただく前に、まず、私のほうか

ら、農林水産部関係分につきまして、総括を申

し上げたいと思います。着座にてよろしいでし

ょうか。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○農林水産部長（沖田良三君） 令和３年度

は、昨年から猛威を振るっております新型コロ

ナウイルス感染症の拡大による影響や、７月豪

雨災害など、頻発する大規模災害からの復旧を

はじめ、新たな生活様式の導入や、デジタル社

会の推進等、大きく変動する社会情勢に対応し

ながら、本市の重点戦略の柱であります農林水

産業の更なる振興の実現に向けて鋭意取り組ん

でまいります。 

 それでは、農林水産業費の主なものにつきま

して御説明をさせていただきます。 

 まず、新型コロナウイルス感染症対策でござ

いますが、感染拡大の影響から売上げが減少

し、経営が悪化した農林漁業者が、経営の改善

を図るために借り入れた制度資金に対します、

５年間の利子補給を継続して実施いたします。 

 次に、７月豪雨災害からの復旧でございます
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が、農地や農道、排水路等の農業用施設と、林

道の災害復旧につきましては、今年度から順次

復旧に取り組んでいるところでございますが、

令和３年度に計上しております当初予算を合わ

せました災害復旧費は、農業用施設で約４億９

９００万円、林道施設で約１０億８６００万円

となっております。 

 特に、被害が著しい林道施設に関しまして

は、主要な国道、県道、市道の復旧状況を勘案

しながらの事業着手となりますことから、復旧

までには相当の期間を要すると想定されますけ

れども、新たに坂本支所内に新設される予定の

災害復旧課に引き継ぎ、連携を図りながら、着

実な復旧・復興に努めてまいります。 

 また、農業用施設で災害復旧事業の対象とな

らなかった農地を、農家自らが復旧する場合、

その経費の一部を補助する農家の自力復旧支援

事業の予算も新たに計上をいたしております。 

 続きまして、通常分でございますが、例年申

し上げておりますが、本市農林水産業の重要課

題となっております担い手の確保・育成でござ

いますが、農業関係におきましては、後継者不

足や担い手の高齢化を踏まえ、地域の中心経営

体への農地の利用集積を促進するとともに、新

規就農者の支援では、営農支援事業により、し

っかりとサポートしながら、引き続き定着率１

００％を目指します。 

 さらに、新規事業としましては、昨年１１月

に八代農業高校と連携して立ち上げました八代

農業塾で、現役高校生や就農後間もない若手農

業者を対象として、座学や実習を通して、農業

経営やＩＣＴ技術の導入など、高度化する農業

の生産から流通、販売までを学び、就農意欲の

高揚や実践に役立つ技術の習得につなげるもの

でございます。 

 そのほか、イグサ関係では、６月補正予算で

承認を得て進めております、イグサのカセット

式移植機の導入支援を引き続き実施するもの

で、令和３年度で完了する予定となっておりま

す。 

 また、振興対策としまして、市有施設等の畳

の張り替えと、７月豪雨災害関連で、被災者の

住宅再建に係る畳の張り替え補助を継続して実

施いたします。 

 また、既に御承知のとおり、八代畳表認知向

上・需要拡大事業におきまして、連携協定を締

結した民間企業や生産者団体で構成される協議

会にて、全国的なＰＲを展開しております。 

 今年度は、渋谷駅構内での大型交通広告をは

じめ、ＰＲ動画の公開、子育て世代をターゲッ

トにした子育て雑誌での特集記事掲載、世界的

にブームとなっておりますゲームソフトを活用

した、やつしろたたみ島の作成など、多岐にわ

たって情報発信を行っております。 

 その結果、多くの自治体からの問合せや、１

００近くのメディアにも取り上げていただくな

ど、予想以上の反響があり、八代産畳表のＰＲ

にも大いに貢献したものと考えております。令

和３年度も、引き続き効果的なＰＲを実施して

まいります。 

 次に、近年、露地野菜等の被害が急激に増加

している、カモ類による食害対策でございます

が、これまで銃器による駆除や被覆網によりま

す実証試験等を行っておりますが、これといっ

た有効な対策が見いだせない状況が続いており

ますことから、今月１５日、熊本県とＪＡやつ

しろ、氷川町と本市で構成する八代地域農産物

鳥類被害防止対策連絡協議会を設立し、被害防

止対策の実施と、その推進による鳥類被害を減

少させるための取組を進めてまいります。 

 次に、フードバレーやつしろの推進でござい

ますが、今年度におきましては、新型コロナウ

イルス感染症の影響から、都市圏への移動や、

海外への渡航が制限され、企業訪問がほぼでき

ない状況でありました。 

 また、海外でのイベントも中止せざるを得
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ず、活動の多くが制約される結果となりまし

た。 

 そこで、新たな販路の開拓として、民間のＥ

Ｃサイトの活用や、リモートによる商談会の開

催に切り替え、商談機会の創出に努めてまいり

ました。 

 特に、リモート商談会につきましては、市内

の参加事業者、国内外のバイヤー双方からの好

評を得ておりますし、新型コロナウイルス感染

症の終息が見通せない中で、有効な手法であ

り、一定の成果も見られることから、来年度に

おきましても、積極的に取組を進めてまいりま

す。 

 また、世界的な健康志向の高まりから注目さ

れておりますプロテインやグルテンフリーな

ど、健康面への効果を前面に打ち出した新商品

の開発と、国内外への販路拡大を図るととも

に、本市農林水産物等の集積、販売体制の強化

を図るための拠点づくりを進めてまいります。 

 次に、林業関係でございますが、林業従事者

の高齢化や新規就農者不足、所有者不在の森林

の荒廃、鹿、イノシシによる林産物被害など、

多くの課題が山積しているものの、課題の解決

には依然として厳しい状況が続いております。 

 それらの課題に対して、熊本県や森林組合、

林業事業体など、関係団体が連携して取り組ん

でいくため、昨年６月にやつしろの山づくり協

議会を設立し、林業の魅力発信やＩＣＴを活用

した鳥獣被害対策、あるいは就業前の高校生を

対象としたジビエ教室や森林整備に係る出前講

座等を行っております。来年度も引き続き、同

協議会を通じた対策を継続してまいります。 

 次に、水産関係でございますが、７月豪雨の

影響と思われるアサリ等のへい死が、一部の干

潟で確認をされております。これらの資源回復

には、これまで行ってきた被服網やケアシェル

の設置が有効な手段でありますが、漁業者の高

齢化や後継者不足によりまして、その保全活動

もままならないところもあり、一部の漁協で

は、現在合併の協議が進められております。 

 本市としましても、資源回復のための技術的

なアドバイスや、合併協議等の支援を行ってま

いります。 

 以上、部門別に主なものを申し上げました

が、農林水産業全般を通しまして、今後も新型

コロナウイルス感染症の影響を注視しながら、

その都度、必要な対策につきましては、柔軟に

対応していきたいと思っております。 

 また、共通の課題であります担い手の確保、

育成につきましては、特に力を入れながら継続

してまいります。 

 さらに、デジタル社会の到来を受けて、スマ

ート農林水産業にも積極的に取り組むことと

し、ドローンやアシストスーツ、ＡＩやＩＣＴ

技術による管理システムの導入等に際しまして

は、生産者団体とも連携しながら促進をしてい

きたいと考えております。 

 以上、農林水産部関係の予算編成に当たりま

しての総括といたします。 

 なお、詳細につきましては、中川次長に説明

をいたさせますので、御審議のほどよろしくお

願いをいたします。 

○農林水産部次長（中川俊一君） おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）次長、中川です。よろしくお願いいたし

ます。 

 それでは、当委員会に付託されました、議案

第５号・令和３年度八代市一般会計予算中、農

林水産業費及び災害復旧費について、着座にて

説明をさせていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○農林水産部次長（中川俊一君） 失礼いたし

ます。 

 それでは、予算書の７ページをお願いいたし

ます。 

 歳出の款５・農林水産業費としまして、総額
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３３億５６５２万８０００円を計上いたしてお

ります。前年度比１億６０２７万７０００円の

増となっております。内訳を、項別で申し上げ

ます。 

 農業費が２９億３０４１万２０００円で、前

年度比１億６８３４万１０００円の増となって

おります。 

 林業費が３億７９９万６０００円で、前年度

度比２３０７万１０００円の減となっておりま

す。 

 水産業費が１億１８１２万円で、前年度比１

５００万９０００円の増となっております。 

 続いて、災害復旧費につきましては、８ペー

ジをお願いいたします。 

 農林水産業施設災害復旧費といたしまして、

６億４１４１万円を計上いたしております。こ

れは、令和２年７月豪雨災害復旧事業関連予算

でございます。後ほど詳細を申し上げます。 

 次に、８３ページをお願いいたします。 

 歳出予算のうち、主なものにつきまして御説

明いたします。 

 まず、款５・農林水産業費、項１・農業費、

目１・農業委員会費では９３４６万円を計上い

たしております。昨年度比５４万６０００円の

増となっております。 

 説明欄の３行目、農業委員会事務事業３６１

３万６０００円は、農業委員及び農地利用最適

化推進委員の報酬３１１３万８０００円、農業

委員会総会の費用弁償や、研修会出席の際の旅

費２７６万３０００円などが主なものでござい

ます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金２

０５９万６０００円と、農地関係証明手数料な

どの１９３万４０００円を予定いたしておりま

す。 

 続きまして、８４ページをお願いいたしま

す。 

 目２・農業総務費で４億７８７１万６０００

円を計上いたしております。前年度比３１１万

６０００円の増となっております。 

 ここでは、職員の給与関係費のほかに、説明

欄の上から４行目、農業振興地域整備計画管理

事業といたしまして２７２万８０００円を計上

しております。これは、新型コロナウイルス感

染症対策と、業務のデジタル化を図るため、八

代市地図システムを窓口対応等に用いるタブレ

ット端末に導入するための経費となっておりま

す。 

 次に、目３・農業振興費で８億９７７万１０

００円を計上いたしております。前年度比１億

６０３９万２０００円の増となっております。 

 説明欄のい業振興対策事業として、２９２５

万円を計上いたしております。この内訳といた

しましては、まず、イグサ畳表専用機械の修理

に係る経費を助成するい業機械再生支援事業と

して１９００万円、市内居住者が、八代産畳表

を使用して、畳の張り替えを行う際に、１畳当

たり１０００円を助成いたします、畳表張り替

え促進事業に５００万円、それから、熊本県い

ぐさ・畳表活性化連絡協議会への負担金１４０

万１０００円、及び市有施設の畳表張り替え経

費１５０万円などでございます。 

 次に、説明欄の最下段、八代市農地集積対策

事業で２００８万８０００円を計上いたしてお

ります。この内訳といたしましては、まず、農

地集積者支援事業といたしまして２０００万円

を予定しております。これは、地域の担い手へ

の農地の利用集積に対する補助事業で、新規の

賃借権設定により、規模拡大を図った担い手

が、機械などを導入する際に、２分の１以内

で、１００万円を上限に補助するものでござい

ます。 

 次に、農地等被災農業者生活支援事業といた

しまして、８万８０００円を予定しておりま

す。これは、球磨川流域復興基金を活用し、被

災農業者の代替耕作地の借地料や、機械の借上
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料などの掛かり増し経費について補助するもの

で、１０アール当たり２万２０００円を上限に

補助するものでございます。 

 ８５ページをお願いいたします。 

 説明欄の２行目の中山間地域等直接支払制度

事業で２６５０万９０００円を計上しておりま

す。これは、農業生産条件が不利な中山間地域

において、集落や地区単位で農地を維持管理し

ていくための協定を締結し、農業生産活動を行

う場合に、農地の面積に応じて一定額を交付す

るものでございます。 

 令和３年度におきましては、市内２８の地区

で、水路や農道等の維持管理活動や、機械の利

用の共同化、農作業の共同化などに取り組み、

中山間地農業の維持と、農地の保全を行ってま

いります。 

 次に、中ほどのフードバレー輸出促進事業１

６６６万７０００円は、八代産農林水産物の海

外への販路の拡大を目指すもので、台湾での食

品見本市出展、及び台湾基隆市での県南フード

バレーフェア、さらに、香港での晩白柚プロモ

ーションなどに係る海外渡航経費といたしまし

て２８８万円、海外マーケティングアドバイザ

ー委託１６５万４０００円、台湾及び香港での

活動に伴う支援業務委託料３件、１０２２万２

０００円、熊本県やつしろ晩白柚ブランド推進

協議会負担金１３５万９０００円などとなって

おります。 

 なお、特定財源といたしまして、地方創生推

進交付金７８７万１０００円を予定いたしてお

ります。 

 次に、八代畳表認知向上・需要拡大事業１８

００万円は、八代産畳表認知向上・需要拡大推

進協議会への負担金でございます。令和３年度

は、家づくり層をターゲットした全国的なＰＲ

事業を実施する予定でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、ふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金１２００万円を予

定しております。 

 次に、農業次世代人材投資事業７８５２万円

は、５０歳未満の青年就農者について、経営が

不安定な就農初期段階である５年以内の所得を

確保するため、１人当たり年間最大１５０万円

を交付するものでございます。令和３年度の交

付予定対象者は５７名を予定しております。 

 なお、特定財源といたしまして、全額県支出

金を予定しております。 

 次に、いぐさ・畳表生産体制強化緊急対策事

業２億４６５９万５０００円は、令和２年度に

引き続き、イグサの移植機、苗処理機、移植用

カセットの導入を行うもので、八代市、氷川

町、宇城市合同での機械導入に伴う、いぐさ移

植管理組合への補助金となっております。 

 令和３年度におきましては、３つの市町合わ

せまして、イグサ移植機が６６台、苗処理機が

５９台、移植用カセット７０８０個の導入を予

定しております。 

 なお、特定財源といたしまして、氷川町負担

金１７３０万８０００円、宇城市の負担金１０

４０万７０００円、県補助金１億２３２９万７

０００円、それと、ふるさと八代元気づくり応

援基金繰入金５０００万円を予定しておりま

す。 

 次に、産地生産基盤パワーアップ事業３億１

１２０万５０００円は、ただいまのイグサ関連

機械導入に伴う国の補助金及び水稲防除用ドロ

ーン１台の導入に伴う補助金となっておりま

す。 

 なお、特定財源といたしまして、全額県支出

金を予定しております。 

 次の新型コロナウイルス対策経営安定資金利

子補給事業２１６万１０００円は、農林漁業者

が国や県の新型コロナウイルス対策金融支援制

度を利用して、資金の借入れを行った際の利子

及び保証料を補助するものでございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１
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４０万８０００円、新型コロナウイルス感染症

対策基金繰入金７５万３０００円を予定してお

ります。 

 次に、目４・園芸振興費で６５３万８０００

円を計上しております。前年度比１０２９万５

０００円の減となっております。 

 説明欄の園芸・果樹振興対策事業３６０万３

０００円は、晩白柚の若返りを促進するための

改植費補助５０万円、それから、トマト黄化葉

巻病抵抗性品種導入支援モデル事業として、ト

マトの苗木の購入補助１５０万円、それから、

トマト黄化葉巻病対策啓発チラシ作成費４６万

９０００円、このほか有害鳥獣による農作物被

害防止のための電気柵等の設置補助６０万円な

どとなっております。 

 なお、特定財源といたしまして、ふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金１５０万円を予定

しております。 

 次の環境保全型農業推進事業２９３万５００

０円は、有機農業や堆肥の施用、冬季の湛水な

どの環境保全型農業への取組に対しまして、直

接支払交付金を交付するものでございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金２

２４万円を予定しております。 

 次に、８６ページをお願いいたします。 

 目６・農事研修センター費で１８９４万３０

００円を計上いたしております。前年度比３６

５万３０００円の減となっております。 

 ここでは、職員３名分の人件費のほかに、説

明欄の土壌分析診断事業といたしまして、５３

万８０００円を計上しております。これは土壌

分析に伴う、器具資材費及び分析用の試薬など

の費用でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、土壌分析手

数料４０万６０００円を予定しております。 

 続きまして、目８・農地費で１１億８８６５

万円を計上しております。前年度比２８８３万

６０００円の増となっております。 

 説明欄の主な事業につきまして、申し上げま

す。 

 ４行目の排水機場維持管理事業７９０２万３

０００円は、市が管理する１５の排水機場の重

油代、電気料、修繕料及び運転業務委託料など

維持管理に係る経費でございます。 

 それから、２つ飛びまして、非補助土地改良

融資事業６０００万円は、国、県の補助事業と

ならない排水路や農道等の基盤整備を、資金の

融資を受けて行うもので、かんがい排水路改修

などに係る工事請負費でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、全額事業分

担金を予定しております。 

 次に、県営土地改良事業負担金事業１億１５

８５万７０００円は、県営で実施する湛水防除

やかんがい排水事業などの土地改良事業に係る

市の負担金となっております。 

 なお、特定財源といたしまして、起債９７６

０万円を予定しております。 

 ８７ページをお願いいたします。 

 説明欄の多面的機能支払交付金事業２億６６

４７万７０００円は、農業・農村の多面的機能

の維持・発揮を図るため、農業者だけでなく、

地域住民、自治会、関係団体などが参加する活

動組織をつくり、農業施設の維持管理などを行

う活動に対しまして、農振農用地面積に応じ、

交付されるものでございます。令和３年度は、

延べ２４の組織が共同活動に取り組む予定でご

ざいます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

億９９９６万３０００円を予定しております。 

 次に、上から４行目の、市内一円土地改良整

備事業１億５６１５万４０００円は、市内の集

落排水路改修工事、農道等の改良工事、それか

ら、排水路や農道の維持修繕費、生コン等原材

料支給などに係る経費でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金５

９万２０００円、寄附金３０万円、起債３４２
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０万円を予定しております。 

 それから、一つ飛びまして、農業水路等長寿

命化・防災減災事業５０２６万円は、農業生産

の基盤となる農業水利施設の長寿命化対策や、

防災減災対策を推進するもので、日奈久新開町

及び昭和同仁町の排水路改修工事を予定してお

ります。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金３

２１６万６０００円、起債１６２０万円を予定

しております。 

 続きまして、目の９・水田営農活性化対策推

進事業費で１７７１万２０００円を予定してお

ります。前年度比８３万５０００円の減となっ

ております。 

 説明欄の経営所得安定対策等推進事業１４４

２万１０００円は、水田を活用して、麦や大

豆、飼料用米などの作物を生産する農業者に交

付する水田活用の直接支払交付金や畑作物の直

接支払交付金、及び収入減少影響緩和交付金の

実務を行う八代市農業再生協議会への推進事務

補助金でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、全額県支出

金を予定しております。 

 続きまして、目１０・地域農政特別対策事業

推進費で３６０万８０００円を計上いたしてお

ります。前年度比８７万５０００円の増となっ

ております。 

 説明欄の担い手育成総合支援事業３０７万円

は、認定農業者の育成・確保、農業経営の法人

化、及び集落営農の組織化などの対策を実施す

る八代市担い手育成総合支援協議会への補助金

２５５万円、及び担い手育成研修事業補助金と

して、八代農業塾に対して５２万円を補助する

ものでございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

７０万円、及びふるさと八代元気づくり応援基

金繰入金５２万円を予定しております。 

 続きまして、目の１１・農業研修施設管理費

で１６１０万２０００円を計上しております。

前年度比１７３万６０００円の増となっており

ます。これは、説明欄で６つの事業を掲げてお

りますが、農林水産部が所管しております、各

種施設の維持管理に係る経費でございます。 

 ８８ページをお願いいたします。 

 目の１２・地籍調査費で２億９６１２万９０

００円を計上しております。前年度比１２３６

万９０００円の減となっております。 

 地籍調査事業につきましては、職員の給料を

はじめ、会計年度任用職員の賃金、調査推進員

への謝礼、測量業務委託料、関連事務費などを

計上しております。 

 令和３年度の調査地区といたしましては、東

陽町小浦及び南の各一部、泉町椎原及び久連子

の一部、それから、市内平野部におきまして

は、長田町ほか３町の一部、それと、井上町ほ

か３町の一部、それから西宮町の一部、合計で

１６.０７平方キロメートルの調査を予定して

おります。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

億２１５７万９０００円を予定しております。 

 ８９ページをお願いいたします。 

 項２・林業費、目１・林業総務費で７０９７

万２０００円を計上しております。前年度比４

３２万３０００円の減となっております。これ

は、職員の給料、手当等の人件費及び林業関係

団体への負担金などが主なものとなっておりま

す。 

 次に、目２・林業振興費で１億４８０６万８

０００円を計上しております。前年度比３８０

５万９０００円の減となっております。 

 主な事業につきまして、説明欄の２行目、森

林経営管理事業４６７２万９０００円は、森林

環境譲与税を活用して行う事業でございます。 

 事業の内容につきましては、森林所有者への

意向調査委託１６２４万６０００円、作業道開

設や補修費用の一部を助成する森林作業道等基
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盤整備事業補助金といたしまして１２５０万

円、森林作業道の修繕費５００万円、鹿侵入防

護柵修繕費４９６万７０００円、それから、や

つしろの山づくり推進協議会への運営補助金と

いたしまして４７２万３０００円、東陽及び坂

本の温泉センターの燃料用木質チップやペレッ

ト購入費の一部を助成いたします木質バイオマ

ス利活用推進事業補助金といたしまして２００

万円などが主なものでございます。 

 一つ飛びまして、有害鳥獣被害対策事業２０

４９万円は、鳥獣被害対策実施隊員１７７名分

の活動に対する報酬や費用弁償など６３７万５

０００円、それと、鹿捕獲に要する経費といた

しまして、１頭当たり５０００円、捕獲目標頭

数２６００頭分の補助金１３００万円などでご

ざいます。 

 次に、森林整備事業５７５４万４０００円

は、森林の下刈りや間伐などの経費を、森林組

合等に一部助成する森林環境保全整備事業補助

金として５０８９万７０００円、作業路等の修

繕費として３６０万円、林道・作業道の舗装用

生コン等の原材料費として３０１万６０００円

などでございます。 

 次に、八代市森林環境譲与税基金積立金とい

たしまして８８４万８０００円を計上しており

ます。これは、森林経営管理制度において、意

向調査を順次実施しておりますが、今後、森林

所有者が森林の管理を市に委託するケースが増

加していくものと見込んでおり、間伐等の森林

整備に係る費用などに充当することを目的に積

み立てるものでございます。 

 なお、林業振興費全体の特定財源といたしま

して、県支出金５２４万５０００円を予定して

おります。 

 続きまして、目３・林道維持費で５７５５万

９０００円を計上しております。前年度比２２

０６万１０００円の増となっております。これ

は、林道作業道の維持管理費となりますが、前

年度と比べ林道の修繕費、除草作業委託費、生

コン等の原材料費において、増額いたしており

ます。 

 なお、特定財源といたしまして、起債１００

０万円を予定しております。 

 ９０ページをお願いいたします。 

 目４・林道新設改良費で３１３９万７０００

円を計上いたしております。前年度比２７５万

２０００円の減となっております。 

 説明欄の市内一円林道新設改良事業１７５６

万２０００円は、坂本町の林道２路線の舗装工

事に係る工事請負費１３００万円、及び幹線林

道菊池人吉線に係る賦課金と、受益者組合助成

金３６６万２０００円、治山林道協会負担金９

０万円などでございます。 

 なお、特定財源といたしまして、起債１３０

０万円を予定しております。 

 続きまして、項３・水産業費、目１・水産業

総務費で３５６６万４０００円を計上いたして

おります。前年度比８９万９０００円の増とな

っております。これは、職員４人分の人件費及

び事務費が主なものでございます。 

 ９１ページをお願いいたします。 

 目２・水産業振興費で８２４５万６０００円

を計上いたしております。前年度比１４１１万

の増となっております。 

 主な事業につきましては、説明欄の３行目、

漁場環境保全事業１７６５万６０００円、この

主な費用といたしましては、公用船クローニー

ベイハイ号の維持管理費、及び操船・保管業務

委託に係る費用８６万８０００円、県営覆砂事

業負担金３００万円、八代市水産振興協議会な

どの各種協議会負担金１１６５万７０００円、

航路標識設置補助金９０万円、及び内水面清掃

補助金７２万円などでございます。 

 次の環境生態系保全事業３６６万５０００円

は、アサリ資源の回復や干潟の保全、漂着物の

除去などに取り組む水産多面的機能発揮対策事
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業に対し、市の負担分として、事業費の１５％

を負担するものでございます。 

 令和３年度は、鏡町アサリ活動組織、二見海

岸の干潟を守る会、及び金剛資源管理保全振興

会の３つの組織が活動を実施する予定でござい

ます。 

 １つ飛びまして、栽培漁業振興事業１３２９

万６０００円は、水産資源の回復、増大を図る

ためにヒラメ、タイワンガザミ、カサゴ、ウナ

ギ、アユなどの稚魚放流に係る経費９６５万４

０００円、及び各協議会が実施する共同放流に

対する市の負担金３６４万２０００円でござい

ます。 

 説明欄最後の水産物供給基盤機能保全事業４

１００万円は、令和２年度から行っております

大鞘漁港の長寿命化と機能保全を図るための工

事請負費でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金２

０５０万円、起債１８４０万円を予定しており

ます。 

 続きまして、１２１ページをお願いいたしま

す。 

 款の１０・災害復旧費、項１・農林水産業施

設災害復旧費、目１・農業施設災害復旧費で１

億３０５６万４０００円を計上いたしておりま

す。 

 説明欄、農業施設災害復旧事業１億２６５６

万４０００円は、令和２年７月豪雨で被災した

橋梁２件の工事請負費、及びその他の災害復旧

工事に伴う電柱・電線移転補償費となっており

ます。 

 次の農家の自力復旧支援事業４００万円は、

被災した農地を農家自らが行う復旧作業に対し

支援するもので、補助率２分の１、上限２０万

円でございます。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金１

億２９８０万４０００円、起債６０万円を予定

しております。 

 次に、目２・林道施設災害復旧費で５億１０

８４万６０００円を計上いたしております。こ

れは、被災した林道の測量設計業務委託費１０

路線分、及び災害復旧工事請負費２０路線分、

工事に係る立木補償費などとなっております。 

 なお、特定財源といたしまして、県支出金４

億４３１８万８０００円、起債４９７０万円を

予定しております。 

 以上で、農林水産業費及び災害復旧費の説明

を終わります。御審議のほどよろしくお願いい

たします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、予算書じ

ゃなくて、概要のほうで、ちょっと質問してい

きたいと思います。 

 まずですね、フードバレー流通推進事業とい

うのがあると思うとですけれども、これ、普通

旅費というところで、１６２万ぐらいですね、

予算計上とかあっとですけれども、これ、誰の

分になります。 

 あわせてですね、地方創生推進交付金事業と

いうことであるんですけれども、国内マーケテ

ィングアドバイザー委託ということで２２５万

４０００円というのがあります。これはどなた

にアドバイザー委託するのか。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） こん

にちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）フー

ドバレー推進課、豊田でございます。 

 まず、お尋ねの１点目、国内旅費の分でござ

いますが、これは、市の職員が東京、大阪等の

企業、メーカー等を訪問する際の職員の旅費と

いうところでございます。 

 それから、国内のアドバイザーですが、こち

らは、中食・外食産業とのマッチングとか、商

談とかへの対応とか、そういったものを、ちょ

っとお願いしておるアドバイザーでございまし
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て、元メルシャンの調味料部門の要職にあられ

た方で、現在は神奈川県に在住されておるとい

うところでございまして、非常に販路を多岐に

わたって、いわゆる人脈と申しますか、そうい

うものをお持ちの方でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。 

 引き続きなんですけど、またちょっと同じよ

うな質問になります。 

 フードバレーの輸出促進事業で、この海外旅

費というのが入ってますけど、これは誰の分に

なるのかということと、マーケティングアドバ

イザーの方、これ委託とか、いろいろあっとで

すけれども、どこの方に委託するのかというの

があります。 

 すみません、引き続き、同じような質問が何

個もあっとですよ。事業はちょっと違うとです

けれども。 

 あと、フードバレーの６次産業化とかのやつ

にも、アドバイザー委託というのがあるんです

が、そこも誰なのか、ちょっと教えてくださ

い。 

○フードバレー推進課長（豊田正樹君） ま

ず、海外旅費でございますが、こちらは台湾、

香港等に出張する際の職員の旅費というところ

でございます。 

 また、海外アドバイザーにつきましては、お

二人お願いをするという予定をいたしておりま

す。お一人が、宮崎県在住の方でございまし

て、これは宮崎県の輸出相談員ということも経

験されておりまして、自分でも輸出代行業の業

務をなさっておる方というところでございま

す。 

 もう一人は、福岡県に在住をされておりまし

て、こちらは、いろいろヨーロッパとかアセア

ンとか、中東などにも非常に販路をお持ちの方

でございまして、販路の開拓をお願いしておる

というところでございます。 

 ６次産業アドバイザーにつきましては、当然

６次産業化、新商品の開発に係る相談対応、販

路の開拓支援を行っていただいておるというと

ころでございまして、福岡県在住の方で、専門

的な分野をお願いするという予定でございま

す。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 あとですね、次の質問になりますけれども、

ちょっと、多分、前説明いただいたかもしれん

とですけど、またもう一回、改めてちょっとお

聞きしたいのがありまして、畳表の認知向上事

業ということで、部長のですね、総括の中に

も、非常にＰＲとかですね、されて、非常にメ

ディアとか取り上げられてっていう話で、すご

いいいことをやられてるなというふうに思った

んですけれども、この国産の畳表というか、八

代の畳表の需要というのが、今、どれぐらいの

売上げになっているのかというのと、ここ数年

の状況が分かればですね、そのＰＲ事業とかと

リンクしていっているのかというのを、ちょっ

と確認したいんですよ。 

○委員長（村川清則君） 小会します。 

（午前１１時３５分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午前１１時３５分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

○農林水産部長（沖田良三君） すみません、

手元にですね、正確なデータのほう、今日お持

ちしておりませんので、後ほど提示したいとい

うふうに思います。よろしくお願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。よろし

くお願いいたします。 

 次の質問よろしいですか。 

 農業次世代人材投資事業ということで、就農
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者の方に対する定着のための補助ということで

あるんですけれども、ここ数年のですね、就農

者の推移というのは分かられますか。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） 農

林水産政策課、豊田でございます。 

 ここ数年、平成２８年度からの数字でござい

ますが、新規就農者数が、２８年度３８名、２

９年度３４名、平成３０年度が３８名、令和元

年度、ここはちょっと落ち込みまして１７名、

令和２年度３２名の予定となっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ありがとうございます。 

 次の質問よろしいですか。 

 さっきのイグサの関係なんですけれども、今

回もイグサ移植機の話がですね、２件ぐらいあ

ったかなと思うとですけれども、すみません、

これのいぐさ移植機管理組合というのが、教え

てほしいんですけれども、主体がどこなのか、

どのような団体なのか、構成されている団体の

内容というか、それをちょっと教えてほしいと

いうのと、最終的にですね、この移植機とかっ

ていうのが、使用される方々にどのような仕組

みで渡っていくのかというのを、ちょっと教え

てほしいなというふうに思います。 

○農業振興課長（田中博己君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）農業振興課の

田中と申します。 

 委員お尋ねのですね、まず、組合のほうなん

ですけれども、生産者の方で組織をされた団体

でございます。いぐさ移植機管理組合といいま

して、八代市と氷川町と宇城市の生産者の方が

管理をされていらっしゃいます。 

 それと、移植機のほうのですね、どういった

形で導入をされるのかということですけれど

も、移植機のほうは、リースのほうで導入を予

定しております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。 

 そのリースは何となく、この間から、前から

聞いとっとですけど、例えばですよ、管理組合

みたいなところが一手にこう、どんと買うとい

うか、入れて、それがどういう仕組みで、リー

ス料を取ってとかっていう話になろうと思うと

ですけど、そこら辺、ちょっともう少し詳しく

教えてください。 

○農業振興課長（田中博己君） お世話のほう

をですね、ＪＡやつしろのほうでお世話のほう

をしていただいております。リース関係のほう

もですね、入札関係をしましてですね、リース

の導入をする予定となっております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） もう少し詳しくできま

す。いまいちイメージできんとですよ、何か。

今、ＪＡさんが、今度入ってとかという話なん

で、ちょっと余計分からんごてなったっんです

けど、生産者の団体、作っている団体がやるん

じゃなくて……。 

○農業振興課長（田中博己君） 失礼いたしま

した。 

 ＪＡ様のほうはですね、アドバイス的なこと

をいろいろとされるというふうに考えていただ

ければと思います。 

 生産者の組合のほうで、実際はされるんです

けれども、そのノウハウあたりはですね、ＪＡ

様のほうと、行政のほうも一緒にやってです

ね、アドバイスをしながら、生産者のほうの管

理組合のほうでですね、手続のほうはされてお

られます。以上でございます。（委員野﨑伸也

君「入札というとは何」と呼ぶ）入札は、リー

スを導入するに当たって、リース会社が入るん

ですけれども、その前に、移植機は購入しない

といけないもんですから、その入札ということ

でございます。 

 以上です。 
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○委員（野﨑伸也君） 分かりました。取りあ

えず、入札というのは、リース会社は、入札し

て決めるちゅう話ですよね。そこで、そのリー

ス会社さんが一手に移植機を買って、それをま

た、生産者の方にリースするんだと、そういう

仕組み。 

 分かりました。ありがとうございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 排水機場維持管理事業

というのがあって、運転業務委託ですね、委託

費ということであるんですけれども、１５排水

機場があるということで、１５人おられるのか

というのと、多分地域の方だろうと思うとです

けれども、おられるのかというのと、また、非

常に何か大変な業務でということで、少しでも

上げてほしいというふうな要望とかがあったよ

うな気がすっとですよ。それが、今回上がって

いるのかどうかというのを、ちょっと確認した

いと思います。 

○農地整備課長（村井幸治君） 農地整備課、

村井でございます。 

 八代市が管理しております排水機場、１５排

水機場ございますけども、土地改良区のほうに

ほとんど委託を依頼しております。それと、あ

と一部は、地元のほうで管理組合というのをつ

くっていただいて、そちらのほうに委託してい

るところでございます。 

 費用に関しましては、なかなか大変なところ

もございますけれども、一応、まだ現状維持と

いうことでお願いしているところでございま

す。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 もう一つよかですか、すみません。 

 多面的機能支払交付金事業というのがありま

す。これ、ここ数年、何年か前からですね、あ

って、非常に地域活動をやるのには、非常に大

事というか、いい事業だなというふうに思って

いるんですけれども、交付金事業で、すごいい

いなというふうに思っているんです。どんどん

どんどんほかのところ、いっぱい広げてほしい

なというふうに思っているんですが、取り組ま

れてる団体というのが増えてきているのかどう

かというのを、ちょっと教えてください。 

○農地整備課長（村井幸治君） ただいま御質

問がございました多面的機能交付金事業でござ

いますけども、令和３年度は、令和２年度に比

べまして、１組織増えております。中身のほう

ですけども、実際は４組織増えておりまして、

それが、２４組織ございまして、１組織が広域

組織といいまして、幾つもの団体が１つになり

まして、大きな団体になっているんですけど

も、４組織増えまして、それと２組織ですね、

そちらのほうに移行する。そうすると、今現在

活動されている団体の方々が、また広域に入っ

たりしとりまして、結果として全体的で２４組

織、うち一部が広域というふうになっておりま

す。 

 年々、一応増えておりまして、来年度は大体

３２０ヘクタールぐらいですかね、面積のほう

は増えております。 

 これが県営事業とかの採択の要件ともなって

おりまして、私どもとしては、どんどん推進の

ほうをしてまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 もう１点、よろしいですか。 

 先ほど有害鳥獣の関係でですね、１頭につき

幾らというような話があったですけれども、先

ほど５０００円というのは、１頭５０００円と

いうのがあったですけど、これは鹿の分という

話だったですよね。ほか、イノシシとか、そう

いった分については、すみません、幾らだった

ですか。 
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○水産林務課長（鶴本英一郎君） 鹿の補助金

についてはですね、熊本県のほうから補助と、

市のあれを合わせて５０００円の補助がありま

す。それと別に、国のほうの補助といいます

か、協議会のほうで扱う分が、鹿、イノシシと

も８０００円の補助となっておりまして、合わ

せて１万３０００円、――８０００円じゃなく

て、今７０００円ですね。それで、ジビエに利

用する場合は、１頭９０００円となっておりま

す。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、合計金額

でよかです。どっち幾ら幾らじゃなくて、合計

で１頭当たり幾らになっとですかというとで伺

います。さっきのジビエのやつも含めて。 

○水産林務課長（鶴本英一郎君） 市の補助に

つきましては、先ほど説明しましたように、１

頭当たり５０００円――鹿に対して５０００円

です。あとは、協議会からの補助について、５

０００円ではなくて、合わせまして１万２００

０円ですね。５０００円と７０００円合わせま

して１万２０００円。 

 イノシシについては、１頭当たり７０００

円、協議会からの補助が１頭当たり７０００円

とか。（委員野﨑伸也君「今の１万２０００円

は鹿のやつですね」と呼ぶ）鹿です。（委員野

﨑伸也君「イノシシが」と呼ぶ）７０００円で

す。（委員野﨑伸也君「合計が１万２０００

円」と呼ぶ）鹿については１万２０００円で

す。（委員野﨑伸也君「イノシシは」と呼ぶ）

イノシシは、市、県の補助かありません。鹿だ

けが上乗せ補助といいますか、そういう形で。

（委員野﨑伸也君「もう一回よかですか。イノ

シシは幾らか、１頭幾らで」と呼ぶ）１頭、埋

設の場合が７０００円です。ジビエに利用した

場合が９０００円です。（委員野﨑伸也君「９

０００円、これは市の補助も入れてちゅうこと

ですか」と呼ぶ）これは国の補助です。（委員

野﨑伸也君「鹿のほうが高いんですね」と呼

ぶ）鹿については、はい、そうです。 

○委員（野﨑伸也君） はい、分かりました。

ありがとうございます。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、最後にい

っちょ、よかですか。すみません。 

 沖田部長にお聞きしたいんですけど、農業の

ほうはですね、毎年非常に補助も多いんで、

国、県のですね、多いんで、金額的にも見た

目、非常にボリューミーがあって伸びてきてい

るというのが分かるんですよ。 

 林業とか水産業にしては、前から補助のあれ

が少ないというのがあって、なかなか当初予算

のボリュームからするとですね、ちょっと少な

いかなあというのを感じるわけなんです。金額

的にもそうなんですけど。 

 農業のほうは、きちっと担い手育成というの

がですね、今回の事業もいろいろあって、よく

なっているのかなあと、いい傾向にあるのかな

というふうには思うんですよ。 

 総括の中でも、担い手育成というのを、非常

に沖田部長も言われてたんですけれども、林業

とか水産業の担い手の育成について、市として

どのようにですね、やっていけるのか、やって

いこうと思っているのかというのを、ちょっと

ですね、お話をお聞きしたい。 

○農林水産部長（沖田良三君） 委員からのお

話ありましたけれども、市としましてもです

ね、林業と水産業に対しましては、非常に厳し

い状況というのは、もう随分前から取り組んで

いる中ではございますけれども、その新規担い

手につきましても、国の補助制度、その辺もあ

るんですが、実際に新規に就業される方という

のは、ごく、今のところ少ないという背景があ

る中で、昨年やつしろの山づくり協議会という

ことで、協議会、組織を立ち上げまして、その
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中でいろいろ林業の魅力であったりとか、そう

いったものをしながら、若手の方、新規に就業

をされる方を募るといいますかですね、そうい

うふうにしております。 

 また、県においても林業大学校というのを創

設をされておりますし、力は入れているところ

ではありますけれども、なかなか、まだ定着と

いいますかですね、難しいというところもあり

ますが、引き続き継続していくということが大

事だろうと思いますので、していきたいなとい

うふうに思います。 

 また、水産業に関しましても、林業とほぼ同

じような状況でございます。なかなか新規にと

いうことで、就業される方、少ない状況、もう

ここ数年新規の方ちゅうのは、ほとんど見受け

ないという状況もあります。 

 家業を継いでですね、されるという方はいら

っしゃいますけれども、水産漁業だけでの、一

本での年間の所得といいますか、その辺もなか

なか厳しいような状況もありますもんですか

ら、兼業でされたりとかいう方もいらっしゃい

ますけれども、そういう中にあって、漁協自体

の存続も、なかなか今後厳しい状況になりつつ

あるというところで、今合併の協議等も進んで

いるというところでございまして、補助に関し

ましてはですね、直接補助は予算上ありません

が、協議会の負担金とかですね、そういったも

のでの水産振興も、今併せて図っておるところ

でもございますので、間接的にですね、資源の

回復であったり、そういう取組に対しまして

は、協議会を通じた支援ということを行ってお

りますので、予算のほうも例年と同じような金

額で、今しておるような状況でございます。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 待ちに待った質問にな

りますけども、野﨑君が長かった、長く長く質

問したもんですけんでからですね、中身のある

質問でした。あとは担当部がどう考えるかです

からですね。 

 私としてはですね、今回の当初予算で説明な

された中でですね、まずは、園芸の振興費だけ

がプラスになったと。あとは園芸振興等々、農

業振興ですね、これについては１億６０００万

ぐらい増えておりますけども、あとについては

三角と、農事研修センターも含めて三角という

ような状況の中で質問させてください。 

 先ほど来から質問が出ておりましたように、

イグサ関係の問題でありますが、イグサの振

興、ページ数については８５ページからずっと

ですけども、特に、沖田部長がさらなる振興を

求めて頑張りますという新たな決意をですね、

いただきました。私は、その決意というのは、

この八代農業のこれからのですね、発展する中

にはですね、さらなる振興というのは、これは

一番大事だと思います。農業だけじゃなくて、

商業も含めてですけれども。そういう中でです

ね、８５ページの、先ほど来野﨑委員も質問さ

れておりましたけども、いぐさ・畳表生産、２

億４６００万かな、これについて、詳細に説明

されておられました。私も少し引っかかるとこ

ろがあるんですけども、要は、この事業をです

ね、されるということは、本当に生産者の方

々、大変喜んでおられると思うんです。ただ、

それを活用して、生産力を上げていく、そし

て、その後に完売、価格の安定を保っていくま

でにはですね、そしてまた、事業の拡大をする

までには、消費者に渡っていかに畳表が、どれ

だけの価格で安定するのかということはです

ね、この推移を見た中で、ようやく畳は今年は

上がったなと、取ってしまってよかったと、農

家の生産者の方々がですね、満足度をですね、

満足度を感じられる生産者の中で、このような
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市の事業がですね、新しい新規事業も含めて、

事業がされてよかったなという、こういうふう

な両方のですね、やはり双方の私は考え方が一

致しなければですね、これだけ事業しても、今

の状況を見てください。今日は傍聴に福嶋議運

の委員長も来ておられるように、お顔を見れた

んですけども、やはり元議連の会長をされてれ

おるんですけども、一番心配なのは、今の畳表

の価格ですよ、動向なんですよ。これがどれだ

けでしょうか、今、価格が。安いのか、高いの

か。毎日のように生産者と話してます、もう、

やめんばんと。極端な話ですよ、この予算書を

見ながらですね、やめんばんて、機械は買うた

ばってんが、移植機は買うたばってんが、どき

ゃんすりゃよかろうかと。先ほど野﨑委員が心

配したのはですね、移植機が故障したときに、

じゃあ、どういうふうな体制を取るのかと。こ

れも大事なんです。今年も移植機を植付けされ

たんですけども、ほとんどの方々が、何台かは

使われんやったとか、部品の交換せないかんや

ったとか、たくさんな意見が出ましたね、私も

現場に行ってから。そういう状況の中で、じゃ

あ、どうするのかということなんですね。移植

機なり、ハーベスターを購入して、これは、私

はですね、政策としては、私は立派な政策の事

業ですよ。ところが、それを活用した中で、農

業所得が上がったのかと。本当上がってない。

ここが、これから、先ほど来意見が、質問があ

ったような、畳、品質の何てろかんてろって、

どこどこの畳屋さんが、どこどこのということ

で、アンテナショップみたいにしたらいいと。

これも大事なことでありますけども、じゃあ、

本当に畳が、今上がっとっとかと。何回も言い

ますけども、あとは、もう消費の拡大ですよ

ね。需要の拡大、消費の拡大、どのような消費

の拡大、推進をしていくかというのが、今から

ポジションと思う、これが。となればですね、

じゃあ、今回の、これだけの大自然の災害が起

きた中で、畳表をある程度の価格にせないかん

とだもん。そっばしないんですよね。なぜせん

とかなということで、その原因は何なのかとい

うことなんです。 

 そこらあたりもですね、調査しながら、この

い業振興対策についてもですね、新たな当初予

算ですから、しっかりした中でですね、そこら

辺、結びつくような事業の推進をしていただき

たいというのが、私の考えでありますが、担当

部には質問しません。ただ沖田部長、一言で

す。何も言うことありません。何も言うことあ

りません。ただ、そういう方向性の中でです

ね、生産者が満足度、よかったと、市からこの

事業していただいてから、今年は畳が高かった

けんよかったというような方向性をするために

は、どういう施策をしなきゃいけないかという

ことをですね、一言で結構です。 

○農林水産部長（沖田良三君） 一言で答える

のが、なかなか難しいところもございますが、

委員おっしゃるとおり、需要の拡大というのが

何より必要だろうという中で、今、ＰＲ事業と

して、八代畳表認知向上・需要拡大事業という

ことで取り組んでおります。昨年、先ほど総括

でも申し上げましたが、一定の効果が上がっと

るものというふうに思っております。それが、

需要の拡大に直結しとるかというと、まだまだ

そこまでの感というのはないかもしれませんけ

れども、認知度も上がりつつあるというのは確

かでございまして、福嶋議員も傍聴されとりま

して、間違っとったら失礼ですけれども、畳の

価格というのは、ここのところ、一定の水準を

保っとるというふうには思っております。 

 今後もですね、やはり言われるように、需要

の喚起といいますかですね、その辺をしっかり

と行政としましても、生産者団体と連携しなが

ら進めていく、継続していくということが大事

かなというふうに思っております。 

 以上でございます。 
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○委員（山本幸廣君） 今、部長にですね、突

然切り替えたんですけれども、畳農家のです

ね、今の現状というのを、我々もみんなです

ね、議会も含めてですね、委員会も、管内調査

もやっぱりイグサ関係はほとんど今してないで

すよね。してないんですよ。生産農家の加工場

もしてないしですね、教育もしてないもんです

けんでから、いつかせないかんと思っているん

ですけども、まあ、コロナ関係でできませんけ

ども。 

 畳農家の今のアンケートを取っていただいて

ですね、畳農家が本当にこれから産業として続

けていくかなという、そこらあたりをですね、

なかなか厳しいというのが、私は現状だと思い

ます。これは、福嶋、今議運の委員長来ておら

れますけれども、そういう中で、今回について

は、やはりこの事業を進める中ではですね、後

継者の育成も大事ですけども、イグサ生産農家

の育成をですね、やっぱり継続してもらわない

かん。そのためには、ある程度もうかるイグサ

農家になってもらわないかんわけですね。もう

からんイグサ農家は、絶対やめるんですよ。だ

から、基礎は全部、今、沖田部長が言われたよ

うに、基礎はつくって、いろんな新規事業で、

新しい土台はつくってやっとるわけですから、

あとはもう売ることが一番先なんですよ、消費

の拡大というのがですね。それにも少し力を入

れていただければなと思います。 

○委員長（村川清則君） ただいまのは要望、

意見として。 

○委員（山本幸廣君） 要望です、はい。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○農地整備課長（村井幸治君） すみません、

先ほど多面的機能支払交付金事業で、増加のほ

うが３８０と申しましたけども、３２０の間違

いでございました。御訂正をお願いします。

（委員野﨑伸也君「３２０増えたちゅうことで

すよね。３２０に増えた」と呼ぶ）３２０ヘク

タール増えております。（｢全体の面積は」と

呼ぶ者あり） 

 全体の面積は、前年が３２７５、次年度が３

６０３ヘクタールになる予定です。正確に申し

ますと、３２８ヘクタールの増でございます。 

 以上です。申し訳ございませんでした。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） フードバレーの関係

で、豊田課長にいろいろ説明していただいたん

ですけども、先ほど質問した中で、アドバイザ

ーの方ですよね、御説明いただいたんですけど

も、多分ですね、私の記憶だと、ここ何年も同

じ方かなあというふうに思ったんですよ。その

方々が、もう何年かされているんで、できれば

ですね、数値化というか、その方々がやってい

ただいて、どれだけ広がっていっているのかと

か、その効果はどうなんだというのを、ちょっ

とまとめていただいておれば、ありがたいなと

いうふうに思いますので、よろしくお願いいた

します。 

 あと、畳のやつなんですけど、認知向上のや

つですね、非常にいい成果が、私は出ていると

思うんですよ。引き続き頑張っていただければ

というふうに思います。 

 あと、先ほど沖田部長に、林業と水産業のや

つの話、ちょっと聞いたんですけれども、一般

質問のところでもですね、話を多分したと思う

んですが、非常に国とか県のやつが少ないと思

うとですよね、補助というのがですね、農業に

比べたら。だけん、何とか、特に水産業という
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とは、舟出浮きとも関連性がある問題だと思う

とですよ。八代の伝統的なものがなくなってい

くというのは非常に残念だというふうに思いま

すし、それは阻止せんといかんなというふうに

思いますので、それも含めて、八代市としてで

すね、何か後継者育成についてもそうですけれ

ども、何か手助けできるようなですね、事業と

いうのを、見いだしていってほしいなというふ

うに思いますので、ぜひよろしくお願いいたし

ます。 

○委員長（村川清則君） ほかに意見ありませ

んか。 

○委員（山本幸廣君） 総括的な意見ですけど

も、これだけの職員の方がおられますので、職

員のノウハウをしっかりですね、集結しなが

ら、この予算についても、沖田部長に毎年３０

億から３３億の程度、程度と言うちゃいけない

んですけども、ほとんど農林水産というのがで

すね、振興とかですね、新しい事業の中で、こ

のコロナ禍の中でもですね、どんどんどんどん

振興していかないかん、そういう部署なんで

す。だからですね、ぜひともトマト――日本一

のトマト、晩白柚含めてですね、これは振興す

る中で、新しい発想の中でですね、物を売って

くるというところをですね、これから新しい家

庭環境は変わってきて、働き方も変わってきと

るわけですね。そういうことで、いやいや、こ

れからは職員の方々も現場、現場主義的な考え

でやっていただければですね、私は、また変わ

ると思います。 

 これだけのＩＴなり、端末も含めてこういう

うちはデジタル化するというような状況であす

からですね、もう、私が、今回の予算書をずっ

と見る中で、新しい新規事業というのは、何か

所かありますけども、沖田部長が力を入れとる

イグサ、特にトマト、施設関係、輸出にもです

けども、どうにかですね、これがもう少し変化

のあるようなですね、財政も適材適所、適材適

所じゃないですけども、要は、めり張りの予算

をつけないかんという頭にあると思うんですよ

ね。だから、やっぱり部署としても、これから

めり張りのある、何に、どこの予算をどう使わ

ないかんのかと、今回の予算編成の中で予算書

をされたと思いますので、あとは、それをいか

に活用していただいて、やっぱり生産者の方々

が、しっかり所得が上がるような対応をしてい

ただければなと、そのように思います。 

 ぜひとも頑張ってください。この予算につい

ては、もう賛成ですから、しっかり予算が足ら

んというような賛成ですから、よろしくお願い

します。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（上村哲三君） 昼から質問してよかか

と思とったら、終わるごたっですので、意見と

要望で申します。 

 林務関係なんですが、ずっと今までも、歴代

ずっと見てきててもですね、林務関係の予算と

いうのがですね、林業に従事する途中の森林組

合だとか、その他のいろんなグループだとかに

対する補助みたいなのが多くてですね、最終的

にはですね、林家の手取りにですね、反映され

ていない予算の使い方がなされているというふ

うに思います。 

 林家においてはですね、短くても３０年、そ

れから６０年以上で、木は伐採してですね、ま

た新しい形にしていくんですが、その間のこと

を考えればですね、今、伐採される業者の方々

から示されるのはですね、作道が幾らかかる、

作業道に幾らかかるというたら、切ってから木

の値段はですね、ほとんど一回は、私が聞いた

林家の方からはですね、最終的にはですね、足

らんだったけんで、逆に、先払いした金ば戻し

てくれて言われたていう人もおんなっとです

よ。かけてみたら苦しかったということで。だ

ったら、何のために切ったんねて話ですよ。何
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のため育ててきたかって。確かに、木材のです

ね、需要が一時期落ち込んでしまってから、金

額も落ちてるのは分かっています。ずっと見て

きましたからですね、分かっているんだけど、

その中でも、もうちょっと、いろんな補助要綱

とか何とか出し方がですね、森林組合に話をし

てもですね、あたで、その土地ばまとめくだい

とか、おうおう、ちょっと待てよて。そして、

取る経費は全部取っとかいというようなことを

ですね、ちょっとイラっとすることがですね、

何度もありました。僕ら林家からすればね、や

っぱり林家の手元に残る収入がなからんばです

ね、誰も切ろうと思わんし、切っても、またそ

れを植栽しなさいと言われても、その経費も、

また森林組合が持っていくわけですたい。結局

は、切ったやつから何ぼのもんじゃて。補助と

いうのは微々たるもんじゃなかですか、はっき

り言って。１町、２町、切っていけばですね、

相当な経費がかかっとですよ、林家に対して

は。そういうふうなね、予算には見えなかっ

た。ここ数年ずっとそうです。聞いているのも

そうです。だから、みんな泣き目に遭いながら

ね、山をやっぱりちゃんと循環させていかんと

ね、今度、昨年の７月豪雨みたいにですね、山

が荒れたおかげで谷が、河川が荒れて、下流域

までね、相当な被害が出てきたというような形

で、林家には、じゃあ、維持してください、ち

ゃんと管理をしてくださいと言う割にはね、で

きないのが現実じゃなかろうかと思いますよ。 

 だから、以前のようにね、一山売って何千万

という話は出てこんとだけどね、それでも、せ

めて維持管理したかいはあるようなね、そのよ

うなやり方をしてもらって、林業に従事する人

たちも大変だろうけど、従事する人たちだけが

よくなって、林家に対しては全然日の目を見な

いというようなことはね、ちょっと方向性を少

し考えていただきたいというふうに思います。

山の保全はしたいと思うとります。だから、意

外と予想以上にね、今度も林道も大分見てらっ

しゃるようだけど、林道荒れてます。その辺り

もですね、予算がないからという言葉を出さな

いように、随時ね、やっぱりやっていってもら

わんと困るというふうに思いますので、たくさ

んの林家の方から意見を聞いておりますので、

今後はよろしく御検討を願いたいというふうに

思います。 

 以上です。 

○委員長（村川清則君） よろしくお願いいた

します。 

○農業振興課長（田中博己君） 先ほどの野﨑

委員からの御質問の回答のほうをさせていただ

きます。 

 畳表の状況について、推移も分かれば教えて

ほしいという御質問だったかと思います。 

 まず、平成８年度なんですけれども、畳表の

供給量といたしましては３８３１万枚、このう

ち国産の物が２６９４万枚、自給率としまして

は７０％を占めておりました。 

 その後ですね、ちょっと飛びまして、平成２

０年度はですね、２１５６万枚のうち、国産の

物が４７９万枚、自給率にしまして２２％とな

っております。 

 そうしまして、令和元年度でございますけれ

ども、供給のほうが全体で１１２４万枚、国産

の物が２５０万枚、自給率といたしましては２

２％となっております。 

 その際のです、畳の平均価格でございますけ

れども、平成８年度が１枚当たり１３９６円で

ございます。平成２０年度におきましては１４

４８円、令和元年度におきましては１９６７円

という金額でございます。 

 以上、お答えいたします。 

○委員長（村川清則君） ほかにはありません

ね。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） それでは、以上で、
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第５款・農林水産業費及び第１０款・災害復旧

費についてを終了いたします。 

 それでは、午前中の審査を終了し、しばらく

休憩いたします。午後は１時１５分から再開い

たします。 

（午後０時１２分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後１時１５分 開議） 

○委員長（村川清則君） それでは、休憩前に

引き続き、経済企業委員会を再開いたします。 

 次に、歳出の第６款・商工費及び第９款・教

育費について、経済文化交流部から説明願いま

す。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 皆さん、

こんにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）

経済文化交流部でございます。よろしくお願い

します。 

 それでは、議案第５号・令和３年度八代市一

般会計当初予算中、当部関係の分について説明

させていただきます。 

 まず初めに、私から経済文化交流部の令和３

年度当初予算の総括をさせていただきます。失

礼ですが、着席の上、御説明させていただきま

す。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 今回の予

算編成に当たりましては、市の大きな方針とし

て、令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興、

そして、新型コロナウイルス感染症対策と社会

経済活動の両立、この２つを最優先課題と位置

づけており、当部では、坂本町の仮設店舗商店

街の整備や、コロナ禍における金融支援策とし

ての利子補給事業の予算を計上いたしておりま

す。 

 また、４年目となり、総仕上げを迎える八代

市重点戦略の着実な推進や、現在策定中の第２

期総合戦略に掲げる施策の推進に取り組んでま

いることとしております。 

 それでは、所管の部門ごとに重点施策を説明

いたします。 

 商工・港湾振興課関係では、まず、商店街を

含めた中心市街地のにぎわいづくりとして、新

たな中心市街地のランドマークとなる新庁舎

や、民俗伝統芸能伝承館の整備を絶好の機会と

捉え、商店街の方々はもとより、八代商工会議

所や八代市商工会と連携し、イベントの開催な

ど、にぎわいづくりに取り組み、活性化を図っ

てまいります。 

 また、企業誘致については、今年度から実施

しているプログラミングスクールを継続し、企

業が求めるＩＣＴ人材の育成に取り組み、ＩＣ

Ｔ関連産業の集積を目指しますとともに、八代

港を利用する物流関係等の企業誘致に取り組ん

でまいります。 

 また、地域企業の成長支援として、企業のＤ

Ｘ導入の支援に取り組みますとともに、やつし

ろ未来創造塾の第２期を開講し、地域産業を担

う若手事業者を育成、支援してまいります。 

 さらに、ＵＩＪターンを希望する方と地域企

業とのマッチング支援等による移住・定住の促

進を図るとともに、副業人材の活用促進や、リ

モートワーキングの推進など、関係人口の拡大

に取り組んでまいります。 

 これらの事業による相乗効果を引き出し、総

合戦略に掲げた人と企業に選ばれるまちの実現

を目指します。 

 また、八代港の利用促進の取組につきまして

は、昨年４月に、国際クルーズ拠点くまモンポ

ート八代が完成し、物流と人流が区分され、利

便性向上が期待されますことから、引き続き港

湾機能の充実について、関係機関にお願いして

まいりたいと考えております。 

 本年１月に、台湾航路が新規開設され、既存

の韓国航路と併せて、ますます八代港での貨物

の取扱量の増加が期待されるところです。 

 今後もハード整備に併せ、積極的なポートセ
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ールスによる継続貨物の増大、及び新規貨物の

獲得とともに、さらなる新規航路開設を図って

まいります。 

 続きまして、観光・クルーズ振興課関係で

は、まず、くまモンポート八代の利用促進と、

クルーズ船による地域活性化の取組としまし

て、今年度から、県や地元経済団体と連携し

て、くまモンポート八代・クルーズ活性化協議

会を立ち上げ、コロナ禍でのクルーズ船受入れ

体制や、施設のにぎわい創出について検討して

まいりました。 

 本年５月に日本船籍の飛鳥Ⅱ、及びぱしふぃ

っくびーなすの入港が予定されておりますの

で、市民の不安払拭に努め、新たな観光拠点と

なるよう取り組んでまいります。 

 また、道の駅東陽が、今月２７日に開駅とな

りますので、昨年認定を受けました日本遺産関

係事業と連携して、交流センターせせらぎや菜

摘館の誘客に努めてまいります。 

 また、泉町のふれあいセンターいずみも、新

たな道の駅としての認定を目指し、まずは、改

修に係る基本設計費を計上いたしております。 

 坂本町におきましては、道の駅坂本の物産館

において、仮復旧工事を実施中でございますの

で、隣接敷地内に整備を進めております仮設商

店街とともに、にぎわいづくりに取り組んでま

いります。 

 こうした市内各地の物産館が連携して情報発

信を行い、物産をきっかけとした魅力向上に取

り組んでまいります。 

 続きまして、イベント推進課関係でございま

すが、全国花火競技大会等のイベントの開催に

つきましては、国や県の新型コロナウイルス感

染症対策関連の指針等を基に、十分な感染防止

対策を講じ、安心・安全な大会となるよう取り

組んでまいります。 

 続きまして、文化振興課関係では、歴史・文

化を生かした交流人口の拡大に取り組んでまい

ります。 

 まず、八代市民俗伝統芸能伝承館の整備でご

ざいますが、現在、進捗率が約８０％となって

おり、今年７月の開館に向けて準備を進めてお

ります。 

 開館後は、妙見祭をはじめとする市内の無形

民俗文化財の保存、継承と交流促進、情報発信

の拠点として、市内外から多くの人が集う、に

ぎわいのある施設づくりに取り組んでまいりま

す。 

 また、昨年６月に石工の郷のストーリーが日

本遺産に認定されましたので、市内外から多く

の方々が現地へ足を運んでいただき、日本遺産

の魅力を感じていただけるよう積極的にＰＲ事

業を展開しますとともに、市民の皆様への日本

遺産ストーリーの認知度向上に取り組んでまい

ります。 

 最後に、スポーツ振興課関係でございます

が、スポーツを生かした交流人口の拡大を目指

し、スポーツ大会や合宿の誘致、開催等、官民

一体となって専門的に展開するスポーツコミッ

ションを設立し、スポーツを通じた交流促進や

地域活性化を図ってまいります。 

 来年度は、新たに第６８回九州総合バドミン

トン選手権大会や、球磨川リバイバルトレイル

などを開催予定でございます。 

 また、八代市と氷川町で開催されます、第７

６回熊本県民体育祭について、実行委員会を設

立し、大会成功に向けた準備を進めてまいりま

す。 

 あわせて市民球場の観覧席防水改修工事、八

代市テニスコートの人工芝張り替えなどといっ

た、市民のスポーツ活動の環境整備にも取り組

んでまいります。 

 以上、令和３年度経済文化交流部関係当初予

算の総括とさせていただきます。 

 詳細につきましては、次長の一村より御説明

いたしますので、よろしくお願いいたします。 
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○経済文化交流部次長（一村 勲君） こんに

ちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）経済文

化交流部次長の一村でございます。どうぞよろ

しくお願いいたします。着座にて説明をさせて

いただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） 当部所

管の当初予算について、主要な事業、新規事業

を中心に、予算の内容を抜粋して説明させてい

ただきます。 

 それでは、まず、予算書の１６ページを御覧

ください。 

 第６款・商工費の当初予算額として２１億３

５０４万８０００円を計上しております。前年

度と比較しまして１億４３８７万５０００円の

増額となっております。 

 続いて、第９款・教育費のうち、当部関係分

の当初予算額として７億９２５５万３０００円

を計上しており、前年度と比較して３億７０１

７万３０００円の減額となっております。 

 商工費及び当部関係の教育費の合計額は、２

９億２７６０万１０００円、昨年度と比較しま

して２億２６２９万８０００円、率にして約

７.７％の減、また、当初予算総額に占める割

合は約４.４％となっております。 

 それでは、予算書の９２ページをお願いいた

します。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費の予算額は、１４億８４７６万７０００円

を計上しており、前年度から３億７１８７万９

０００円の増額となっております。増額の主な

要因としては、新型コロナウイルス感染症対策

関連の金融円滑化特別資金利子補給事業、及び

令和２年７月豪雨関連の仮設施設整備支援事業

となっております。 

 なお、財源内訳につきましては、個別に説明

いたします。説明欄を御覧ください。 

 説明欄の５行目、八代港ポートセールス事業

１億８２９３万３０００円は、八代港のさらな

る利用促進を図るため、ポートセールス活動を

展開するものでございます。主な内容としまし

ては、八代市コンテナ利用助成金１億６５００

万円、八代市リーファーコンテナ利用拡大事業

助成金１１７０万円となっております。前年度

から１９７８万１０００円の増額となっており

ますが、その主な要因としましては、台湾航路

新規就航などに伴いコンテナ利用、リーファー

コンテナ利用の取扱いの量の増加に伴う補助の

増加によるものです。 

 次に、５行下の商店街活性化事業１２８５万

９０００円の主な内容は、商店街が実施するソ

フト事業、空き店舗の活用事業に対し補助を行

う商店街活性化事業補助金１０００万円、市内

で創業１年以内、もしくは創業を予定する事業

者に対し、創業に必要な経費の一部を補助する

八代市創業支援事業補助金２００万円、こいこ

い広場の樹木剪定業務委託２４万８０００円と

なっております。 

 なお、特定財源としまして、ふるさと八代元

気づくり応援基金繰入金２００万円を予定して

おります。 

 次の工業振興補助助成事業１億１４３４万６

０００円は、市内企業の技術向上や経営基盤の

強化、また、人材育成や産業活性化を推進する

ために、補助金を交付しているものです。主な

内容としましては、産業振興協議会補助金７０

万円、産業活性化人材育成支援事業補助金１３

５万円、企業振興促進条例補助金１億１２１５

万５０００円となっております。 

 なお、特定財源として、八代高等職業訓練校

使用料１万２０００円を予定しております。 

 １つ飛ばしまして、企業誘致対策事業４９９

５万２０００円は、八代市企業振興促進条例

や、八代市情報通信関連等事業所立地促進補助

金の対象事業者を主なターゲットとして、本市

の特性を生かした誘致活動を展開するもので
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す。主な内容としましては、企業訪問等旅費１

０８万７０００円、ＩＣＴビジネス人材育成事

業委託１１５５万円、情報通信関連等事業所立

地促進補助金３６４９万１０００円となってお

ります。 

 前年度から予算額が３１２１万９０００円増

額しており、その主な要因は、株式会社ＮＩＣ

八代コンタクトセンター様などの誘致により、

情報通信関連等事業所立地促進補助金が３１２

１万５０００円増額となったことによるもので

す。 

 特定財源として、県支出金の地域づくり夢チ

ャレンジ推進補助金８６６万２０００円を予定

しております。 

 １つ飛ばしまして、未来創造塾運営事業１７

６万４０００円は、地域産業を担う若手の方々

を塾生とする、やつしろ未来創造塾において、

民間事業者や有識者、それに金融機関等の方々

の御指導の下、塾生自ら具体的なビジネスプラ

ンを考え実践する、産学官金が一体となった取

組でございます。主な内容としては、指導者及

び講師の謝礼や旅費１５９万３０００円、指導

者や講師との協議に係る旅費１６万１０００円

となっております。 

 なお、特定財源として、県支出金の地域づく

り夢チャレンジ推進補助金１３３万８０００

円、その他の収入として、まちづくり交流基金

繰入金３０万６０００円、及び未来創造塾受講

料１２万円を予定しております。 

 次の金融円滑化特別資金利子補給事業３億１

２６４万６０００円は、新型コロナウイルス感

染症の影響により経営が悪化した中小事業者に

対し、国及び県が実施する金融円滑化特別資金

を市内の事業者が借り入れた場合に、資金の金

利負担分を補助するものです。 

 特定財源としまして、全額新型コロナウイル

ス感染症対策基金繰入金を予定しております。 

 １つ飛ばしまして、ＤＸによる八代圏域ツナ

ガル推進事業（地方創生）２３６３万７０００

円は、地方創生推進交付金を活用した事業で、

若年者の地元定着、ＵＩＪターン者への支援に

加え、企業価値の向上や、雇用機会の創出を目

的とした、企業のＤＸ、デジタルトランスフォ

ーメーションを創出する取組でございます。主

な内容としましては、ＤＸによる八代圏域ツナ

ガル推進事業委託１５６８万５０００円となっ

ております。このほか、本町アーケードにござ

います、共同利用型の職場の適正な事業運営を

図るコワーキングスペース整備運営事業補助金

６００万円となっております。 

 なお、特定財源として、国庫支出金の地方創

生推進交付金６６６万６０００円、その他の収

入として、氷川町、芦北町からの分担金２３５

万３０００円、及び企業版ふるさと納税寄附金

６００万円を予定しております。 

 次の仮設施設整備支援事業（豪雨災害）１億

５９５４万４０００円は、道の駅さかもと敷地

内に仮設商店街を整備し、早期の坂本町の復旧

・復興につなげるもので、主な内容は、仮設店

舗リース１億５８２４万５０００円、看板設置

委託７０万４０００円、周辺管理委託５１万

円、砂利購入ほか８万５０００円でございま

す。 

 特定財源としまして、県支出金の球磨川流域

復興基金交付金７０万４０００円、その他の収

入としまして、中小企業基盤整備機構の仮設施

設整備支援事業助成金１億５３７９万円、及び

ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金５０５

万円を予定しております。 

 続きまして、目３・観光費を説明いたしま

す。予算額３億９４６万３０００円を計上して

おり、前年度から２億３万１０００円の減額と

なっております。その主な要因としましては、

令和２年度中に道の駅に係る工事が完了する、

東陽交流センターせせらぎ・菜摘館管理運営事

業、並びに令和２年７月豪雨で被災し、今後の
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方針が決まり次第対応することとした荒瀬ダム

撤去対策事業、及びかわまちづくり推進事業の

影響によるものです。 

 それでは、９３ページを御覧ください。 

 説明欄の５行目、日奈久温泉施設ばんぺい湯

・東湯管理運営事業１８５２万８０００円は、

前年度から１４３５万７０００円の増額となっ

ており、主な要因は、給湯・給水ポンプの更新

工事１２７８万円、源泉集合ヘッダー入替え工

事１４８万２０００円、メインタンクバルブ修

繕工事１１６万７０００円となっております。 

 特定財源としまして、合併特例債１２１０万

円、その他の収入として、日奈久温泉施設納付

金２４０万円、自動販売機及び電柱等占有料１

万７０００円を予定しております。 

 次に、３行下のさかもと温泉センタークレオ

ン管理運営事業３４４２万１０００円は、指定

管理委託料２５５３万円のほか、源泉水中ポン

プ取替え工事７８９万１０００円が主なもので

ございます。 

 特定財源としまして、過疎債７８０万円を予

定しております。 

 次に、一番下の五家荘観光施設管理運営事業

でございますが、まず、括弧内の施設の２番目

に、緒方屋とありますが、正しくは、緒方家で

ございますので、屋の字を家の字に訂正方お願

いいたします。大変失礼いたしました。 

 本事業の３１９０万１０００円は、指定管理

委託料１３５０万円のほか、平家の里伊藤家の

屋根改修工事１４６３万３０００円が主なもの

でございます。 

 特定財源としまして、過疎債１４６０万円の

ほか、その他収入としまして、自動販売機電気

代１１万３０００円、携帯電話中継基地局等占

有料５万５０００円を予定しております。 

 ９４ページを御覧ください。 

 説明欄の６行目、坂本ふるさとまつり事業５

００万円は、令和２年７月豪雨により使えなく

なった備品等の購入費用として、例年より負担

金を１００万円増額するものでございます。 

 特定財源としまして、その他収入のまちづく

り交流基金繰入金４００万円、及びふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金１００万円を予定

しております。 

 次に、５行下の、観光交流事業１１９２万５

０００円は、八代の観光資源をＰＲするため、

県内外のエージェントへの売り込みや、県南の

観光推進を図るための地域連携などを積極的に

働きかけるとともに、観光物産に関する問合せ

への対応や、宿泊施設の案内、イベントの案内

など、地域の魅力を全国へ向けて発信し、さら

なる観光振興を図るものでございます。主な内

容としましては、エージェント訪問経費８万６

０００円、やつしろの風作成委託３７０万円、

城下町やつしろのお雛まつり事業委託１５０万

円、協議会等負担金で２２２万７０００円でご

ざいます。 

 なお、特定財源としまして、その他収入のま

ちづくり交流基金繰入金５２０万円を予定して

おります。 

 次に、２行下の、海外クルーズ船急増に伴う

観光資源強化事業１０８５万３０００円は、八

代港ポートセールス旅費２１６万円、くまモン

ポート八代・クルーズ活性化協議会負担金５６

０万円、ＤＭＯやつしろ補助金出向職員人件費

分２６８万７０００円となっております。 

 次の、ヘルスツーリズム事業２５００万円

は、市内の地域資源を生かしながら、ヘルスケ

アサービスなどの新たなサービスの開発を行

い、交流人口の増加を図るものです。この内容

は、ヘルスツーリズム事業委託２５００万円

で、内訳として、体験型健康プログラムの試行

や、販売システムの構築などの経費１２００万

円、体験型健康プログラムの開発と専門的人材

の育成経費１３００万円となっております。 

 なお、特定財源としまして、国庫支出金の地
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方創生推進交付金１２５０万円と、その他の収

入として、まちづくり交流基金繰入金１２５０

万円を予定しております。 

 次に、１１６ページを御覧ください。 

 款９・教育費、項７・社会教育費、目３・文

化施設費で１億１１３６万７０００円を計上し

ており、前年度から１４９０万９０００円の増

額となっております。増額の主な要因としまし

ては、７月に開館予定の民俗伝統芸能伝承館の

管理運営経費を新たに計上することによるもの

でございます。 

 説明欄の４行目を御覧ください。民俗伝統芸

能伝承館管理運営事業２９９４万２０００円

は、民俗伝統芸能伝承館の開館式典、及び管理

運営に係る経費でございます。内容としまして

は、開館記念式典１１３万８０００円、笠鉾組

立て・解体謝礼２５万円、光熱水費９５２万１

０００円、受付及びガイド業務委託６００万

円、清掃業務委託４２７万円でございます。 

 特定財源としまして、伝承館使用料６６４万

８０００円を予定しております。 

 次の文化施設自主文化事業１３３１万９００

０円は、厚生会館自主文化事業として、鑑賞型

事業、中学生音楽教室、演劇ワークショップに

３７１万円、文化センター自主文化事業とし

て、古今狂言会や林家たい平落語会のほか、映

像配信委託などの５６９万３０００円でござい

ます。 

 なお、特定財源として、自主文化事業入場料

３９９万２０００円を予定しております。 

 次のページ、下の欄を御覧ください。 

 目６・文化財保護費で２億６０３６万７００

０円を計上しており、前年度から４億８３２６

万６０００円の減額となっております。主な要

因としましては、民俗伝統芸能伝承館整備事業

が４億８１５９万７０００円減額となることに

よるものでございます。 

 説明欄の４行目、指定文化財保存管理事業

（豪雨災害）１０万８０００円は、令和２年７

月豪雨により被災した熊本県指定重要文化財大

門観音堂の鰐口の保存修復に対して、県が行う

補助に伴う追加の補助でございます。 

 次のページを御覧ください。 

 説明欄の１行目、埋蔵文化財緊急発掘調査及

び保存処理事業１３６３万９０００円は、貴重

な発掘出土品を後世に伝えるため、適切な保存

処理を行うものです。主な内容としましては、

令和２年７月豪雨で被災した、麦島城跡出土平

櫓建築部材の再保存処理委託１０４４万円、重

機等リース９８万９０００円でございます。 

 特定財源としまして、国庫支出金の埋蔵文化

財緊急調査費補助金５５９万９０００円と、県

支出金の文化財保存整備費補助金５５万９００

０円を予定しております。 

 次の伝統文化財復元修復事業５１８万１００

０円は、平成２８年１２月にユネスコ無形文化

遺産に登録された八代妙見祭の神幸行事が、将

来にわたり適切に保存、継承されるよう、復元

修復について必要な措置を講じるものでござい

ます。その内容としましては、水引幕等新調整

備補助５１８万１０００円となっており、令和

３年度は、平河原町の松の水引幕と、出町の亀

蛇の腰巻を対象予定としております。 

 なお、特定財源としまして、全額ふるさと八

代元気づくり応援基金繰入金を予定しておりま

す。 

 次に、説明欄の一番下、民俗伝統芸能伝承館

整備事業１億３７６９万８０００円は、先ほど

も申しましたとおり、前年度から４億８１５９

万７０００円の減少となっております。来年度

の主な内容としましては、工事監理業務委託４

４５万９０００円、展示物等制作業務委託７１

５万７０００円、建設工事１億２６０８万２０

００円となっております。 

 なお、特定財源としまして、合併特例債１億

３０８０万円、その他の収入として、市有施設
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整備基金繰入金６８９万８０００円を予定して

おります。 

 続きまして、下段を御覧ください。 

 款９・教育費、項８・社会体育費、目１・社

会体育総務費で８８２５万円を計上しておりま

す。昨年度と比較し３０３９万３０００円の減

額となっています。減額の主な要因としまして

は、人事異動による給料、職員手当等の減少な

どによるものでございます。 

 説明欄の５行目をお願いいたします。 

 トップアスリート育成事業１８０万円は、国

際大会等で活躍できる選手の輩出を目的に、八

代市強化指定選手に選考された選手のさらなる

競技能力の向上を図るものです。その内容とし

ましては、トップアスリート育成事業補助金１

８０万円で、強化指定選手のフィジカル及びメ

ンタルの能力開発や、栄養学の習得、体力測定

によるトレーニング指導のほか、遠征費に対す

る補助を予定しております。 

 なお、特定財源としまして、その他の収入の

ふるさと八代元気づくり応援基金繰入金１３０

万円と、施設命名権料５０万円を予定しており

ます。 

 次のページをお願いいたします。 

 目２・社会体育事業費で７０２８万５０００

円を計上しています。昨年度と比較し、３５６

２万円の増額となっています。その主な要因

は、９月に開催される第７６回熊本県民体育祭

に要する経費が３５２９万７０００円増額とな

ったことによるものです。 

 説明欄の８行目、スポーツ拠点づくり推進事

業６３７万５０００円は、全国小学生ＡＢＣバ

ドミントン大会負担金６３７万５０００円とな

っており、令和３年度は、新型コロナウイルス

感染症対策により１４９万１０００円を増額し

ております。 

 特定財源として、全額まちづくり交流基金繰

入金を予定しております。 

 次の大規模スポーツ大会等誘致事業５３８万

円は、スポーツ大会、合宿等の積極的な誘致、

開催を通じて、本市ににぎわいをもたらすとと

もに、スポーツの振興、交流人口の拡大を図る

ものです。主な内容としまして、スポーツ合宿

や大会誘致を効果的及び計画的に行うための官

民一体組織、（仮称）八代市スポーツコミッシ

ョンの負担金１００万円、合宿応援補助金２７

５万円、大会運営補助金１６３万円となってお

ります。 

 特定財源としまして、その他の収入の八代市

スポーツ振興基金繰入金１５０万円を予定して

おります。 

 次の第７６回熊本県民体育祭開催準備事業３

７２１万７０００円は、令和３年９月１１日と

１２日に、八代地域で開催予定の県民体育祭に

要する経費でございます。内容としましては、

本市と氷川町で設立します実行委員会の負担金

総額４１２９万９０００円のうち、本市負担分

３７２１万７０００円となっております。 

 次の東京２０２０オリンピック聖火リレー開

催事業６２万５０００円は、令和３年５月５日

に、市内で開催予定の聖火リレーに要する経費

でございます。 

 コースとしまして、仮設庁舎西側をスタート

し、八代城跡を一周した後、産業道路を通町、

出町と通過、ハーモニーホールの東側から入

り、多目的広場をゴールに予定しています。 

 主な内容としては、来客用シャトルバスの運

行経費２５万８０００円、ボランティアスタッ

フの弁当代９万円、会場使用料１７万７０００

円などでございます。 

 １つ飛ばしまして、球磨川リバイバルトレイ

ル（仮称）大会開催事業５０万円は、全国に球

磨川と川辺川、その周辺の自然のすばらしさを

伝えるとともに、令和２年７月豪雨災害からの

復興を支援するために、令和３年５月２９日

に、水上村、五木村、山江村及び本市をレース
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会場として行われる本大会の開催に伴う経費で

ございます。内容としましては、実行委員会負

担金５０万円となっております。 

 次のページを御覧ください。 

 目３・社会体育施設費で２億６２２８万４０

００円を計上しています。前年度から９２９５

万７０００円の増額となっています。その主な

要因は、県民体育祭に向けた体育施設の修繕や

整備のため、体育施設管理運営事業が４４８３

万７０００円、市民球場施設整備事業が３６５

２万７０００円、それぞれ増額となったことな

どによるものでございます。 

 説明欄の３行目、体育施設管理運営事業１億

２４５６万４０００円は、指定管理施設の管理

運営に要する経費で、主なものとして、指定管

理委託料７６０１万５０００円のほか、総合体

育館空調設備改修工事２１３５万８０００円、

施設修繕料２４３２万４０００円となっており

ます。 

 特定財源として、合併特例債２７２０万円の

ほか、その他の収入として、施設命名権料１５

５万円、自動販売機設置料１７万６０００円、

電柱占用料１１万１０００円、土地建物貸付収

入２万円を予定しております。 

 少し飛びまして、下から３行目、市民球場施

設整備事業３８３０万９０００円は、観覧席コ

ンクリートのひび割れから雨水が入り込み、下

の会議室で雨漏りが生じていることから、防水

工事を行うものでございます。 

 なお、特定財源として、合併特例債３６３０

万円を予定しております。 

 以上が、令和３年度経済文化交流部所管の当

初予算の内容です。御審議のほどよろしくお願

いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について、質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、また、概

要のほうから質問させてください。 

 いろいろ商工施設だったり、文化施設だった

り、観光施設だったりとかということで、いろ

いろと管理運営とかですね、指定管理のやつ、

話があったですけれども、今日じゃなくても結

構です。まとめていただいて、どこの方が管理

するのかとか、幾らなのかというのが、ちょっ

と表としてもらいたいなと思うんですけれど

も、それは後ほどで結構でございます。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） はい、

承知しました。準備いたします。 

○委員（野﨑伸也君） 質問に入りますけど、

いろいろと、まず最初、工業振興補助の助成事

業ということで、企業振興促進条例の補助金と

いうことで、１億ちょっとぐらいあったと思う

とですけれども、こちらはどこの分になるのか

なというのがあってですね、企業名とかは、出

せるんですか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 企業振興促進条例の対象事業者というような

ことだと思います。主なところで御説明申しま

すと、例えば、工場等建設補助金につきまして

は、児湯食鳥様とか、日本マイクロバイオファ

ーマ様、そういうところが、建屋、建物のほう

の補助としてございます。 

 それと、用地取得のほうで申しますと、同じ

ように、日本マイクロバイオファーマ様、児湯

食鳥様。 

 あと、同じように、今度は雇用という関係で

申しますと、雇用が増えた場合に補助をいたし

ております。雇用のほうにつきましては、同じ

ように、この事業者様ですね、児湯食鳥様、そ

のほか５企業ほどいらっしゃるというような状

況でございます。すみません、概略で。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 引き続きなんですけど、企業誘致対策事業

で、ＩＣＴビジネス人材育成事業の委託という
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ことで、これ、どこに委託されますか。 

 と、情報通信関連企業誘致促進、こちらは、

たしかさっき、部長のほうでお話があったか

な、どこていうとがですね。 

 まず、どこに委託かちゅうとを教えてくださ

い。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 まず１点目のＩＣＴビジネス人材育成事業委

託のほうにつきましては、今年度も、令和２年

度も実施いたしましたが、プログラミングスク

ール等でございます。本年度も、さらに実行し

てまいりたいというところで、今現在、ＳＵＮ

ＡＢＡＣＯ八代様のほうに、引き続き委託を予

定してございます。 

 それと、２点目の情報通信関連事業立地促進

補助金につきましては、同じくＳＵＮＡＢＡＣ

Ｏ様、そのほか通信関連で、今度誘致で来てい

ただきました、ＮＩＣ八代コンタクトセンター

様、そういう形のところに補助として支出予定

でございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 続いてなんですけど、未来チャレンジ企業創

出支援事業、こちらも支援コーディネーターと

いうのがあるんですけど、こちらはどこにお願

いされるんですか。 

 それと、すみません、同じようなやつで、何

個もあるんで、あと、未来創造塾のやつは、今

さっき言われたかな。そっちのほうも何か、誰

が講師になるかとか、銀行の話とかも、銀行員

さんとかって話があったですけど、もう少し詳

しく聞かせてください。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 まず、未来チャレンジ企業の創出支援事業の

コーディネーターの件でございますが、こちら

のほうは、企業支援ということでですね、これ

までも委託いたしておりました個人の方、正清

様という方なんですが、コーディネーターとし

て当初から携わっていただいておりますので、

引き続きそちらに御依頼したいというふうに考

えております。 

 それと、未来創造塾の指導者、講師という点

でございますが、まず、未来創造塾につきまし

ては、令和２年度から実施した事業でございま

す。今年度、講師の方は、連携する和歌山県田

辺市の実際実践していらっしゃる方、そのほ

か、創業等やってらっしゃる方を講師としてお

ります。そのほかには、今現在、今度熊本大学

のほうに、富山大学から移られてこられました

金岡教授、こちらのほうにアドバイザーという

形で入っていただいて、メインのコーディネー

トをしていただくという形で、今も実施をして

おるところでございます。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 引き続きですけど、デジタルトランスフォー

メーションによる八代圏域ツナガル推進事業と

いうことで、八代圏域ツナガル推進事業という

のを、そっちのほうが、今までもあった事業か

と思うとですけれども、それと、デジタルトラ

ンスフォーメーションがどのようにリンクして

いくのかというのが、ちょっといまいち想像で

きないんですよ。そこら辺のところをお願いし

ます。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 今回のＤＸ、デジタルトランスフォーメーシ

ョンによる八代圏域ツナガル推進事業につきま

しては、これまで実施しておりました事業から

の関連といたしまして、それの発展系というよ

うな形で、今考えております。大きな目的とい

たしましては、若者の圏域内定着及び移住事業

を一体的に展開し、企業価値の向上及び雇用の

確保を目的とした事業という形で、同じく八代

圏域雇用促進センターを主体として実施を考え
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ております。 

 これまで八代圏域雇用促進センター、通称フ

レシーですが、フレシーのほうが学校関係と培

ってこられました、これまでのつながり、連携

を基にした人への支援としての展開、さらに

は、企業に対する圏域内の企業さんのＤＸ化に

向けてセミナーを開催したりとか。さらに、Ｕ

ＩＪターン者への支援ということでですね、企

業とＵＩＪターン者のマッチングだったりと

か、そういうことを、これまでの培った連携を

ベースとして進めてまいりたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 今までの事業と新しい

ＤＸというとが、どういったものなのかがよく

分からなくて、分からないです。 

 今までの事業プラス、何か、その組み合わせ

ていくんでしょうねという話なんですけど、い

まいちよく分からない。今までと何が違うのか

という話です。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 今まででしたら、例えば、実践型インターン

シップとか、企業さんと学生さん、地元に残っ

ていただきたいということでつなげるというこ

とでございました。 

 さらに、そこに今現在、世間でよく言われて

ますけど、ＤＸということで、いかにしてＩＣ

Ｔの企業さんにデジタル技術を提供するという

ことと一緒にですね、組み合わせてやれないか

ということで、詳しく申しますと、まず、これ

までやってた、この圏域内の学生さんと企業を

つなぐというのは、引き続き形を変えつつでも

やってまいります。人材の提供という関係で。 

 それと、企業さんにとっても、今後必要であ

ろうと言われるデジタル、ＤＸ化についても、

なかなかＤＸ化といっても分かりにくいという

ことがございますので、その部分も、セミナー

の開催であったり、先ほど申しましたプログラ

ミングスクールでＩＣＴ人材を育成しておりま

すので、そのような卒業生の方と企業の方をつ

なぐと、人と企業、両方に支援をしていくとい

うような形で広げていければというふうに考え

ておるところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。引き続きよろしいですか。 

 観光の関係なんですけど、観光漁業の水島の

ほうなんですけど、トイレの整備とかっていう

のも、また計上いただいているんですけれど

も、利用者の方からですね、やっぱり毎回言わ

れるんですけど、トイレが暗くて使えないと、

恐ろしいとかですね、そういった何か清潔感が

足らんもんだけん、ちょっと使いにくいという

話をですね、前から言われとっとですよ。根本

的にやっぱりちょっと、どやんかせんといかん

とかなと思うんですが、毎年、何でしょう、掃

除だったりとか、そういうのしか上がってきて

ないんですよね。だいけんどうにかですね、新

しく整備とかですね、せんと、やっぱり利用者

の方からもちょっと言われているもんですか

ら、それがネックで、観光施設というとは、観

光地っていうとトイレ大事なんですよね、やっ

ぱり。そこのところ、ちょっと何かできんかな

というふうに思うんですけど、何か改善策とか

っていうのは、新たには多分ないんだろうと思

うとですけれども、どうですかね。できれば、

そういう整備のほうですね、進めてほしいんで

すけれども、部長、いかがですか。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） そうです

ね、委員がおっしゃるとおり、観光といって、

人々が楽しみに来ていただくわけですので、や

っぱり到着してから帰るまで、いい気持ちでで

すね、過ごしていただく、そういったいいうわ

さが広まることで、さらに増えるということに

つなげていかなければいけないと思いますの

で、ちょっと今の時点で御不満というか、ちょ

っとどうかなという御意見があるということで
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すので、そこあたりは改善ができないかです

ね、あそこ、離島というところで、水とかです

ね、いろんな条件がありますので、何か工夫し

て対応できるものがあれば探していきたいと思

います。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） 引き続きなんですけ

ど、観光施設の管理運営費ということで、いっ

ぱい結構あるんですけど、整備費とかもいろい

ろあるじゃないですか。予算計上されているん

ですけど、ファシリティマネジメントというの

が、取り組んでらっしゃるというのがですね、

あるんですけど、それに基づいてやっている事

業なのかなというふうに、ちょっと思ったんで

すけど。また、個別に何か、それぞれ何か、何

されるのかがよく分かんないんですよね。そこ

ら辺のところ何か、多分、今ずらずらっといっ

ぱいあるんで、ちょっと聞くのは、何か申し訳

ないので、ちょっとまとめていただければ、ま

た助かりますけれども、よろしいですかね。 

 あと、質問は、ＦＭに基づいてやるようなや

つなんですか、これは。 

○委員長（村川清則君） 答弁できますか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） 観光・クルーズ振興課、南です。 

 委員おっしゃったように、ファシリティマネ

ジメントによってやっているというよりも、施

設を維持管理やっているというところです。

（委員野﨑伸也君「維持管理という」と呼ぶ）

はい。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。ＦＭに

も、何となく方針というか、説明がないもんで

すから、執行部のほうからですね、どのよう

な、今ところまでやっているのかとか、ちょっ

と分かりにくいんですよね。こちらの部に言っ

ても仕方ないと思うんですけれども、すみませ

ん。 

 引き続き、ちょっとよかですか。 

 海外クルーズ船の急増に伴う観光資源強化事

業ということで、ＤＭＯやつしろさんへの補助

金というのは、出向職員さんの人件費２名分と

いうことで、２６８万７０００円というのがあ

っとですけれども、これ、２人分の金額にして

は、えらい少ないなと思うんですけど、これ何

か手当か何かの一部ですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） 委員おっしゃったとおり、給与ではなく

て、手当の分だけということになります。勤勉

手当と共済費という形になります。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 あと、続いて、ヘルスツーリズム事業です。

こちらのほうは、委託なんですけども、これは

ＤＭＯさんだったですかね。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） おっしゃるとおり、ＤＭＯのほうに委託

をいたしております。 

○委員（野﨑伸也君） あと、その中で、人材

育成というのがあるんですよ。専門的人材の育

成というのがあるんですけど、誰をターゲット

にして育成していくのかとか、募集方法とかっ

ていうのは、どのようになっているんですか。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） 専門人材のほうは、これは、プログラム

を運営していく側の専門人材と、あとは、これ

を地域で実際に動かすようになって、例えば、

ガイドしていただく方とかですね、そういった

方たちを育成していくということで、専門的な

人材はＤＭＯの中でそういった人材を育てたい

というのと、あと、このプログラムを動かす中

で地域にそういった方、御案内できる方という

形で、その方たちについては、まだこれから募

集して、育成していくことになります。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 あと、八代インバウンドプロモーションプロ
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ジェクト事業、こちら、ＤＭＯへの補助金とい

うのがあって、こちらも専門的人材等の活用と

いうところがあるんですけど、これも、ＤＭＯ

さんの中からという話ですか、これも。何人ぐ

らいになるんですか。専門的人材の活用という

ところなんですけれども。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） こちらのほうも、ＤＭＯのほうへの補助

を予定しております。こちらのほうは、人材の

ほう、取りまとめていただく方１名と、あと、

それに、それを補助する方という形で、どちら

に幾らということまでは想定はしておりません

が、そういった形で計上しております。 

○委員（野﨑伸也君） 今、ＤＭＯさんの話

で、ちょっと３件ぐらい、事業について聞いた

んですけど、ざっと合算しても３５００万ぐら

いですかね、今、ここに載っているだけでもで

すよ、ＤＭＯさんにということで。大丈夫なん

ですか。ちょっと心配なんですよ。 

 ヘルスツーリズム事業っていうとが、一つ気

になっているんですよね。これが、中部長のほ

うからいろいろ説明もあったんですけど、令和

元年から今年が最終年ということで、ツアーコ

ースですよね、実際つくって、それを商品化し

てみたいな感じだと思うとですけれども、こ

れ、２５００万なんですよ。うち、ＤＭＯさん

にやるのが１３００万とかっていう話ですよ

ね。というのもあるんですけど、２５００万

か、っていうのもあるんですけど、ほぼほぼ、

この２５００万というのは、ＤＭＯさんに行く

わけなんですよ。災害とか、コロナとかってい

うのがあるときにですよ、本当にこの事業自体

が必要なものかっていうふうに思うんですよ、

２５００万もかけて、今のこの事業に。今年が

最後っていうふうになってるんですけど、よか

ればですよ、これ、先延ばしとかできないんで

すか。何か補助金の関係とかでできないとかっ

ていうのがあるなら、もう仕方ないんですけ

ど、災害があって、コロナがあってという、こ

ういう時期に、本当にこの２５００万というの

が必要なのかっていうふうに思うんですよ。予

算編成のときもゼロベースからやりましょうね

っていう話だったですよね。災害復旧と復興と

コロナ対策というのが一番重点なんですよとい

う中で、これが本当に必要なのかというのが、

私、ちょっと疑問なんですよ。そこをもう少

し、絶対的に必要なんだというところの理由

を、ちょっと説明してください。 

○理事兼観光・クルーズ振興課長（南 和浩

君） このツーリズム事業ですけれども、これ

は地方創生推進交付金事業でやっておりまし

て、３年間の事業ということで、令和３年度が

最終年度ということで、これについては、もう

先に延ばすことはできないということになりま

すので、令和３年度はやっていきたいところで

す。 

 それと、取り組んできました事業につきまし

ては、確かにおっしゃるとおり、今のですね、

コロナ禍とかというのがありますが、コロナの

終息後を見据えた形でというところで、コロナ

が終息したときに来ていただけるようにという

のと、コロナ禍でありましても、ヘルスツーリ

ズム事業、団体で集まって何かするというもの

ではございませんので、密にならないというの

と、一つには、屋外で行う、例えば、フットバ

スのような事業というのも想定されますので、

そういったことで、後につながる事業というこ

とで、今やれるものもあるというところで取り

組ませていただいているところです。 

○委員（野﨑伸也君） 交付金の関係で、今年

絶対的にせんといかんというようなところをで

すね、理解したいと思います。 

 あと、何でしょう、結構ＤＭＯさんつくって

からですね、いろんな事業をやってきたと思う

とですけど、それは、ちゃんと形になって、効

果が出てるのかというのがですね、見えないん
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ですよ。今はこういう時期だけん、まだ、そげ

んとは分からんよという話ならですね、しよう

がないんですけど、やっぱりそこら辺のところ

は、ちゃんと見せてもらわんと、今回交付金と

かっていうのが、財源はあっとですけど、やっ

ぱり一般財源使っているじゃないですか、やっ

ぱり、というのがあるので、そこはちょっと効

果というところをですね、数値化じゃないです

けど、見える形でですね、ちゃんと把握しなが

ら進めていってほしいなというふうには思いま

す。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） ＤＭＯに

つきましては、地方創生交付金を活用して、設

立していろんな事業して、令和２年度が５年目

ということで、やっぱり我々も、一旦これまで

の状況、どうなのか、しっかり見極めた上で、

今後やっていくべきかというふうに考えており

ます。 

 ただ、この事業名でもありましたように、海

外クルーズ船急増に伴うということで、当初海

外クルーズ船、その受入れをどうやって、イン

バウンドの効果をどう八代に落とすか、ここに

非常に力を入れて事業をやってまいりました。

ただ、昨年の２月ぐらいからの、このコロナの

状況で、くまモンポートが完成したにもかかわ

らず、まだ船が１つも入ってこないという状況

です。 

 これは、大きな転換だと思ってます。大変残

念ですが、それまで４年間海外クルーズ船に向

けて準備してきたものというのは、ここ１年間

は全く発揮できなかったという状況です。 

 ただ、今後観光の在り方というのは、コロナ

前と全く変わってくると思います。同じような

観光とか旅行ということは戻ってこないと思い

ますので、じゃあ、今後はどういうふうな形

で、人の受入れとか、地元が稼ぐ形があるべき

なのかと、そういうのを検討するために、こ

の、今ヘルスツーリズムを使って、知恵を絞っ

て、地域にどうやってお金が落ちるか、そうい

うことを今検討しているところです。 

 昨日の一般質問の答弁でもお答えしたんです

けども、まず、今この現状がニューノーマルだ

と、この状況が続くんだというところを踏まえ

て、じゃあ、観光はどうあるべきかというのを

検討させていただきたいということで、令和３

年度が、これは最後になりますので、そこまで

にしっかり検討して、商品化できるような形で

動けるようにしていきたいというふうに思って

おります。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 １つ、ＤＭＯさんの関係なんですけど、人材

育成とかっていうことで、これまでも多分結構

お金使ってるんですよね。そういった人が、せ

っかく育成しても、おらんごとなったりとか、

やめてしまったりとかとなると、無駄なんです

よね。そういうことにならんように、連携して

ですね、密に連携してやっていってもらいたい

なというふうに思います。 

 言われるとおり、観光は多分これから変わっ

ていくんだろうなとは思いますし、クルーズ関

係も、多分変わっていくんだろうなと思います

んで、よろしくお願いいたします。要望です。 

 新規で、民俗伝統芸能伝承館の管理運営事業

というのがあっとですけれども、これ、業務委

託、どこにされるんですか。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） 伝承館につき

ましては、今のところ直営のほうで管理する予

定でございます。 

 ただ、受付業務ですとか、ガイド業務、この

辺につきましては、委託を予定しておりまし

て、相手先は今後検討の予定でございます。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 
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 社会体育施設の設備の管理運営費ということ

で、今回いろいろと、いっぱい施設整備みたい

なやつが出てるんですけど、これは、先ほど言

われた県民体育祭に向けての整備というふうな

説明があったかと思いますけど、氷川さんと合

同で開催、八代市と氷川町で、じゃあ、八代市

で行われる競技に対しての整備という認識でよ

ろしいですか。 

○経済文化交流部次長（一村 勲君） おっし

ゃるとおり、八代市の施設整備に要する経費を

計上しております。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、いっぱい

あります、たくさん、八代市が受け持つ競技と

いうのはたくさんあり過ぎて、今言えないです

か。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） ス

ポーツ振興課、小野でございます。 

 今、委員お尋ねの市の会場としましてですけ

れども、全体でいきますとですね、全て３４競

技を八代、氷川町のほうで開催をする。それ以

外、すみません、ちょっと補足になりますけれ

ども、八代市、氷川町に施設がない競技、例え

ば馬術ですとか、クレー射撃とかですね、そう

いったものは、ちょっと市外になりますけれど

も、それ以外の分について、八代市と氷川町の

ほうで開催するということでですね、八代のほ

うが１９競技を開催する状況です。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 ちょっと、この概要を見ると、総合体育館、

弓道場、相撲場、市民プール、球技場、八代市

テニスコート、市民球場、武道館とかってあっ

とですけど、申し訳ないんですけど、それぞれ

何をしたいのかが分かんないんですよ。どやん

ふうに、どういうことで、幾らかけてやりたい

というのが分かんないんですよ。本来であれ

ば、そういうのを審議するのがここなんで、そ

れが必要なんですよ。どの施設が、どういうふ

うに補修します、幾らかかりますというのが必

要なんですよ、本当は。ここに、概要の中では

ですね、相撲道場の天井修繕と、総合体育館空

調ということで書いてあっとですけど、これ以

外にも何か所かにある部分について、本来はこ

ういうのを、どこがどやんしてというのを見た

いんですよ、こっちは。それがないんで、なか

なかちょっと、審査すっとに難しいなというふ

うに思うんですよ。 

○委員長（村川清則君） 説明できますか。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） 概

要の５３ページに書いてある施設の修繕のほう

をですね、令和３年度行っていくと。それ以外

につきましては、小さな修繕等々につきまして

はですね、通常の分として行っていくけれど

も、相撲場の土俵と屋根天井の修繕と、総合体

育館の空調設備改修、――相撲場の土俵、天井

修繕が７４５万８０００円と、総合体育館の空

調設備の改修工事が２１３５万ですね。あと、

市民球場の観覧席防水工事が３８３０万９００

０円、テニスコートの芝張替え１面につきまし

て１０８１万３０００円、東陽スポーツセンタ

ーの音響設備改修工事が９１２万２０００円と

いうことで、こちらのほうを改修するというこ

とです。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。 

 今おっしゃられた相撲場と総合体育館とか、

市民球場だったり、八代市テニスコート、東陽

スポーツセンターというのが、主立ったもので

あって、そのほかの弓道場とか市民プールと

か、そういうところは軽微なやつなんですよと

いうことでよろしいですか。（｢はい」と呼ぶ

者あり）分かりました。 

○委員長（村川清則君） いいですか。 

○委員（野﨑伸也君） はい、一旦これで終わ

らせていただきます。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません
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か。 

○委員（山本幸廣君） ９１ページ、単純な質

問なんですけども、これは部長、商工の総務費

ですよね、（経済文化交流部長中勇二君「は

い」と呼ぶ）商工費の商工総務費の中で、給料

が１億６５００万、職員の手当等は１億１６０

０万、ここら辺りのですね、今まで見た中で、

手当のほうが物すごくウエートをしているよう

な気がしてならないんですけども、そこ辺りに

ついて、かいつまんで、ちょっと説明してくだ

さい。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） すみませ

ん、昨年との比較の数字を持っておりませんけ

ども、商工のほうでは、イベント関係のです

ね、事業が多うございまして、そこに所属する

職員だけではなくて、応援職員を大変たくさん

頼んでやる花火とか、スリーデーとか、そうい

ったものが、ほかにもたくさんありますので、

その分で、例えば時間外手当がですね、多くな

っているとか、そういう原因で多くなっている

のかもしれません。ちょっと数字的に分析は、

ここで一概にはできないんですけども、そうい

う原因はあるかなというふうに思います。 

○委員（山本幸廣君） 部長、そこらあたりを

ですね、即答できるようにしとってください。

前年度を見れば、前年度は、今回について一般

職は４名ぐらい減っているんでしょう。４名ぐ

らい減っているんで、４７人くらいだったか

な、昨年度、一般職の中で。そういう中で、手

当についてですね、中身については、今のよう

な答弁でですね、はい、よかですよということ

言われないですよ。いかに節約をするかという

こともありますしね、やっぱり前年度と比較し

ながらですね、そうして、また他部との比較も

ですね、ちょっとしてみたんですけども、特

に、経済文化交流部のこの職員の手当というの

が高いもんですから、そこらあたりを、後から

でいいですから、部長、少し私のほうに説明し

てください。この場では結構ですよ。（経済文

化交流部長中勇二君「承知しました」と呼ぶ） 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（田方芳信君） すみません、トップア

スリートの育成事業、これはどういう方が対象

になっとですかね。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） ス

ポーツ振興課、小野でございます。 

 今御質問のトップアスリートの対象者ですけ

れども、市内に通学、あと居住していらっしゃ

る中学生、高校生の方で、昨年度優秀な成績を

収められた方につきまして、選考委員会で選定

しまして指定をしているという形になります。 

 以上でございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（田方芳信君） はい、よかです。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） ないようでしたら、

以上で質疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（山本幸廣君） 先ほど来、うちの委員

からですね、詳細に質問をされたんですけど

も、野﨑委員が言われた中でですね、特に観光

の問題、言われたですよね。これは、もう意見

ですので、しっかり聞いてください。 

 観光は、施設があって、そして、その施設が

きれいで、また来ますねという、そういう施設

でありたいですね。それと同時に、古い物は古

い物のよさがあるわけですね。そういう状況を

考えますと、八代は日奈久温泉というすばらし

い温泉地がありますよね。この温泉地、本当に

いい温泉の湯であります。ここらについては、

南課長が一生懸命努力してから、今その整備に

取り組んでおられるさなかでありますけども、

以前から、うちの今、岩崎君、局長しておりま
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すけども、彼がときかもずっと活性化をです

ね、進めてきたんですけども、やはり、まだま

だですね、環境面等々も含めて、まずは看板が

ない。そしてまた、道路の整備の中で、カラー

舗装もしてない。そして、白線は消えとる。そ

して、海岸のほうについても、やはり素朴なで

すね、状況の中で、昔は、私たちはあそこでデ

ートしたことがあるんですよ、海岸でですね。

ところが、今はデートしたり、夫婦、若い者が

ほとんど来ておりません。そういう状況の中

で、あの辺りの環境の整備もですね、土木課等

々も含めてですね、していただければなという

気持ちを持っておりますし、それと同時に、先

ほど来水島の話が出ました。ここについても、

本当にすばらしいですね、それはもう観光地な

んです。ところが、最近は山がですね、草ぼう

ぼうで、トイレのところまでカズラがかぶって

しまって、桜はカズラでかぶってしまうてか

ら、どうにもできない。維持管理費はですね、

予算化してあるんですよ。これは漁業、舟出浮

きの組合費なんかと思いますけどもね。だけど

も、やはりそれ以上のですね、環境の整備をし

ていただきたい、整備をしていただきたい。こ

れはしなきゃいけません。今、先ほど来、中部

長も言われましたように、ぜひとも、これは取

り組んでいただきたいと思います。 

 それと同時に、ずっとですね、歴史を、文化

をひもといてから、その現場ですね、見ていた

だければ、まだまだ観光地に対する看板等が少

ないです。天草に行きますとね、今、天草は物

すごくにぎわってますね。五橋の下のあのすば

らしい施設等行きますと、ほとんどの方は行か

れたと思いますけども、看板とですね、道路の

整備、物すごいです。ぜひとも、この看板設置

については、歴史、文化等々についてはです

ね、あと何キロ、ここですよというような看板

設置をですね、ぜひともしていただきたい。こ

れはお願いしたいと思います。 

 それと、八代宮ですけども、やはり八代宮の

ほとりに、今、船が浮いております。船が浮い

て、休航状態であります。そして、あの地域に

ついてもですね、船桟橋がもう崩れかかってお

ります。そういうのをずっと見ながらですね、

それと同時に、観光、担当部でありますので、

街路等の植栽等々については土木関係、横の連

携をしながらですね、本当に八代のよさという

のをですね、観光を語るならば、そのよさをで

すね、しっかり私は現場の中で見ていただい

て、取り組んでいただきたい。 

 先ほど中部長が言われましたように、クルー

ズ船が、今度飛鳥Ⅱが来ますよ。飛鳥Ⅱが来て

からですね、じゃあ、どこに行くのかというこ

となんですよ。これだけの宣伝をしてから、何

も効果がなかった、そしてまた、八代の魅力が

なかったということで帰ってもらえば困ります

よね。来てもらわないほうがいいんですよ。そ

ういうことにならないように、どうしたらいい

のかをですね、皆さんと一緒に、私たちも、議

員もですよ、議員も黙っているわけにいかない

わけですから、委員会としてもしっかりしたで

すね、位置づけを、委員長の下にですね、して

いきたいと思います。 

 担当部の、特に中部長に関しましては、部長

会を通じてですよ、今回についても、職員は一

般職でも減っとるし、予算についてもですよ、

どんどんどんどん予算要求しながらですよ、ゼ

ロベースじゃないですよ。今は観光しかないん

ですよ、八代は。ぜひとも観光の予算では、私

たちも努力しますよ。これが、もしも変異なウ

イルスが来たら大変ですけども、ある程度八代

は、今収束しているわけですので、ぜひとも復

興と観光というのは、しっかり結びついていけ

ればなと思います。これは私の意見であります

し、皆さん方も同じ考えだと思いますよ。 

 そういうことで、中部長、陣頭仕切ってから

ひとつ、よその部長に負けないように頑張って
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ください。意見です。（経済文化交流部長中勇

二君「はい」と呼ぶ） 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（鈴木田幸一君） 意見ということであ

ります。 

 総括してですけれども、今ですね、コロナ禍

で、コロナで、非常に経済が疲弊しておるわけ

なんですけど、恐らく今年いっぱい、あるいは

来年まで、この経済の落ち込みは続くと思いま

す。やっぱりその要になる課というのは、この

課と思うんですよ。だから、常に先を見て、そ

して、経済が落ち込んでも、次の対策ができ

る、そして、特に商工関係が非常に厳しいかも

しれませんので、そこについてはですね、いろ

んな手を考えながら頑張っていただきたいなと

思います。 

 以上です。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、トイレの

話、先ほどさせてもらったですけど、山本委員

からもありましたけれども、コロナの影響でで

すね、舟出浮きというのは、農林水産業費のほ

うでもお話ししたんですけど、非常にですね、

厳しい状況で、後継者不足というともですね、

あって、もしかしたら、これがなくなってしま

うようなですね、勢いでですね、非常に危ぶま

れているんですよ。八代の伝統的なものがなく

なっていくというのは、非常に観光資源として

もですね、非常にいいものがなくなるというの

は、非常に大変なことだというふうに思います

んで、なかなか農林のほうもですね、補助とい

うのが、国とか県のほうがないもんですから、

漁業者に対してですね、ないものですから、観

光のほうでも考えていただきながらですね、何

とかバックアップして、観光漁業というとがで

すね、残っていくように、舟出浮きがですね、

残っていくような取組ということで、後押しじ

ゃないですけど、市の支援をですね、お願いを

していきたいなあと。トイレの話もそうですけ

れども、そういった施設整備のほうもですね、

ぜひお願いしたいなというふうに思います。 

 あと、トイレ関係で言えば、日奈久のほうの

駅のトイレもですね、どやんかならんかなあと

いうふうには思ってますんで、それも頭に入れ

とっていただければなというふうに思います。 

 あと、先ほども言いましたＤＭＯの関係、あ

りますけども、ぜひですね、新しいコロナ後の

ですね、生活様式にのっとった形のですね、新

しい観光というのが、ちゃんと確立されてです

ね、お金使った分、倍以上、それ以上で返って

くるようなですね、取組になるように、連携し

てですね、やっていってほしいなというふうに

思います。よろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第５号・令和３年度八代市一般会計予算

中、当委員会関係分については、原案のとおり

決するに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後２時３６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時３７分 本会） 

◎議案第１３号・令和３年度八代市久連子財産

区特別会計予算 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１３号・令和３年度八代市久連

子財産区特別会計予算を議題とし、説明を求め

ます。 
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 それでは、農林水産政策課より説明願いま

す。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） 農

林水産政策課、豊田です。どうぞよろしくお願

いします。 

 それでは、議案第１３号・令和３年度八代市

久連子財産区特別会計予算につきまして、御説

明いたします。着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） 令

和３年度八代市特別会計予算書の１７３ペー

ジ、並びに１７４ページを御覧ください。 

 歳入歳出予算の総額でございますが、歳入歳

出それぞれ２７万９０００円を計上いたしてお

ります。 

 次に、１７８ページをお願いいたします。 

 まず、主な歳入でございますが、ページ下に

あります、款２・繰入金、項１・基金繰入金、

目１・久連子財産区基金繰入金で２６万９００

０円でございます。 

 次のページ、上段、繰越金で、令和２年度予

算では、前年度繰越金１０万円を計上いたして

おりましたが、令和３年度予算では、前年度繰

越金を計上いたしておりませんので、基金から

の繰入金が９万６０００円の増あっておりま

す。 

 次に、歳出でございます。 

 款１・総務費、項１・総務管理費、目１・一

般管理費に１７万９０００円を計上いたしてお

ります。内訳でございますが、年２回の開催を

予定しております財産区管理会、その委員７名

の報酬８万３０００円、報償費として、財産区

有林と隣接者との境界立会いなどに対します謝

礼１万円、需用費としまして、地区内の防犯灯

の電気代２万７０００円と、財産区で管理して

おります久連子民踊伝習館の施設設備修繕料５

万円の計７万７０００円、積立金としまして、

基金利子９０００円でございます。 

 また、款２・予備費、項１・予備費、目１・

予備費として１０万円を計上いたしておりま

す。 

 以上が、令和３年度久連子財産区特別会計予

算の説明でございます。御審議方よろしくお願

いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いいたします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１３号・令和３年度八代市久連子財産

区特別会計予算については、原案のとおり決す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

                              

◎議案第１４号・令和３年度八代市椎原財産区

特別会計予算 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第１４号

・令和３年度八代市椎原財産区特別会計予算を

議題とし、説明を求めます。 

 それでは、農林水産政策課から説明願いま

す。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） そ

れでは、議案第１４号・令和３年度八代市椎原

財産区特別会計予算につきまして、御説明いた

します。着座にて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○理事兼農林水産政策課長（豊田浩史君） そ

れでは、令和３年度八代市特別会計予算書の１
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８３ページ、並びに１８４ページを御覧くださ

い。 

 歳入歳出予算の総額でございます。歳入歳出

それぞれ２３万５０００円を計上いたしており

ます。 

 次に、飛びまして、１８８ページでございま

す。 

 まず、主な歳入でございますが、ページ下に

あります、款２・繰入金、項１・基金繰入金、

目１・椎原財産区基金繰入金で２２万７０００

円でございます。 

 次のページ上段です。繰越金で、令和２年度

予算では、前年度繰越金１０万円を計上してお

りましたが、令和３年度予算では、前年度繰越

金を計上しておりませんので、前のページの基

金からの繰入金が９万９０００円の増となった

ところでございます。 

 次に、歳出でございます。款１・総務費、項

１・総務管理費、目１・一般管理費に１３万５

０００円を計上いたしております。内訳といた

しましては、年２回の開催を予定しております

財産区管理会、その委員７名の報酬８万３００

０円でございます。報償費として、財産区有林

と隣接者との境界立会いなどに対する謝礼１万

円、需用費として、地区内の防犯灯の電気代３

万５０００円、そして積立金として、基金利子

の７０００円でございます。 

 また、款２・予備費、項１・予備費、目１・

予備として１０万円を計上いたしているところ

でございます。 

 以上が、令和３年度椎原財産区特別会計予算

の説明でございます。御審議方よろしくお願い

いたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１４号・令和３年度八代市椎原財産区

特別会計予算については、原案のとおり決する

に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。

（｢ありがとうございます」と呼ぶ者あり） 

（午後２時４４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後２時４７分 本会） 

◎議案第１５号・令和３年度八代市水道事業会

計予算 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第１５号・令和３年度八代市水道

事業会計予算を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、水道局から説明願います。 

○理事兼水道局長（松田仁人君） 水道局の松

田です。どうぞよろしくお願いいたします。座

らせて説明させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○理事兼水道局長（松田仁人君） 議案第１５

号・令和３年度八代市水道事業会計予算につい

て御説明します。 

 別冊になっております予算書の１ページをお

願いします。 

 まず、予算の概要でございますが、第２条の

業務の予定量で、給水戸数を１万６５００戸、

年間総給水量を３８０万６０００立方メート

ル、１日平均給水量を１万４２７立方メートル

と見込んでおります。 

 主要な建設改良事業では、水源地関係の改良

工事として、原水設備改良費４６６１万２００
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０円、給水区域内の新規配水管布設工事とし

て、配水設備拡張費９３５４万６０００円、老

朽管の布設替えなど、配水設備改良費９２１６

万５０００円を予定しております。 

 次の第３条は、水道事業の運営に関する収益

的収入及び支出でございます。 

 収入では、水道事業収益として総額６億４５

万１０００円、２ページの支出では、水道事業

費用として総額５億３２７６万２０００円で、

差引き収支は６７６８万９０００円の黒字を見

込んでおります。 

 次に、第４条、資本的収入及び支出でござい

ますが、収入では、工事負担金として総額３５

４３万２０００円、支出では、建設改良費や企

業債償還金として総額３億１４１１万７０００

円を計上しております。 

 なお、収支差引きで不足する２億７８６８万

５０００円については、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額などで補塡すること

としております。 

 ３ページをお願いします。 

 第５条では、一時借入金の限度額、次の第６

条と第７条では、経費の流用に関する事項、次

の第８条では、退職手当の支給に対する一般会

計の負担額２６９６万円について、次の第９条

では、量水器等の棚卸資産購入に係る限度額を

定めております。 

 次の５ページからは、水道事業会計予算に関

する説明でございます。 

 ７ページをお願いします。１１ページまでが

予算の実施計画でございますが、詳細につきま

しては、２１ページからの予算明細で御説明い

たします。 

 １２ページをお願いします。 

 予定キャッシュフロー計算書でございます

が、令和３年度における資金の動きに関する情

報を、業務活動、投資活動、財務活動の区分に

分けて、それぞれの増減予定額を表したもので

ございます。 

 １の業務活動によるキャッシュフローは、水

道料金などの収入による現金の増加や、事業運

営経費に係る現金の減少を示しています。 

 ２の投資活動によるキャッシュフローは、設

備投資に伴う固定資産の取得や売却などに係る

現金の収支を示し、３の財務活動によるキャッ

シュフローは、企業債の借入による現金の増

加、または償還による現金の減少を示していま

す。 

 １から３を合計した、４の当年度の資金増減

額は２２６４万９０００円の減少、６資金期末

残高は４億４２６６万６０００円と見込んでお

ります。 

 １３ページをお願いします。 

 前年度決算見込みによる企業の経営状況を示

した令和２年度予定損益計算書でございまし

て、１４ページの下から４行目の、当年度純利

益は９５６３万４０００円を見込んでいます。 

 １５ページをお願いします。 

 企業の財政状況を明らかにするため、企業が

保有する全ての資産、負債及び資本を総括的に

表示した貸借対照表でございます。 

 １７ページまでが、令和２年度末の予定貸借

対照表で、１８ページから２０ページまでが、

令和３年度末の予定貸借対照表でございます。 

 ２１ページをお願いします。 

 これより３０ページまでが、１ページ、第３

条の収益的収入及び支出、及び２ページ、第４

条の資本的収入及び支出に係る節区分までの詳

細な内容でございます。 

 それでは、主な項目について御説明します。 

 まず、収益的収入の款１・水道事業収益、項

１・営業収益でございますが、給水使用料など

の、目１・給水収益５億２９１５万８０００

円、消火栓修繕に伴う、目２・受託工事収益５

９０万円、竣工検査手数料などの目３・その他

の営業収益２２５万４０００円の計５億３７３
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１万２０００円を計上しております。 

 ２２ページをお願いします。 

 項２・営業外収益６３１２万７０００円でご

ざいますが、目２の他会計補助金２７２０万円

は、企業職員の児童手当及び退職手当拠出金に

対する一般会計補助金でございます。 

 目３の長期前受金戻入３４０５万３０００円

は、過去に補助金等で取得した償却資産の当年

度減価償却費の当該補助金相当分を収益化する

もので、現金の収入ではございません。 

 次に、項３・特別利益でございますが、過年

度分収益の調定を増額する過年度損益修正益な

ど１万２０００円を計上しております。 

 続きまして、収益的支出について御説明しま

す。 

 ２３ページをお願いします。 

 款１・水道事業費用、項１・営業費用、目１

・原水及び浄水費８７０３万２０００円は、水

源地関係の費用でございまして、主なものは、

一般職２名分の人件費や水源地の運転管理、及

び水質検査業務の委託料でございます。 

 ２４ページをお願いします。 

 目２・配水及び給水費８５４７万６０００円

は、配水及び給水施設に係る費用でございまし

て、主なものは、一般職３名及び再任用短時間

勤務職員１名の人件費や、配水管、給水管の修

繕費、漏水調査業務の委託料でございます。前

年度に比べ３６２万６０００円の増となってお

りますのは、漏水調査の拡充に伴う委託料の増

加によるものです。 

 ２５ページをお願いします。 

 目３・受託工事費１４５４万４０００円は、

給配水管の切替え工事等の受託工事に要する費

用でございまして、主なものは、一般職１名及

び再任用短時間勤務職員１名の人件費や、下水

道工事等に伴う水道管移設工事費でございま

す。 

 目４・総係費１億２６７３万５０００円は、

一般事務経費など、事業全般に関連する費用で

ございます。主なものは、一般職４名の人件費

や水道料金徴収等事務委託でございまして、退

職者２名分の退職給付費の増により、前年度に

比べ３３１６万円の増額となっております。 

 ２６ページをお願いします。 

 目５・減価償却費１億６０６１万１０００円

は、施設の耐用年数に応じて費用化するもの

で、現金の支出はございません。 

 ２７ページをお願いします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１５９３万７０００

円、目２・消費税及び地方消費税１６５０万円

など３２４３万８０００円を計上しておりま

す。 

 項３・特別損失７０万２０００円は、主に過

年度収益の調定減である過年度損益修正損でご

ざいます。 

 項４・予備費は、前年同額の３００万円を計

上しております。 

 ２８ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出について御説明します。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・工事負担金、目３・その他工事負担

金３５４３万円、これは下水道工事に伴う移設

補償でございます。 

 次に、２９ページの支出でございますが、款

１・資本的支出、項１・建設改良費、目１・原

水設備改良費４６６１万２０００円は、主に、

日奈久地区水道施設実施設計業務などの委託料

２５６０万８０００円、及び八代水源地主変圧

器盤内更新工事１４２８万９０００円でござい

ます。 

 目２・配水設備拡張費９３５４万６０００円

は、八千把地区におきまして、５０ミリから４

５０ミリの配水管５４７メートルを新規に布設

もするものでございます。 

 目３・配水設備改良費９２１６万５０００円
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は、宮地地区などにおきまして、老朽化した５

０ミリから７５ミリの配水管１１８０メートル

を改良するものでございます。 

 目４・営業設備費５９０万９０００円は、主

に水道料金システムの更新費用でございます。 

 ３０ページをお願いいたします。 

 項２・企業債償還金は７４８８万５０００円

でございます。 

 項３・予備費は、前年同額の１００万円を計

上しております。 

 ３１ページから３８ページまでは、給与費明

細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関

する調書でございますが、説明を省略させてい

ただきます。 

 令和３年度も、公共の福祉の増進のため、安

全で安心な水の安定供給に努めるとともに、持

続可能な水道の実現のために健全経営に努めて

まいります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１５号・令和３年度八代市水道事業会

計予算については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第１６号・令和３年度八代市簡易水道事

業会計予算 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第１６号

・令和３年度八代市簡易水道事業会計予算を議

題とし、説明を求めます。 

 それでは、水道局から説明願います。 

○理事兼水道局長（松田仁人君） 引き続き、

よろしくお願いします。着座にて説明させてい

ただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○理事兼水道局長（松田仁人君） それでは、

議案第１６号・令和３年度八代市簡易水道事業

会計予算について説明します。 

 別冊になっております予算書の１ページをお

願いします。 

 予算の概要でございますが、まず、第２条の

業務の予定量では、給水戸数は１９５０戸、年

間総給水量は４２万立方メートル、１日平均給

水量は１１５０立方メートルと見込んでおりま

す。 

 また、主要な建設改良事業では、水源地関係

の改良工事として、原水設備改良費３７７４万

１０００円、老朽管の布設替えなど配水設備改

良費９０万円を予定しております。 

 次に、第３条、簡易水道事業の運営に関する

収益的収入及び支出でございますが、収入で

は、簡易水道事業収益として総額２億２２１５

万１０００円、２ページの支出では、簡易水道

事業費用として総額２億１５７８万７０００円

で、収支差引きは６３６万８０００円でござい

ます。 

 次の第４条、資本的収入及び支出でございま

すが、企業債など資本的収入として総額１億４

２４６万２０００円、建設改良費や企業債償還

金などの資本的支出として総額１億８８２１万

６０００円でございます。 

 なお、収支差引きで不足する４５７５万４０

００円につきましては、当年度分消費税及び地
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方消費税資本的収支調整額などで補塡すること

としています。 

 ３ページをお願いします。 

 第５条と第６条では、それぞれ企業債及び一

時借入金の限度額を、第７条と４ページの第８

条では、経費の流用に関する事項を定めており

ます。 

 第９条の他会計からの補助金でございます

が、簡易水道事業会計の経営基盤確立のため、

一般会計からの補助を受ける金額を８５７４万

円としております。 

 次の５ページからは、簡易水道事業会計予算

に関する説明書でございます。 

 ７ページをお願いします。 

 １０ページまでが予算の実施計画でございま

す。なお、詳細につきましては、２０ページか

らの予算明細の中で御説明します。 

 １１ページをお願いします。 

 予定キャッシュフロー計算書でございます

が、１から３を合計した４の当年度の資金増加

額は５４万１０００円の減額、６の資金期末残

高は２１４９万７０００円と見込んでおりま

す。 

 次に、１２ページから１３ページまでが、前

年度に当たる令和２年度の予定損益計算書でご

ざいまして、令和２年７月豪雨の災害復旧費に

多額の経費を要することから、３６５５万６０

００円の当年度純損失を見込んでおります。 

 次に、１４ページから１６ページまでが、令

和３年３月３１日時点の前年度分予定貸借対照

表、１７ページから１９ページまでが、令和４

年３月３１日における予定貸借対照表でござい

ます。 

 ２０ページをお願いします。 

 これより、２６ページまでが、１ページ、第

３条の収益的収入及び支出、及び２ページ、第

４条の資本的収入及び支出に係る節区分までの

詳細な内容でございます。 

 主な項目について御説明します。 

 まず、収益的収入の主なものでございます

が、款１・簡易水道事業収益、項１・営業収

益、目１の給水収益は６４１１万１０００円で

ございます。前年度から１４２２万３０００円

の減額となっております。令和２年７月豪雨に

より、特に坂本地域において、利用者数が減少

したためでございます。 

 次に、目２・受託工事収益５０万円は、消火

栓修繕に係る一般会計負担分で、その他の営業

収益７万２０００円と合わせました営業収益の

計は６４６８万３０００円でございます。 

 ２１ページをお願いします。 

 項２・営業外収益でございますが、目２の他

会計補助金７７９７万９０００円は、主に職員

の人件費や利子償還金に対する一般会計補助で

ございまして、給水収益の減少から、前年度比

８５７万円の増額でございます。 

 目３・長期前受金戻入７９４８万６０００円

と、目４・雑収益３０００円を合わせました営

業外収益の計は１億５７４６万９０００円でご

ざいます。 

 次に、項３の特別利益は３０００円でござい

ます。 

 続きまして、収益的支出について御説明しま

す。 

 ２２ページをお願いします。 

 款１・簡易水道事業費用、項１・営業費用、

目１・原水及び浄水費４０６８万５０００円

は、水源地及び浄水場関係の費用でございまし

て、主なものは、施設４７か所の水質検査業務

や、水源地及び浄水場の管理業務委託料、施設

の修繕費でございます。 

 目２・配水及び給水費６９９万８０００円

は、配水及び給水施設に係る費用でございまし

て、主なものは、配水管及び給水管の修繕費、

漏水調査業務の委託料でございます。 

 ２３ページをお願いします。 
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 目３・総係費３９４６万９０００円は、一般

事務経費など、事業全般に関連する費用でござ

いまして、主なものは、一般職４名及び会計年

度任用職員１名の人件費や検針業務に要する経

費でございます。 

 目４・減価償却費は１億９２７万円でござい

ますが、施設の耐用年数に応じて費用化するも

ので、現金の支出はございません。 

 以上、資産減耗費４２４万２０００円と合わ

せました営業費用の合計は２億６６万４０００

円でございます。 

 ２４ページをお願いします。 

 項２・営業外費用でございますが、目１・支

払利息及び企業債取扱諸費１３０９万１０００

円、目２・消費税及び地方消費税１５０万円な

どでございます。 

 項３・特別損失は３万１０００円を計上して

おります。 

 項４・予備費は前年度同額の５０万円を計上

しております。 

 ２５ページをお願いします。 

 資本的収入及び支出について御説明します。 

 まず、収入でございますが、款１・資本的収

入、項１・企業債、目１・企業債３６５０万

円、これは、坂本町小川内地区の整備工事に伴

う借入れでございます。 

 次に、目２・災害復旧債１９００万ですが、

令和２年７月豪雨に係る坂本地区、中津道地

区、板持地区の本復旧工事分でございまして、

補助事業分１２００万円、単独事業分７００万

円を予定しております。 

 次に、項２・工事負担金、目１・他会計負担

金１４４万円、これは、消火栓設置に係る一般

会計負担分でございます。 

 次に、項３・補助金、目１・他会計補助金６

１５２万１０００円、これは、元金償還金や建

設改良費に対する一般会計補助金でございま

す。 

 次に、目２・災害復旧費国庫補助金２４００

万ですが、令和２年７月豪雨に係る国庫補助金

でございまして、補助率は３分の２となってお

ります。 

 次に、２６ページの支出でございます。 

 款１・資本的支出、項１・建設改良費、目１

・原水設備改良費３７７４万１０００円です

が、主に坂本町小川内地区簡易水道整備工事分

でございます。 

 目２・配水設備改良費９０万円は、道路拡張

に伴う水道管移設工事で、目３・営業設備費１

２８３万７０００円は、主に水道料金システム

の更新に係る経費でございます。 

 次の目４・災害復旧事業費４３００万円でご

ざいますが、先ほど資本的収入でも御説明いた

しました坂本、中津道、板持地区の本復旧工事

分でございます。 

 次に、項２・企業債償還金９３２８万８００

０円ですが、今年度は、企業債５５５０万円の

借入れを予定しておりますので、起債の期末残

高見込みが、前年度見込みから３７７３万８０

００円減の１３億９７０６万１０００円でござ

います。 

 項３・予備費は、前年度同額の５０万円を計

上しております。 

 ２７ページから３５ページまでは、給与費明

細書、債務負担行為に関する調書、地方債に関

する調書でございますが、説明を省かせていた

だきます。 

 令和３年度は、被災地域の本復旧及び公共の

福祉の増進のため、引き続き安全で安心な水の

安定供給に努めてまいります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 
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○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１６号・令和３年度八代市簡易水道事

業会計予算については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします

が、ちょっと休憩しましょうか。（｢ありがと

うございました」と呼ぶ者あり）３時半から始

めます。 

（午後３時１３分 休憩） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時３０分 開議） 

◎議案第１８号・専決処分の報告及びその承認

について（令和２年度八代市一般会計補正予算

・第１３号（関係分）） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、事件議案の審査に入ります。 

 それでは、議案第１８号・令和２年度八代市

一般会計補正予算・第１３号中、当委員会関係

分に係る専決処分の報告及びその承認について

を議題とし、説明を求めます。 

 それでは、歳出の第６款・商工費について、

経済文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） お世話に

なります。議案第１８号・専決処分の報告及び

承認につきまして、松延次長より説明をいたし

ますので、よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） 経済文

化交流部次長の松延でございます。よろしくお

願いします。着座にて説明させていただきま

す。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） 議案書

の１ページをお願いします。 

 議案第１８号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 内容は、令和２年度八代市一般会計補正予算

書・第１３号で、１２月の定例会後に、新型コ

ロナウイルス感染拡大が続く中、売上げが大き

く減少している市内飲食店等の事業継続、安定

を図るために早急な対応を行う必要から、令和

３年１月２２日に専決処分を行ったものでござ

います。 

 ６ページをお願いします。 

 下段の歳出の款６・商工費、項１・商工費

で、補正額１億８０００万円を増額し、補正後

の額を３１億８２８４万２０００円としており

ます。 

 次に、１０ページをお願いします。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費で、補正額１億８０００万円を増額し、補

正後の額を２２億４０８４万８０００円として

おります。財源は、国からの新型コロナウイル

ス感染症対応地方創生臨時交付金を充てること

としております。 

 説明欄の八代市飲食店等緊急特別支援事業の

内容につきましては、別途配付しております八

代市飲食店等緊急特別支援事業についてという

表題のＡ４、１枚物をお願いします。 

 まず、導入の経緯といたしましては、昨年末

からの新型コロナウイルス感染拡大の影響によ

り、飲食店等では、年末年始の売上げが大きく

減少するなど未曽有の影響を受けていることか

ら、事業の継続・安定を迅速に支援するため、

八代市飲食店等緊急特別支援金を導入したもの

でございます。 

 対象事業者は、宿泊業、飲食サービス業を営

む事業者とし、支援額は、法人、個人一律３０

万円としております。 
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 主な補助要件としましては、令和２年１２月

及び令和３年１月のいずれかの月の売上高が、

前年同月に比して３０％以上減少していること

などを要件とし、記載してあります全ての要件

を満たした事業者に支給しております。 

 積算根拠につきましては、平成２８年経済セ

ンサスから対象事業者数を６００事業所と見込

み、全ての事業所で売上げ減少率が３０％以上

であると推定し、予算額を１億８０００万円と

したところでございます。 

 申請方法及び申請期間は記載のとおりでござ

います。 

 最後に、現在の申請状況としましては、３月

５日時点で５１０件の申請があり、対象事業所

数に対して８５％の申請率となっております。 

 説明については、以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、この後の

やつとも、多分関連があっとですけど、国の緊

急事態宣言の対応のとき、協力金ですよね、と

かって話のときに、やっぱり規模に応じてね、

一律っていうのはどうかっていうような御意見

がたくさんあったと思うとですけれども、今回

一律ですよね、３０万というのはですね。その

理由というのは、同額にした理由というのは何

ですか。 

○商工・港湾振興課長補佐兼商業振興係長（髙

田剛志君） こんにちは。(｢こんにちは」と呼

ぶ者あり）商工・港湾、高田でございます。 

 一時金といいますか、今回の交付金につきま

して、３０万円の根拠ということでございま

す。 

 以前、４月から５月にかけて行いました八代

市中小企業等事業継続対策特別支援事業におき

ましては、そのとき個人には１０万円、法人に

は２０万円という形で交付させていただいたと

いう形でした。今回コロナの影響で減少した方

々につきましての対象期間を、令和２年５月か

ら令和３年１月までの９か月間、前回の中小企

業の事業継続対策特別支援事業の約３倍という

ところで、今回３０万としたのが、まず１点で

ございます。 

 また、今回こういうコロナ関係の支援金に当

たっての申請方法について、いろいろ経済雑誌

を見る中で、申請については、より簡素化した

申請方法をしてほしいとか、また、区別してほ

しくないという、そういう意見を踏まえたとこ

ろでございます。 

 また、商工会・商工会議所等で、いろいろ話

す中で、３０万の一律とした交付金を支給する

ことで、多くの方々が受給できるということ

で、今回、先ほど次長から説明がありました６

００事業所に対しての数がありましたので、３

０万というところで、今回一律といったところ

で交付を考えたところが理由の一つというとこ

ろでございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） ありがとうございまし

た。 

 もう１点なんですけど、この補助の要件に、

市税の滞納のない方とかっていうのはないんで

すか。 

○商工・港湾振興課長補佐兼商業振興係長（髙

田剛志君） 補助対象の中でですね、今回市税

の滞納がないというところで、今回要件をつけ

ておりません。この理由のところといたしまし

ては、市税については、国民保険税だとか、固

定資産税、軽自動車税等がある中でですね、や

はり飲食店の方々について、国民健康保険税の

未納が多いんじゃなかろうか、また、ほかにも

未納の中でもですね、分納誓約書を取ること

で、それに代わるものがあるんじゃないかとい

うところがございました。ちょっと失礼しま
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す。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） すみませ

ん、ちょっと私のほうから説明させていただき

ますと、いわゆる補助金という形でですね、支

出する場合には、市税の滞納がないことなどの

条件をつけて支給することが通常でございま

す。ただ、今回の場合、これは昨年の４月、５

月にやった特別支援金もそうだったんですけど

も、要するに生活が困窮して、廃業一歩手前ま

できているという状態にあるのが大前提という

ことで、この緊急特別支援金を支給というふう

に考えましたので、通常の補助金ということと

は違いまして、そういった要件を、そこの点は

つけずに支援をさせていただくということで、

滞納があるかどうかということは判定の基にし

ないという形で制度をつくるところです。 

 以上です。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） 中部長ですね、いろん

なところからも、不公平さというのが、声もた

まに聞くときあるんですよね。例えばですよ、

店は閉めとったのか、やめられたのかですね、

そこらあたりの判断というのが、なかなか難し

い面がある思うんですよね。やめとっても申請

されたらならば、市税の滞納も対象にならない

ということですから、そこあたりの確認という

のは、現場確認というのはされたんですか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工振興課、田中でございます。 

 現場の確認をしてるかということでございま

すが、先ほど申しましたように、緊急的に支援

をしたいというところで、申請書のほうの記載

のところにですね、条件として継続して事業を

営むことということをしております。さらに、

申請書の中においては、虚偽はないことという

ことは義務づけてございまして、その中に、あ

った場合は支援金を返還しますというところま

でしております。 

 これには記載しておりませんが、今現在、安

心なまちやつしろプロジェクトということで、

経済団体と共にですね、予防対策というのを実

施しておる中で、そちらの申請状況だったり、

そういうのも勘案して進めているところでござ

います。 

 以上です。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（山本幸廣君） はい、よろしいです。

お願いします。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

○委員（野﨑伸也君） 申請率が８５％という

ことで、あと何日かありますけど、漏れてる方

がもしかしたらいらっしゃるかもしれないん

で、何とか、どうにか広報というかですね、Ｐ

Ｒをちょっと、もう一回最後でちょっとしたほ

うがいいのかなと思いますので、よろしくお願

いいたします。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第１８号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１３号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。（｢ありがとうございま

す」と呼ぶ者あり） 



 

－55－

                              

◎議案第２０号・専決処分の報告及びその承認

について（令和２年度八代市一般会計補正予算

・第１５号（関係分）） 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第２０号

・令和２年度八代市一般会計補正予算・第１５

号中、当委員会関係分に係る専決処分の報告及

びその承認についてを議題とし、説明を求めま

す。 

 それでは、歳出の第６款・商工費について、

経済文化交流部から説明願います。 

○経済文化交流部長（中 勇二君） 議案第２

０号・専決処分の報告及びその承認についてで

ございます。松延次長から報告させますので、

よろしくお願いいたします。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） 引き続

き、よろしくお願いします。着座にて説明させ

ていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○経済文化交流部次長（松延嘉國君） 議案書

の２５ページをお願いします。 

 議案第２０号・専決処分の報告及びその承認

についてでございます。 

 内容は、令和２年度八代市一般会計補正予算

書・第１５号で、先ほどの議案第１８号の飲食

店支援同様に、売上げが大きく減少している市

内飲食店等の関連事業者にも対象を拡充し、事

業の継続・安定を図るために、早急な対応を行

う必要から、令和３年２月１２日に専決処分を

行ったものでございます。 

 ３０ページをお願いします。 

 歳出の款６・商工費、項１・商工費で、補正

額１億５００万円を増額し、補正後の額を３２

億８７８４万２０００円としております。 

 次に、３４ページ、お願いします。 

 款６・商工費、項１・商工費、目２・商工振

興費で、補正額１億５００万円を増額し、補正

後の額を２３億４５８４万８０００円としてお

ります。財源は、国からの新型コロナウイルス

感染症対応地方創生臨時交付金を充てることと

しております。 

 説明欄の八代市飲食店等緊急特別支援事業の

内容につきましては、別途配付しております八

代市飲食店等緊急特別支援事業（関連事業者）

についてという表題のＡ４、１枚物を御覧くだ

さい。 

 導入の経緯といたしましては、宿泊業、飲食

店等と同様に、売上げが大きく減少している飲

食料品小売業などの関連事業者に対し、事業の

継続・安定を支援するため、八代市飲食店等緊

急特別支援金（関連事業者）を導入したもので

ございます。 

 対象事業者は、道路旅客運送業、食料品の卸

売業、小売業等を主な事業として営んでいる宿

泊業、飲食店などに関連する事業者とし、支援

額は、法人、個人一律３０万円としておりま

す。 

 主な補助要件としましては、令和２年１２月

から令和３年２月までのいずれかの月の売上額

が、前年同月に比して３０％以上減少している

ことなどを要件とし、記載してあります全ての

要件を満たした事業者に支給しております。 

 積算の根拠につきましては、平成２８年経済

センサスから、対象事業者数を５８０事業者と

見込み、このうち６０％の３５０事業所で売上

げが３０％以上減少していると推定し、予算額

を１億５００万円としたところでございます。 

 申請方法及び申請期間は、記載のとおりでご

ざいます。 

 最後に、現在の申請状況としましては、３月

５日時点で３１件の申請があり、対象事業所数

に対して、約９％の申請率となっております。 

 説明については、以上でございます。御審議

のほどよろしくお願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分に質疑を行いたいと思いますが、苦しいとは



 

－56－

思いますが、マスクはひとつ、きっちりされて

から会議に臨んでいただきます。 

 それでは、質疑ありませんか。 

○委員（山本幸廣君） 申請件数が３１件です

けども、その内訳をですね、説明してくださ

い。小売業から含めて。分類表の中でですね。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 商工・港湾振興課、田中でございます。 

 主な、大きいところを申し上げます。 

 まず、３１件中一番多いのが、飲食料品の小

売業、これが１６件でございます。続きまし

て、運転代行業が６件、タクシーが３件、旅行

業が３件、あとは１件ずつということで、卸、

青果、おしぼりというような形の内訳になって

ございます。 

 以上です。 

○委員（山本幸廣君） ありがとうございまし

た、詳細にわたる説明。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） 極端に少ないと思うん

ですよ、申請件数が、もう１か月ぐらいたって

いるのに。これ、理由はなんだと思われます。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 主なものといたしましては、私どもが、今周

知が、まだ足らないんではないかというところ

を痛感しているところでございます。 

 そのほか、申請件数で見た場合にですね、母

数が一番大きかった卸売とか、そのようなとこ

ろからの母数が１件しかございませんので、ひ

ょっとしたら、そのお話を商工会議所等からヒ

アリングしながら、この母数として計算をした

ところでございますが、思ったほどの落ち込み

がなかったのではないかというふうなところ

も、すみません、考えているところでございま

す。 

 ただ、周知のほうは、さらに締切り、２６日

までですね、徹底してまいりたいと思います。 

 以上でございます。 

○委員（野﨑伸也君） その前の飲食業の方か

らするとですね、組合のほうから、多分これ

は、飲食業もそうですけど、こっちのほうもそ

うなんですけど、支援をお願いしますというよ

うなことがあってから、この事業、始まったん

ですよね。その協会自体、協会というか、組合

さんのところ自体がですよ、知らない人がたく

さんいらっしゃるんじゃないかなと思うんです

よ、こっちの件については。飲食業組合のほう

は、まとまってちゃんと、そういうのがちゃん

と伝わっとって、本当に困っているけんってい

う話で持ってこられたのかなというふうに感じ

るんですけど、これを見る限りじゃ、その協会

自体が、何か、本当皆さんの入っている方々の

あれを集約して、本当に来られたのかなという

ふうに、ちょっと思うんですよね。じゃない

と、１か月もたっているのに、こんな少ないと

いうのは、周知が悪いという話なんですけど、

周知しなくても、そこの組合とか、そういう団

体のほうで、普通されるというか、分かるはず

なんですよ。こっちの周知というのは、私はち

ゃんとできていると思うんですよ、間違いな

く。ちょっとそこら辺が、何かおかしいなあっ

て思うんですよね。事業化されているんで、最

終的に課長がですね、ちょっとまだＰＲが足ら

んという話で、しっかりやっていくという話だ

ったんで、ちょっと、そこら辺のところはです

ね、うまくやっていただければなというふうに

思います。 

 あと、先ほどですね、事業を継続すること

が、その要件なんですよという話だったんです

けど、どのくらいの期間なんですかね。例え

ば、もらってすぐやめますよという、やめら

す、やめらっさんとかというのは、分かるのか

どうか、把握できるのかどうか分からんとです

けど、例えば、こっちとしては、二、三年続け

てほしいなと、普通思うとですけれども、もら
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ったらすぐやめるとかっていう話になったら、

それは虚偽ですけんね、やっぱ。そこら辺はど

う考えますか。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 委員おっしゃるとおり、私たちも継続してで

すね、事業をやっていただきたいというところ

から、この制度を緊急的に立ち上げまして、支

援しておる状況でございます。支給の要件に

も、継続してやる意思があることというような

書き方をですね、要綱上もさせていただいてお

りますし、商工会議所と一緒に行っておりま

す、先ほども申しました、安心なまちやつしろ

プロジェクト、こちらのほうで、予防対策ステ

ッカー、またはそれを掲示して営業してるこ

と、またはその申請中であることということを

付け加えさせていただいておるのも、営業を続

けていただけるという意思を、これで確認させ

ていただいているものだということで考えてお

りますので、私どもとしては、長くやっていた

だけるためにですね、至急の、急ぎの支援をや

らせていただいているという認識で進めさせて

いただいているところでございます。 

○委員（野﨑伸也君） さっきちょっと山本委

員も言われたかと思うんですけど、明らかにで

すね、あそこは閉まっとったんですよ。もうや

めとらしたろうというところが、そこが出たけ

ん、貼り紙ばしてから、もらわしたげなばいと

いう、そういう話がですね、何軒か聞こえてく

っとですよ。来てませんか、そういう話は。そ

れは、ちょっと私は虚偽ちゅうか、それもおか

しかっじゃなかろかて思うとですたいね。 

○理事兼商工・港湾振興課長（田中 孝君） 

 うちの担当職員がですね、電話を受けた場合

は、見に実際行ってます。それで、開けてある

のを確認をしてるところです。 

 それで、今まで電話あった分に関しては、私

ども、確認をしております。（委員野﨑伸也君

「そういう御意見があった、何かこう……」と

呼ぶ）お話があったところは、確認をしに行っ

て、実際営業しているというのを確認をしてご

ざいます。ひょっとしたら、これ以上のことは

ちょっと分かりませんが、確認は何回かしてご

ざいます。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。そうい

う対応をやられているというので、ありがとう

ございます。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２０号・令和２年度八代市一般会計補

正予算・第１５号中、当委員会関係分に係る専

決処分の報告及びその承認については、承認す

るに賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

件は承認されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。

（｢どうもありがとうございました」と呼ぶ者

あり） 

（午後３時５６分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後３時５７分 本会） 

◎議案第２３号・公の施設を長期かつ独占的に

利用させることについて 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第２３号・公の施設を長期かつ独

占的に利用させることについてを議題とし、説

明を求めます。 

 それでは、水産林務課から説明願います。 

○水産林務課長（鶴本英一郎君） 水産林務課
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の鶴本です。よろしくお願いいたします。 

 それでは、公の施設を長期かつ独占的に利用

させることについて、御説明申し上げます。着

座にて、説明いたします。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○水産林務課長（鶴本英一郎君） 議案書の５

５ページになります。 

 公の施設を長期かつ独占的に利用されること

について、地方自治法第９６条第１項第１１号

の規定により、次のとおり、公の施設を長期か

つ独占的に利用されることについて、議会の議

決を求める。 

 公の施設の名称、八代市水産物荷さばき施

設。 

 許可の相手方、八代市新開町３番８４号、八

代漁業協同組合代表理事組合長、瀧川和徳。 

 許可の期間、令和３年４月１日から令和９年

３月３１日まで。 

 内容につきましては、添付しております資料

に基づいて、説明したいと思います。左肩に、

議案第２３号と書いてある資料でございます。

裏面を御覧ください。 

 八代市水産物荷さばき施設を長期かつ独占的

に利用させることについて。 

 まず、施設の概要でございます。名称が、八

代市水産物荷さばき施設。施設の位置が、八代

市港町３０６番地２。構造が、鉄骨平屋建て。

床面積、７９５.９７平米。 

 この施設の所在地は、熊本県の所有地でござ

いまして、本市が熊本県から３年ごとの使用許

可を受けております。 

 それについて、まず１つ目が、八代市水産荷

さばき施設用地でございます。２つ目が、浄化

槽や放流管の道路占用。３番目が、クレーンや

浮桟橋等の水域の占用でございます。 

 これは、本年度３月３１日で切れることか

ら、現在、令和３年４月１日から令和６年３月

３１日までの３年間の更新手続中でございま

す。 

 施設の整備の経緯と現在の状況でございま

す。八代市水産荷さばき施設は、八代市環境セ

ンターの建設に当たり、水産振興を目的とした

八代漁業協同組合、鏡町漁業協同組合、八代鮮

魚商協同組合、以下３協同組合と言います。３

協同組合からの要望により整備され、この３協

同組合に対して、平成２７年４月１日から令和

３年３月３１日までの６年間の利用を許可して

いる状況であります。 

 荷さばき施設の利用許可でございます。３協

同組合による荷さばき施設の利用許可期限が、

令和３年３月３１日までとなっていることか

ら、令和３年４月１日から令和９年３月３１日

までの６年間とする利用許可申請書が提出され

ております。 

 施設の利用に係る３協同組合との協議でござ

います。利用許可申請書が提出されたのを受

け、荷さばき施設の利用及び管理に関すること

について、３協同組合と、以下の内容について

協議を実施しました。 

 １番目、施設の目的が本市における水産物の

効率的かつ機能的な流通を促進し、漁家の漁業

所得向上を図るとともに、水産業の振興を通じ

て本市の産業活性化に資するためであることを

確認しました。 

 ２番目施設の使用料は無料とする。 

 ３番目施設の修繕や利用に生じる費用、光熱

水費等については、全て利用者側の負担とす

る。 

 ４番目、長期かつ独占的な利用については、

八代市議会の議決を経て許可すると、協議を行

っております。 

 長期かつ独占的な利用について、荷さばき施

設が整備された経緯、趣旨から申請が行われた

３協同組合に対し、長期かつ独占的な利用を許

可したいと考えております。 

 資料といたしまして、八代市水産物荷さばき
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条例、３協同組合との覚書及び施設の平面図等

を添付しております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第２３号・公の施設を長期かつ独占的に

利用させることについては、可決するに賛成の

方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

件は可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後４時０３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時０４分 本会） 

◎議案第４１号・八代市民俗伝統芸能伝承館条

例の制定について 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、条例議案の審査に入ります。 

 まず、議案第４１号・八代市民俗伝統芸能伝

承館条例の制定についてを議題とし、説明を求

めます。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）文化振興課、

鋤田でございます。よろしくお願いいたしま

す。着座にて説明をさせていただきたいと思い

ます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） 議案第４１号

・八代市民俗伝統芸能伝承館条例について説明

をさせていただきます。 

 資料は、議案書の３１０ページを御覧いただ

きたいと思います。 

 八代市民俗伝統芸能伝承館につきましては、

現在整備を進めておりますが、今年７月頃の開

館を予定しており、今後の管理運営に向けまし

て、このたび条例を制定するものでございま

す。 

 まず、設置目的といたしまして、第１条、八

代妙見祭（ユネスコ無形文化遺産に登録されて

いる「山・鉾・屋台行事」の一つである国重要

無形民俗文化財の「八代妙見祭の神幸行事」を

いう。）をはじめとする市内各所の無形民俗文

化財等の保存継承と情報発信を図り、もって郷

土の文化や伝統に関する市民の知識と理解を深

めるとともに、これらを有効に活用することに

より、地域の活性化に寄与するため、八代市民

俗伝統芸能伝承館（以下「伝承館」という。）

を設置するとしております。 

 次に、名称及び位置といたしまして、名称を

八代市民俗伝統芸能伝承館、位置は、八代市西

松江城町１番４７号としております。 

 次に、職員配置でございますけれども、伝承

館に館長、その他必要な職員を置く。 

 また、第２項で、専門職員の職として学芸員

を置くことができるとしております。 

 伝承館につきましては、施設用途としまして

は、博物館になりますので、学芸員を配置する

予定としております。 

 次に、事業といたしまして、第４条第１号、

実物、模型、文献、写真、フィルム、その他の

資料（以下「伝承館資料」という。）の収集、

保管、展示及び教養に関すること。 

 第２号、伝承館資料に関する説明、助言及び

指導に関すること。 

 第３号、伝承館または伝承館資料を利用した

催物等の開催に関すること。 
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 第４号、伝承館の施設及び附属設備（以下

「伝承館施設等」という。）の利用に関するこ

と。 

 第５号、他の資料館、博物館、学校等との連

絡、協力及び活動の援助に関すること。 

 第６号、その他第１条に規定する設置の目的

を達成するために必要な事業に関することと規

定をしております。 

 次に、休館日でございますけれども、第５条

の第１号で、休館日を月曜日、また、第２号

で、年末年始の休館日を１２月２９日から１月

３日までと規定しており、近隣の市立博物館と

同様の設定としております。 

 次に、開館時間でございますが、第６条で、

午前９時から午後１０時まで、ただし展示室の

入館時間は午後４時３０分までと規定をしてお

ります。 

 伝承館には、会議棟がございまして、会議室

の貸出し等がございますので、夜間は午後１０

時までの設定としております。 

 また、妙見祭などを紹介する展示室への入館

は午後４時３０分までとしており、こちらも、

市立博物館と同様の設定となっております。 

 次に、３１１ページを御覧ください。 

 次に、観覧料でございます。第７条で、展示

室の展示資料を観覧する者（以下「観覧者」と

いう。）は、別表第１に定める観覧料を納めな

ければならないと規定をしております。 

 これにつきましては、別にお配りしておりま

す、別紙のＡ３のですね、八代市民俗伝統芸能

伝承館条例についてという資料を御覧いただけ

ればと思います。 

 こちらに、右のほうにですね、図面を載せて

おりますけれども、この右の図面の右上の入り

口から入館しまして、エントランスホールがご

ざいますけれども、ここまでが無料ゾーンとい

うことになります。 

 そこの左側の展示室１、妙見祭体感シアタ

ー、また、その左側にございます２階の展示室

２、お宝ギャラリーを見学される際は、有料と

いうことで、観覧料を設定をしております。 

 金額といたしましては、この資料の左側に記

載をしておりますけれども、個人一般の方が３

００円、それから、高校・大学生が２００円、

小中学生は無料、また、団体の場合は、一般が

２４０円、高校・大学生１６０円と設定をして

おります。 

 この金額の根拠につきましては、この資料に

記載しておりますけれども、他自治体の類似施

設を参考にしながら、また、市立博物館との均

衡も図る必要があることから、個人の一般料金

３００円をベースに設定をしたところでござい

ます。 

 それでは、また、議案書の３１１ページのほ

うを、御覧いただきたいと思います。 

 第８条で、利用の許可から、第１０条、利用

の許可の取消しについてでございますけれど

も、こちらは、伝承館の会議棟の会議室の利用

に関する条項を規定いたしております。 

 それから、第１１条の使用料でございます

が、これは、今申し上げました会議棟の会議室

の使用料を規定したものでございます。 

 大変申し訳ございませんが、再度Ａ３の資料

を御覧いただきたいと思います。 

 右下の図のですね、会議棟がございますが、

事務室左側の会議室、それから、事務室右側の

伝承ルームを使用する際の使用料を、この第１

１条で規定をしております。 

 左側の会議室につきましては、全面利用のほ

かに、分割して利用することができるようにな

っております。 

 また、その金額でございますけれども、Ａ３

資料の左側、貸館使用料というのがございます

けれども、午前、午後、夜間、全日など、それ

ぞれの金額について、記載のとおりとしており

ます。 
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 なお、金額の設定根拠といたしましては、桜

十字ホールを参考としておりますけれども、こ

の伝承館につきましては、新規施設でもありま

すので、歳入確保の観点からも、桜十字ホール

よりもやや高めの金額設定としております。 

 それでは、また、すみませんが、議案書に戻

っていただきまして、３１２ページ以降の条項

につきまして、詳細な説明は省略をさせていた

だきますけれども、観覧料の減免や還付、それ

から、利用者の義務や目的外使用、また、入館

の制限など類似施設を参考として、利用や観覧

に当たり様々な状況を想定して規定をさせてい

ただいております。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、会議室利

用料の減免とか免除とかっていうとが、すみま

せん、今言われたかなと思うんですが、その対

象はどやんとですか。 

○文化振興課主幹兼文化財係長（米崎寿一君） 

 文化振興課の米崎です。着座にて説明させて

いただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○文化振興課主幹兼文化財係長（米崎寿一君） 

 減免規定につきましてはですね、本条例の御

承認をいただいた後にですね、これまでの厚生

会館の実績等もあろうかと思いますのでです

ね、そちらを踏まえまして、内規という形で設

定のほうを進めさせていただきたいというふう

に考えております。 

○委員長（村川清則君） よろしいですか。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、内容的に

は、厚生会館とか、どやん人たちが減免とか免

除になるとですか。 

○文化振興課主幹兼文化財係長（米崎寿一君） 

 厚生会館のですね、減免の規定につきまして

は、今までの過去の実績を、私も、今調査して

いるところなんですけども、文化団体とかです

ね、あとは、厚生会館ホールの利用目的に応じ

て、各種の市民団体とかいうところでは、減免

のほうの実績があったというふうに記憶してお

ります。 

○委員（野﨑伸也君） 今は、まだ決まってな

いということでしたんで、分かりました。あり

がとうございます。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

○委員（山本幸廣君） ３１０ページの３条の

ところの職員のところなんですけども、伝承館

に館長、その他必要な職員を置くと、そのとお

りでしょう。専門的な職員の学芸員を置くとい

うこと、これもそうかもしれません。ただ、博

物館という一つの流れが説明されたんですけど

も、博物館ならば、うちの今の八代の博物館と

兼務はできなかったのかなと、条例の中で、館

長あたりは。何でしなかったんですか。説明し

てください。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） 館長の兼務、

そうですね、申し訳ないです。そこまでは、今

のところ想定してなかったというところでござ

いますが、やはり新規の施設でもございます

し、しっかりと運営するためには、まずはしっ

かりと職員を配置をして、管理運営していくと

ころで想定をしておりましたので、今のとこ

ろ、併任での配置というところは想定はしてな

かったところでございます。 

○委員（山本幸廣君） 今、そういう答弁があ

ったわけですけども、通常、この施設というの

は、かんかんがくがくやった施設なんですよ。

冒頭の総事業費が膨れ上がったじゃないです

か。場所的にも、あのような場所じゃなかった

という状況の中で、我々理解しながら、それ

を、やっぱしずっと理解してきた。やはり、ど
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こで、どういう縮小するのか、どういう人件費

がかからない、管理費がかからないのか、こう

いうのを、やっぱり考えてね、対処していかな

ければ、つくればよかった、つくれば人件費を

ぼんぼんやって、施設をどんどん造ってから、

そこに頭をつくってから、職員を配置するわ、

学芸員は配置するわ、ですね。そういうのは、

やっぱしある程度プロセスの中で考えていって

もらいたいと思いますよ。同じ博物館という関

係の中で説明があったから、私は、今聞いてい

るんですよ。それならば、館長あたりは兼務し

て、学芸員も兼務していいわけですから。そこ

らあたりについてはですね、本当に、この条例

についてもですね、今、ふと、説明の中でです

ね、感じたんですけども、まあ、担当の方に言

ってもですね、頭がおるわけですから、だけど

も、そういうのも職員が、これから上に上がっ

ていく中でですね、常日頃から考えていただき

たいと思う。このような、今の市民の方々が、

経済の不況の中でですよ、景気が悪い中でです

よ、というふうに、私は感じました。賛成はし

ますけども、一言です。今後注意しとってくだ

さい。 

○委員長（村川清則君） 意見、要望として。 

○委員（山本幸廣君） 意見、要望です。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４１号・八代市民俗伝統芸能伝承館条

例の制定については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第４２号・八代市日本遺産活用推進基金

条例の制定について 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第４２号

・八代市日本遺産活用推進基金条例の制定につ

いてを議題とし、説明を求めます。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） 引き続き、議

案第４２号・八代市日本遺産活用推進基金条例

の制定について、説明をさせていただきます。

着座にて説明させていただきたいと思います。 

○委員長（村川清則君） どうぞ。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） 資料につきま

しては、議案書の３１６ページを御覧いただき

たいと思います。 

 この基金につきましては、昨年６月に、本市

の石工の文化のストーリー、「八代を創造（た

がや）した石工たちの軌跡」が、日本遺産に認

定されましたけれども、今後、この日本遺産関

連事業を展開していくに当たって、財源確保の

ために、昨年１２月４日から今月５日まで、こ

の日本遺産をテーマとして、ふるさと納税によ

る寄附金を募集しました。 

 その結果、全国約１万９８００人の皆様から

約２億１１００万円の御寄附をいただきました

ことから、本基金を設置しまして、今後の事業

への活用を図るものでございます。 

 なお、基金への積立額は、先ほど議案第１号

・補正予算で説明がありました、日本遺産関連

分で、返礼品、その他必要経費を差し引いた額

１億１０００万ほどを予定をしております。 

 また、令和３年度の日本遺産関連事業経費に

つきましては、国庫補助との関連で、６月補正

にて計上させていただく予定としております。 

 それでは、まず、設置目的といたしまして、

第１条、日本遺産「八代を創造（たがや）した
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石工たちの軌跡～石工の郷に息づく石造りのレ

ガシー～」を応援したいという個人から寄せら

れたふるさと納税制度による寄附金等を、本市

における日本遺産活用推進事業及び日本遺産に

関する文化財保護活用事業の財源に充てるた

め、八代市日本遺産活用推進基金（以下「基

金」という。）を設置するとしております。 

 次に、積立てといたしまして、第２条、基金

として積み立てる額は、ふるさと納税制度を活

用した寄附金等をもって充て、毎年度予算で定

めるとしております。これにつきましては、今

後、ふるさと納税をはじめ個人からの御寄附が

あった場合などを想定して、規定したものでご

ざいます。 

 また、それ以降の第３条の管理から、第７条

の委任までの条項につきましては、その他の基

金条例に準じた条項を規定しておりますので、

説明は省略をさせていただきます。 

 説明は以上でございます。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４２号・八代市日本遺産活用推進基金

条例の制定については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。（｢ありが

とうございました」と呼ぶ者あり） 

                              

◎議案第４３号・八代市スポーツ振興基金条例

の制定について 

○委員長（村川清則君） 次に、議案第４３号

・八代市スポーツ振興基金条例の制定について

を議題とし、説明を求めます。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） こ

んにちは。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）ス

ポーツ振興課、小野でございます。よろしくお

願いいたします。 

 それでは、議案第４３号・八代市スポーツ振

興基金条例の制定について、御説明いたしま

す。なお、説明につきましては、着座にて説明

させていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい。 

○理事兼スポーツ振興課長（小野高信君） 委

員の皆様御承知のとおり、熊本県におきまして

は、本市を含む１３の市町村において、東京２

０２０オリンピック聖火リレーが２日間にわた

って実施されます。 

 聖火リレーが開催される市町村におきまして

は、東京２０２０オリンピック聖火リレーのプ

レゼンティングパートナーであるコカ・コーラ

社様の聖火リレーメモリアル自販機、自動販売

機を設置することで、聖火リレーの啓発や、聖

火リレーが開催されたレガシーとして活用して

いるところでございます。 

 設置に当たりまして、コカ・コーラ社様か

ら、この聖火リレーメモリアル自動販売機は、

聖火リレー通過前は、盛り上げのシンボルだけ

ではなく、市民の記憶に残すためのツールとし

て活用し、さらには、自動販売機の売上げの一

部を寄附として、八代市のスポーツ振興に役立

てていただきたいとの申し出があったところで

す。 

 このため、新たに八代市スポーツ振興基金条

例を制定し、コカ・コーラ社様や八代弘済会様

の寄附を基金に積み立てることで、スポーツの

振興、普及に役立てるものでございます。 
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 以上で説明のほうを終わります。御審議のほ

うよろしくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

○委員（野﨑伸也君） すみません、小野課長

に言っても、ちょっと違うかなとは思うとです

けど、今回基金の制定というのが、非常に多い

んですよね。中期財政計画のときには、基金

の、それに頼るような財政運営をしていかない

と、目指すんだというようなことが言っとった

のに、もう既に、こういう基金を乱発して、計

画自体、もう破綻しとっかなと思うとですよ。

何だろうて思うとですたいね、基金ばっかりつ

くってからて。確かに、使いやすかですよ、積

み立ててれば。出しやすかもんだけん、いろん

な事業に。これはこれで、スポーツ関係のやつ

だけねっていう話なんですけど、例えば、八代

元気づくり何とかっていうやつは、いろんなや

つに使えるもんだけん、ちょっとね、おかしい

かなと思うんですよ、やっぱり。小野課長に言

ってもしようがなかですけど、財務部に言わん

ばってんが。 

 実際、基金とかっていうとは、国のほうも、

以前は、ほら、使ってないやつとかっていうの

は、もうだんだんなくしていってねというよう

な話、じゃないと、返してもらうよという話だ

ったけん、そぎゃんとも含めて、何か大丈夫か

なって思うとですたいね。 

 今回のやつは全然、スポーツに関係のやつ

は、全然賛成しますんで、いいんですけど、何

か財政のやり方がおかしいんじゃないのという

ふうに思うんですよ。意見です。 

○委員長（村川清則君） 総務委員会ではござ

いませんので。 

○委員（野﨑伸也君） すみませんね。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４３号・八代市スポーツ振興基金条例

の制定については、原案のとおり決するに賛成

の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午後４時２４分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時２５分 本会） 

◎議案第４４号・八代市森林環境譲与税基金条

例の制定について 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４４号・八代市森林環境譲与税

基金条例の制定についてを議題とし、説明を求

めます。 

○水産林務課長（鶴本英一郎君） 水産林務課

の鶴本です。どうぞよろしくお願いします。 

 八代市森林環境譲与税基金条例の制定につい

て、説明申し上げます。着座にていたします。 

 議案書の３１９ページになります。 

 まず、議案書の前に、手持ちの資料によりま

して、趣旨等、内容について御説明したいと思

います。 

 八代市森林環境譲与税基金条例の制定につい

て、まず、条例制定の趣旨でございます。 

 森林環境税及び森林環境譲与税に関する法律

第３４条の規定に基づき、八代市が実施する森

林の整備並びにこれを担うべき人材の育成及び

確保、森林の有する公益的機能に関する普及・
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啓発、木材の利用促進、その他の森林の整備促

進に関する施策に要する財源に充てるため、八

代市森林環境譲与税基金を設置するものであり

ます。 

 森林環境譲与税の使途の限定でございます。

森林環境譲与税は、平成３１年度から市町村及

び都道府県が実施する森林の整備及びその促進

に関する施策の財源として譲与されておりま

す。 

 なお、適正な使途に用いられることが担保さ

れるように、森林環境譲与税の使途について

は、市町村等は、インターネット等の利用等に

より、使途を公表しなければならないとされて

おり、予算の執行残については、翌年度以降に

繰り越して執行することができるとされており

ます。 

 基金の処分についてでございます。森林経営

管理法の施行により、民有林を林業経営者に集

積、集約化するとともに、それができない森林

について、意向調査を踏まえ、経営管理を市が

行うことができることとなったことで、今後増

加することが見込まれる、市による間伐等の森

林整備事業の経費への充当や、林業の成長産業

化と森林の適切な管理の両立を図ることを目的

に、林業経営管理に意欲のある森林所有者や事

業体が行う森林整備に必要な経費に活用してい

きます。 

 あわせて木材の利用促進や、鳥獣被害対策、

担い手対策、普及啓発など、森林林業、木材産

業の活性化に必要な経費に活用していきます。 

 提案の理由といたしまして、本市における森

林整備及びその促進を図ることを目的に、国か

ら交付される森林環境譲与税を財源とする基金

を創設するため、本条例を制定しようとするも

のであります。 

 一番下の森林環境譲与税額の推移見込み、推

計でございますが、毎年、６年度まで増えてい

って、６年度が１億３０００万となる見込みで

ございます。 

 以上を踏まえまして、条例の内容について御

説明いたします。 

 議案書の３２０ページになります。 

 まず、第１条、森林環境税及び森林環境譲与

税に関する法律第３４条第１項各号に掲げる施

策に要する財源に充てるため、八代市森林環境

譲与税基金設置する。 

 第２条、基金として積み立てる額は、法第２

８条第１項の規定により、譲与される森林環境

譲与税をもって充て、毎年度予算で定める。 

 第３条以下につきましては、他の基金条例と

同様の内容となっております。 

 なお、全国の自治体におきまして、同様の森

林環境譲与税基金条例が制定されております。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いいたします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４４号・八代市森林環境譲与税基金条

例の制定については、原案のとおり決するに賛

成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。 

（午後４時３０分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３１分 本会） 

◎議案第４５号・八代市簡易水道事業給水条例
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の一部改正について 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、議案第４５号・八代市簡易水道事業給

水条例の一部改正についてを議題とし、説明を

求めます。 

○理事兼水道局長（松田仁人君） お世話にな

ります。水道局の松田です。座らせて説明させ

ていただきます。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○理事兼水道局長（松田仁人君） 議案書の３

２１ページをお願いします。 

 議案第４５号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正について、御説明します。 

 内容につきましては、お手元に配付しており

ます新旧対照表で説明をさせていただきます。 

 まず、改正理由でございます。今年度施行し

ております、泉町五家荘地区簡易水道施設の中

の、泉町仁田尾地区の一部、小原地区という、

通称いいますが、そちらの改良工事が、令和３

年２月に完了することに伴いまして、これまで

の放任給水区域から、計量給水区域へ料金体系

が変更することとなることから、改正を行うも

のでございます。 

 なお、施行期日は、令和３年４月１日からと

なります。 

 以上で説明を終わります。御審議のほどよろ

しくお願いします。 

○委員長（村川清則君） それでは、以上の部

分について質疑を行います。質疑ありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で質

疑を終了します。 

 意見がありましたら、お願いします。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、これより

採決いたします。 

 議案第４５号・八代市簡易水道事業給水条例

の一部改正については、原案のとおり決するに

賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者 挙手） 

○委員長（村川清則君） 挙手全員と認め、本

案は原案のとおり可決されました。 

 執行部入れ替わりのため、小会いたします。

（｢ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

（午後４時３３分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後４時３３分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、本委員会に付託となっている請願・陳

情はありませんが、郵送にて届いております要

望書については、写しをお手元に配付しており

ますので、御一読いただければと存じます。 

 以上で、付託されました案件の審査は全部終

了いたしました。 

 お諮りいたします。 

 委員会報告書及び委員長報告の作成について

は、委員長に御一任願いたいと思いますが、こ

れに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 御異議なしと認め、

そのように決しました。 

                              

◎所管事務調査 

・産業・経済の振興に関する諸問題の調査 

・水道事業に関する諸問題の調査 

（厚生会館の今後の方針について） 

○委員長（村川清則君） 次に、当委員会の所

管事務調査２件を一括議題とし、調査を進めま

す。 

 当委員会の所管事務調査は、産業・経済の振

興に関する諸問題の調査、水道事業に関する諸

問題の調査、以上の２件です。このうち、産業

・経済の振興に関する諸問題の調査に関連し

て、１件執行部から発言の申し出があっており

ますので、これを許します。 
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 それでは、厚生会館の今後の方針についてを

お願いいたします。 

○文化振興課長補佐（下津恵美君） こんにち

は。（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）文化振興

課の下津でございます。よろしくお願いしま

す。着座にて御説明させていただいてもよろし

いでしょうか。 

○委員長（村川清則君） はい、どうぞ。 

○文化振興課長補佐（下津恵美君） それで

は、八代市厚生会館の今後の方針について、御

説明させていただきます。 

 内容につきましては、事前にお配りしており

ます、Ａ４の８ページの資料をもって御説明さ

せていただきます。 

 では、資料を御覧ください。八代市厚生会館

の今後の方針について。 

 まず、現状、課題についてでございます。厚

生会館は、昭和３７年３月竣工、７月開館で、

現在築５８年が経過し、間もなく５９年になろ

うとしております。 

 用途は劇場でございます。構造、階数、延べ

床面積、諸室につきましては、記載のとおりと

なっております。 

 竣工後５８年が経過しており、その間、必要

な修繕や躯体の耐震補強は実施しております

が、大規模改修は、平成元年度に実施後３０年

間は実施されておらず、特に、建築設備全般に

経年劣化の進行が著しい状況でございます。 

 また、その間、建築基準法等の改正などによ

り、非構造部材の耐震化や、客席、楽屋等の機

能改善が求められております。 

 続いて、２番、厚生会館の方針の検討経緯で

ございます。厚生会館については、老朽化等に

より将来的に安全に使用していくためには、多

額の改修費用がかかる上に、維持管理に係る経

費も高騰してまいりますことから、八代民俗伝

統芸能伝承館（仮称）建設による厚生会館休館

時に、市内各ホール施設を含めた今後の在り方

を総合的に検討することとなりました。 

 具体的な検討経緯といたしましては、まず、

文化ホール等あり方に関する庁内検討会、こち

らを令和元年７月から令和３年２月まで、計５

回実施いたしております。 

 次に、文化ホール等あり方検討会、こちら

は、民間委員によります検討会で、令和２年２

月から令和３年１月まで、計５回の実施になり

ます。 

 また、文化ホール等あり方検討に関する市民

アンケートを、令和２年の６月に実施いたしま

した。 

 さらに、厚生会館劣化度調査、こちらを令和

２年７月から令和３年１月まで実施しまして、

報告書の提出があっております。 

 これらの材料を基に、方針を検討してまいり

ました。 

 これ以降が、厚生会館の方針に係る各検討材

料の説明になります。 

 まず、３番、文化ホール等あり方検討に関す

る市民アンケート調査結果についてでございま

す。 

 １番、調査概要でございますが、対象は１８

歳以上の市民３０００人で、実施は、令和２年

６月１日から令和２年６月１５日の間で、郵送

によるアンケートを実施いたしました。 

 調査内容としましては、市民による文化芸術

活動の重要度や意識、自主文化事業、利用状

況、文化ホールの今後の取組、施設の今後の在

り方など、計２７の質問でございました。 

 回答結果でございますが、標本数が２９９７

名に対し、有効回答数が１１０９人、有効回答

率は３７％でございました。 

 ２ページを御覧ください。 

 アンケートの結果概要についてでございます

が、アンケートでは、文化芸術を発表したり、

展示したりするホールや会場があることについ

て、非常に大切、ある程度大切という意見が８
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８％を占めており、発表、展示する場があるこ

とについて大切だと考えている市民が非常に多

いという結果となっております。 

 また、ホール施設の老朽化を踏まえた今後の

在り方については、他の公共施設の建て替えと

併せて複合施設を建設し効率化を図る、費用削

減のため一部を休館、閉館するという財政状況

に合わせた効率化や施設数縮減化の意見が約７

８％を占めているという状況でございました。 

 以下、参考としまして、アンケート結果を抜

粋しております。 

 アンケートの、（２）市民による文化芸術活

動の重要度や認識についてという質問で、１

番、文化芸術活動を発表したり、展示したりす

るホールや会場があることについてどう思いま

すかという質問に対し、非常に大切が、回答数

４３８人、割合として３９.５％。ある程度大

切だと思うが、回答数５３８人、割合として４

８.５％。全体の８８％を、この２つの意見が

占めておりまして、発表、展示する場があるこ

とについて大切だと考えている市民の方が非常

に多いということが分かりました。 

 同じくアンケートの質問の７番で、文化ホー

ル等施設の今後の在り方についてで、質問２と

して、八代市の４つの各施設は、今後老朽化に

伴い、改修や運営に要する費用は増加していく

ことが見込まれます。この状況を踏まえて、ど

の取組が適切だと思いますかという質問の中で

は、他の公共施設の建て替えと併せて複合施設

を建設し効率を図るが、割合で４２.４％との

回答が最も多く、費用削減のため一部を休館、

閉館するが、次に３５.７％で多くございまし

た。 

 逆に、老朽化した施設の建て替えや、改修を

行い、４施設ともそのまま維持していくという

意見は、回答は１２.９％と、割合は少なく、

財政状況に合わせた施設の縮減、効率化の考え

を持っている方が多い状況であるということが

分かりました。 

 続きまして、３ページを御覧ください。 

 八代市文化ホール等あり方検討会の結果報告

書を抜粋しております。 

 これは、民間委員による検討会で、令和２年

２月から令和３年１月まで、計５回開催し、各

ホール施設の今後の方向性などを議論いただい

ており、１月の２９日に会から市長へ報告書の

提出がなされております。 

 こちらのほうで、八代市ホール施設の在り方

に対しての報告ということで、（５）市内各ホ

ール施設の今後の方向性ということで、市内の

４ホール施設について報告をいただいておりま

して、その中で、厚生会館についての報告でご

ざいます。お読みします。 

 著名な建築家により設計され、近代建築とし

てその価値は高く、八代城趾をはじめ松浜軒、

博物館などの歴史的周辺環境とも調和した施設

であることから、今後も市民が集える場所とし

て利活用を期待したい。 

 しかし、その一方で、建設から５８年が経過

し、耐用年数も短い上、再開には多額の費用が

見込まれる。 

 さらに、改修した場合でも、座席数の減少や

駐車場の不足、舞台設備等の使いづらさなど様

々な解消できない課題が残ることとなる。 

 これらの多様な要素を考慮しながら、市とし

て慎重に検討を行い、その方針を示してもらい

たいとの報告でございました。 

 検討会の委員からは、厚生会館につきまして

は、価値ある建物なので、ぜひ残すべきという

御意見と、改修に多額の費用がかかるのであれ

ば、再開すべきではないとの両論があり、最終

的に一つの方向性にはまとまらず、両論を併記

した形での報告書となりました。 

 なお、以下に、残りの３館についても、在り

方検討会の方向性が示されておりまして、ソフ

ト面や管理面での充実が、それぞれ求められて
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おりますので、今後は、３館の連携会議等を行

うなどして、具体的な取組を検討、実施してま

いりたいと考えております。 

 次に、４ページを御覧ください。 

 ３の（６）として、今後の在り方検討会とし

て、将来に向けたホール施設の在り方に関する

御意見として、本市文化の発展に向けた施設の

検討と社会・財政状況に応じた効率化について

の提言ですが、お読みします。 

 市内の施設で質の高い文化芸術を鑑賞し、体

験できるということは、市民の文化意識の向上

に寄与する重要な要素であるとともに、市民に

感動や活力を与え、心豊かな生活を送るために

大切なものである。しかしながら、本市の各ホ

ール施設の現状は、近隣自治体のホール施設と

比較しても、人口規模に対する座席数が少ない

ことから興行面での採算性が低く、質の高い多

種多様な鑑賞機会の提供が極めて少ない状況に

あるとともに、今後施設の老朽化による管理運

営経費はますます増大していくことが懸念され

る。 

 市民が身近に質の高い文化芸術に触れ、感動

し、創造性を育んでいくためには、市民の発表

の場としてのみならず、国内外の優れた舞台芸

術公演の鑑賞ができるような、興行面でも採算

性の高い十分な座席数を備えたホール施設が必

要である。 

 そのため、中長期的な視点をもって施設の整

理統合など財政的効率化を図りつつ、本市の優

れた交通アクセスを生かした交流人口の拡大や

観光産業発展につながり、ひいては市民の夢、

希望となるような、新たな県南の拠点ホール施

設の整備について検討してもらいたい。 

 以上が、民間委員による在り方検討会報告書

の抜粋でございます。 

 続きまして、５ページになります。 

 ５、八代市厚生会館劣化度等調査結果でござ

います。 

 まず、１番、調査概要でございますが、本調

査は、昭和３７年建設の八代市厚生会館におい

て、平成２９年３月に策定された、八代市公共

施設等総合管理計画に基づき、目標耐用年数を

考慮した施設整備について、現況調査を行い劣

化度等の評価をした上で、現行法令の適否や調

査によって確認された諸課題を整理することを

目的として実施しております。 

 調査期間、調査内容は、以下のとおりとなっ

ておりまして、４番、調査結果でございます

が、以下に、今後２０年間使用していくために

必要な改修項目を記載しております。 

 まず、ア、建築関係でございますが、そちら

に書いておりますように、機械室の新設、非構

造部材、客席つり天井の耐震化、正面エントラ

ンスひさしの切断部分、内部クラック等の修

理、舞台資材搬出入路のトラックターミナル段

差の改修、長年の劣化蓄積による建物周囲及び

客席一部の沈下があり改修が必要。屋上防水及

び外壁の改修工事は、３０年以上前に行ったの

みであり、屋上防水層の劣化及び外壁のコンク

リートのクラック等による雨漏りが著しく改修

が必要。６、経年劣化が原因で起こる鉄筋腐食

によるコンクリートの爆裂破壊が多数見られる

ため、外壁やバルコニーの大規模な改修が必

要。７、現行の建築基準法等に抵触しており、

改修が必要。具体的には、上手及び下手の楽屋

廊下扉を内開きから外開きへの改修。階段手す

りの高さを現状の７０センチから１１０センチ

へかさ上げ改修が挙がっております。８、玄関

の自動ドアや正面入り口のスロープなどのバリ

アフリー化が必要。９、客席が現代の成人の体

格では狭く窮屈過ぎるため、現在主流の幅に広

げる改修が必要であり、また、消防法的に、座

席前避難時の通り抜け幅が不足しており、全席

改修の必要があるということで、現在が９６４

席ございますが、幅が４５センチでございます

ので、こちらを幅５４センチに改修すると、席
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数が７３４席となり、他の３ホール施設の客席

数が、５００席から６００席でありますので、

改修することで、厚生会館の客席数の多さとい

う特徴は失われてしまうこととなります。 

 ６ページを御覧ください。 

 イ、設備関係の改修としてですが、建設当時

から大規模改修を行っていない空調設備や電気

設備などの建築設備全般に経年劣化の進行が激

しいため、改修が必要。 

 ２番で、高圧受電設備、防災用設備、ホール

空調設備及び給排水設備の新設が必要などが挙

がっております。 

 ウ、舞台関係ですが、１、舞台つり物機構設

備が、昭和５９年にブドウ棚を木製から鉄製に

改修して以来、３６年が経過しており、耐震化

及び電動化が必要。 

 ２、舞台床のささくれや劣化が著しいため、

補修及び張り替えが必要。 

 ３、舞台照明設備や客席の照明の改修が必

要。 

 ４、舞台音響設備は、改修後１０年以上経過

しており、改修が必要ということで、改修項目

が挙げられております。 

 ７ページを御覧ください。 

 先ほど申し上げました改修項目に係る費用の

概算を記載しております。 

 ５番と６番に、それぞれ建築に係る改修費

用、６番に、設備に係る改修費用をそれぞれ載

せておりますが、（５）の表の一番下の行が、

建築に係る概算費用の合計になります。計Ａで

すけれども、５億６０５３万円の概算と出てお

ります。 

 （６）の設備に係る改修項目及び概算改修費

用ですが、一番下の計Ｂを御覧いただきます

と、合計として１４億８７３８万５０００円と

いう数字が挙がっておりまして、（７）今後２

０年間使用していくために必要な概算改修費用

の合計として２０億４７９１万５０００円、ま

た、（８）上記改修工事に伴う設計委託費用と

して１億２３９万６０００円が挙がっておりま

す。 

 ８ページを御覧ください。 

 これらの報告及び調査を基に、八代市厚生会

館の今後の方針について、以下のとおりとする

ことといたしました。お読みいたします。 

 厚生会館は、著名な建築家により設計された

近代建築であり、長年にわたり市民が文化芸術

に触れ、感動し、発表することのできる本市文

化の発信拠点として親しまれてきました。 

 また、伝承館設計段階では、両館の機能的連

携を図るために、伝承館の供用開始に併せて厚

生会館の再開を予定しておりました。 

 しかしながら、建設から５８年が経過し、老

朽化や関係法令の改正に伴う不適合などから、

様々な改修を要することとなり、劣化度調査の

結果、全ての機能を再開した場合、その費用

は、現段階で約２０億円が見込まれています。 

 さらに、本市の財政収支の今後の見通しで

は、当面財政運営上は楽観視できない状況であ

ることに加え、令和２年７月豪雨災害から復

興、新型コロナウイルス感染症対策など喫緊の

課題に直面しており、それらに対応するため中

期財政計画の見直しを行うなど、今後の厳しさ

への対応に迫られています。 

 これらの課題、八代市文化ホール等あり方検

討会結果報告、及び市民アンケート結果等を踏

まえ、慎重に検討した結果、今後の厚生会館に

関する方針として以下のとおりとします。 

 まず１点目です。八代市厚生会館は、ホール

（劇場）としては再開しないものの、大規模な

改修を必要としないスペースの活用可能性・方

策について、民間提案制度などを含め、令和３

年度中に検討を行うこととします。 

 ２つ目、厚生会館のホール機能停止が本市の

文化振興・発展の妨げとならないように、他ホ

ール施設における自主文化事業等のさらなる充
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実を図ります。 

 ３つ目、本市の文化振興・発展の拠点とし

て、十分な客席数や設備を備えたホール施設は

必要性が高いことから、ファシリティマネジメ

ントの観点を踏まえ、将来への負担や、ホール

施設の統廃合等も総合的に勘案し、利便性や効

率性を考慮したホール施設整備の検討も併せて

行っていくこととします。 

 以上、八代市厚生会館の今後の方針につい

て、説明を終わります。 

○委員長（村川清則君） 本件について、何か

質疑、御意見等はございませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 一つ確認なんですけ

ど、厚生会館がファシリティマネジメントから

外されているっていう話を、ちょっと聞いたこ

とがあるとですけど、本当ですか。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） 個別施設計画

からということですか。（委員野﨑伸也君「フ

ァシリティマネジメント」と呼ぶ） 

 検討中という形になってたんじゃないかなと

思います。この結果が、全然出てなかったもん

ですからですね。 

○委員（野﨑伸也君） 今日のやつを見れば、

取りあえず、あれですよね、将来性の負担と

か、統廃合とかっていう、ほかの施設との統廃

合とかを考えてやっていきますよというのは、

まさにファシリティマネジメントなんですよ

ね。何となく外れとるとかの話もありながら

も、ちゃんとやっているんだなというふうに説

明聞いてですね、思いました。 

 何でしょう、いろいろ財政計画等も非常に厳

しいんで、早く何かこう、やりたいんだという

のが分かるんです。結果的に、多分使えんとだ

ろうなというふうには思うんですよね。 

 一つ質問なんですけど、解体したら幾らかか

るですか。 

○文化振興課長（鋤田敦信君） すみません、

まだはっきりとは申し上げられませんが、２億

ぐらいはかかるのかというぐらいの想定でござ

います。 

○委員（野﨑伸也君） 分かりました。 

 本当ですね、多分このアンケートが示してい

るとおり、八代には広いのがないんですよね。

呼べないんですよ、だから、いいのが。収益性

が出ないんですよ、だから。おっしゃるとおり

なんですよ。いいものを、早く、経済文化交流

部のほうは、いろいろ持っとるじゃないです

か、施設。持っとるけん、はよですね、何かい

ろんなこう、こういう計画、個別のやつは、早

めに、いろいろ議員の人にはですね、話したほ

うがよかと思うとですよ。なぜかというと、例

えば、そこのホールば潰しますよってなったと

きに、住民からどやん意見が出るかというのは

分かっじゃなかですか。そういうときに、やっ

ぱり議員さんがおられて、ちゃんといろんな話

をされてというのが必要なんですよ。だけん、

早めにこういうのは言わんといかんですよ。言

うとかんと、って、丸山部長に言うとってくだ

さい。 

○委員（山本幸廣君） 下津さんのほうから丁

寧に、市民のアンケート調査からですよ、それ

から、あり方検討委員会の、このまとめをです

ね、見る中で、私も長年議員生活をしておりま

すけども、厚生会館というのは、歴史のある会

館であります。これが、ちょうど坂田道太先生

の厚生労働大臣をなされたときですね、厚生会

館を造られたんですが、その中で、まず１点で

すね、私が言いたいのは、なぜあそこに民俗伝

統芸能伝承館を持っていったのかということ、

それまでには厚生会館はずっと閉館をしない

で、それで継続的に、あそこを文化事業として

活用してきたんです。これが１点。 

 そして、今回の検討委員会、市民アンケート

の中でですね、下津さんが説明なされたよう

に、理解しますよ。まだ現場見てませんけども

ですね。とならば、やはり中期的な財政計画の
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中で、財政的にも八代市は大変厳しいという答

弁があったじゃない、財務部長のですね。そう

いう中で、どうしたらいいのか、新しい発想の

中でですね、何を次に、事案として求めていく

かというのは、これは私が経験上貸しますか

ら、インテリジェンスを。なぜかといいます

と、県のですね、県南文化ホールというのをで

すね、県に要望したらいいんですよ。八代財政

要らないんですよ、財政が。だから、はっきり

市と県と国のパイプというのは、そこにあるじ

ゃないですか。私は、強くこれを求めたい。県

南文化ホール、３０００人ぐらいの規模でです

ね、あるいはつくるという、それはもう、一番

じゃないですか。我が家の財政は痛まないんで

すから。それは市民は総上げですよ。今うっち

ゃっけたならば、本当、これは担当部はもう日

本国中有名になります。 

 いや、そういう冗談じゃないけどですね、そ

ういう方向性で行くというのをですね、頭の片

隅に入れておかなければですね、市民のやっぱ

り血税、財政が厳しいじゃないですか。だか

ら、今の新庁舎というのを、１１２億の中でと

いうことは、私たちはずっと言ってきたです。

ですね。いつかはこういうのが来ると。武道館

も来ると。財政的に厳しいというような、私た

ちは、やっぱりその台所をチェックしていきな

がら、皆さんたちが執行する中でですよ、市民

のためにやるわけですからですね。県立県南文

化ホール施工に向けて、いつまでも、竣工する

まで元気でおろうかな。（｢竣工するまでな」

と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） 意見提案として。 

○委員（山本幸廣君） いい提案でしょう。 

○委員長（村川清則君） ほかにありません

か。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で、

厚生会館の今後の方針についてを終了します。 

 そのほか、当委員会の所管事務調査について

何かありませんか。 

○委員（野﨑伸也君） 今もあったっですけ

ど、厚生会館もずっと見に行っとらんし、何か

ちょっと、管内調査でもですね、何かしたほう

がよかっかなあては思います。 

○委員長（村川清則君） 今、議会として、コ

ロナでちょっとできないような、やる場合は、

もうそろってゴーサインいたしましょうという

ことですので、それが出た場合に、ちょっと考

えてみましょう。 

 ほかにありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、以上で所

管事務調査２件についての調査を終了します。 

 執行部は御退室ください。 

 小会します。（｢ありがとうございました」

と呼ぶ者あり） 

（午後５時００分 小会） 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

（午後５時００分 本会） 

○委員長（村川清則君） 本会に戻します。 

 次に、閉会中の継続審査及び調査の件につい

てお諮りいたします。 

 当委員会の所管事務調査２件については、な

お調査を要すると思いますので、引き続き閉会

中の継続調査の申し出をいたしたいと思います

が、これに御異議ありませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（村川清則君） なければ、御異議な

しと認め、そのように決しました。 

 以上で、本日の委員会の日程は全部終了いた

しました。 

 これをもって経済企業委員会を散会いたしま

す。 

（午後５時０１分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に



 

－73－

より署名する。 

    令和３年３月１１日 

経済企業委員会 

委 員 長 
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